
学会発表 TitleT oG SpeecheT at Scientipc .eetingT etc�

川పɿ医薬品品࣭理に関する最ۙの題（医薬品
の国ࡍ化に関連して）ɽ
ISPE本本部2015年࣍大会（2015.4）

Kawanishi…T�… Purpose… of… the… 17th…Edition… of… the…
Japanese…Pharmacopoeia…and…Impact…on…Generic…Drugs…
Assessment.
DIA…CMC…フΥーラム（2015.6）

川పɿֵ৽的医薬品の開発ڥඋのたΊのレギュラ
トリーサイエンスと…ʵナノDDS製剤をྫにしてʵɽ
第52ճ薬剤学࠙ஊ会（2015.6）

川పɿ健߁医ྍઓུに͓けるレギュラトリーサイエン
スのׂɽ
第34ճ本࣭学会年会（2015.8）

川పɿレギュラトリーサイエンスと衛生薬学ɽ
フΥーラム2015ɿ衛生薬学ŋڥトキシコロジー（2015.9）

川పɿ第17改正本薬ہ方の改正のͶΒいɽ
本PDA製薬学会第22ճ年会（2015.12）

川పɿ医薬品・医ྍ機࠶・ث生医ྍ等製品の開発に
けたレギュラトリーサイエンス研究とɽ
第1ճAMED-RSシンポ（2016.2）

川పɿ医薬品品࣭の͜れかΒʵֵ৽的医薬品かΒジェ
ωリック医薬品·Ͱʵɽ
フΝームテクジϟύンηミナー（2016.3）

川పɿレギュラトリーサイエンスRSの実ફ（医薬品
開発）ɽ
本薬学会第136年会シンポジウム（2016.3）

߹田幸ɿ健߁食品の৽しい機性表ࣔと品࣭に関する
課題ɽ
第109ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.5）

Goda… Y�… Introduction… of… qNMR… to… the… Japanese…
Pharmacopoeia… (JP)… for… specification… of… marker…
compounds… used… for… standardization… of… herbal…
medicines.
2015…International…Symposium…on…Traditional…Medicine…
(2015.6)

Miura…Tˎ1,… Sugimoto…N,… Suematsu…Tˎ2,… Hosoe… J,…
Nishimura…Hˎ3,…Kikuchi…Yˎ3,…Katsuhara…Tˎ3,…Yamashita…
Tˎ4,…Yamada,…Yˎ1,…Goda…Y�…Application… of… lA2ARI�…
Accurate…2uantitative…NMR…with… Internal… reference…
substancez… to… the… specification…of… analytical…marker…
compounds… used… for… standardization… of… natural…
medicines…in…the…Japanese…Pharmacopeia.
EUROMAR…2015…(2015.7)

ˎ1…和ޫ純薬
ˎ2…ジΦルレκナンス
ˎ3…πムラ
ˎ4…ৗ൬২物化学

߹田幸ɿ医薬品の品࣭保ূと生薬͓よび生薬製剤ɽ
第32ճ和医薬学会学ज़大会（2015.8）

山࿏Ұˎ1，٠ਅ衣ˎ1，ྛࣉ進ˎ2，ञ井ӳೋˎ3，߹田幸，
川原৴夫ˎ4，൧田मˎ4ɿ薬用২物総߹報データϕース
のߏஙのたΊのج൫֏部に関する研究ʙ誌上ྲྀ௨生薬の
৫ܗ態（7）・Ϙクιクʙɽ
本生薬学会第62ճ年会（2015.9）

ˎ1…本薬Պ大学
ˎ2…ԣ薬Պ大学
ෞ薬Պ大学ذ…3ˎ
ˎ4……（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所薬用২物ݯࢿ研

究ηンター

Suematsu…Tˎ1,…Hosoe… J,… Sugimoto…N,…Yamada…Yˎ2,…
Miura…Tˎ2,…Hayakawa…Mˎ2,…Suzuki…Hˎ2,…Katsuhara…Tˎ3,……
Nishimura…Hˎ3,…Kikuchi…Yˎ3,…Yamashita…Tˎ4,…Goda…Y�…
Application…of…A2ARI… (Accurate…2uantitative…NMR…
with…Internal…Reference…Substance)…to…the…reagents… in…
the…crude…drug…section…of…the…Japanese…Pharmacopoeia.
Small…Molecule…NMR…Conference…2015…(2015.9)

ˎ1…ジΦルレκナンス
ˎ2…和ޫ純薬
ˎ3…πムラ
ˎ4…ৗ൬২物化学

中嶋祐ًˎ，ۚ 田ར夫ˎ，中田麻美ˎ，野ਔ美ˎ，出ޱ潤ˎ，
平ᖒ祐介ˎ，森田ത࢙ˎ，川崎༸子，߹田幸ɿMollugin
༠ಋ体の߅Ԍ作用ɽ
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本生薬学会第62ճ年会（2015.9）

ˎ…薬Պ大学

Miura…Tˎ1,… Sugimoto…N,… Suematsu…Tˎ2,…Nakao…Sˎ1,…
Takaoka,…Sˎ1,…Hosoe…J,… …Nishimura…Hˎ3,…Kikuchi…Yˎ3,…
Katsuhara…Tˎ3,…Yamashita…Tˎ4,…Yamada…Yˎ1,…Goda…Y�…
Development…of…Analytical…Standards…guaranteed…by…
qNMR.
Pacifichem…2015…(2015.12)

ˎ1…和ޫ純薬
ˎ2…ジΦルレκナンス
ˎ3…πムラ
ˎ4…ৗ൬২物化学

…村क生ˎ1，ਿल美ˎ1，内倉崇ˎ1，ᔹ野裕೭ˎ2，߹田
幸，川原৴夫ˎ2，ఱ倉吉ষˎ1ɿHPTLCによる国内ྲྀ
௨生薬の成分ൺֱ（第6報）ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…松山大学薬学部
ˎ2……（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所薬用২物ݯࢿ研

究ηンター

山中ࠫҁˎ1，٠ਅ衣ˎ1，ԣ田೭ˎ1，山࿏Ұˎ1，ࣉ
ྛ…進ˎ2，ञ井ӳೋˎ3，߹田幸，川原৴夫ˎ4，൧田मˎ4ɿ
薬用২物総߹報データϕースߏஙのたΊのج൫උに
関する研究ʙࢢྲྀ௨生薬の৫ܗ態(8)ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…本薬Պ大学
ˎ2…ԣ薬Պ大学
ෞ薬Պ大学ذ…3ˎ
ˎ4……（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所薬用২物ݯࢿ研

究ηンター

߹田幸ɿエフェドリンアルカロイドআڈ麻ԫエキスの
創薬にけたऔりΈ，ʙఱવ物医薬品の開発に͓ける
ϒレークスルーをࢦしてʙɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

吉田幸，܂名明美，ࣲ田子，伊౾健Ұ，߹田幸ɿ
ཻ子速度測定法を用いたフロースルーηル内の水ྲྀの評
価ɽ
本薬剤学会第30年会（2015.5）

ࣲ田子，吉田幸，伊౾健Ұ，߹田幸ɿ༹ৣの
༹出性評価に͓ける酸水素؇ি液のར用ɽ
本薬剤学会第30年会（2015.5）

伊౾健Ұ，ࣲ田子，吉田幸，߹田幸ɿౚ༹݁液
中のタンύク࣭とఴ加剤のࠞ߹性ɿθラチンを用いた検
討ɽ
本薬剤学会第30年会（2015.5）

ࣲ田子，吉田幸，伊౾健Ұ，߹田幸ɿテイコプ
ラニンࣹ剤のઌ発医薬品とޙ発医薬品に͓ける成分含
量ൺの評価ɽ
第25ճ本医ྍ薬学会年会（2015.11）

吉田幸，܂名明美，伊౾健Ұ，ࣲ田子，߹田幸ɿ
ジェωリック医薬品品࣭報検討会に͓けるऔりΈ　
ʵジアθύムৣ等の༹出試験についてʵɽ
第48ճ本薬剤師会学ज़大会（2015.11）

ࣲ田子，吉田幸，伊౾健Ұ，߹田幸ɿジェωリッ
ク医薬品品࣭報検討会に͓いて品࣭確認を実ࢪしたテ
イコプラニンࣹ剤の成分含量ൺ試験についてɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

ᕆ原ॳ木，伊౾健Ұ，খ山༃人ɿૣظঝ認にけたઌ
定制度等に͓ける…CMCGMP…の課題とఏࢦけ審査ۦ
ɽݴ
本PDA製薬学会第22ճ年会（2015.12）

伊౾健Ұ，ࣲ田子，吉田幸，߹田幸ɿౚ݁水༹
液のೱॖ૬ガラス転Ҡと医薬品の品࣭確保の活用ɽ
第5ճιフトマター研究会（2015.12）

伊౾健Ұ，吉田幸，ࣲ田子，߹田幸ɿౚ݁ס૩
による݁ڞথの作製にけた測定の活用ɽ
化学工学会第81年会（2016.3）

吉田幸，܂名明美，ࣲ田子，伊౾健Ұ，߹田幸ɿ
ෳの多ஈインύクターを用いた各छྲྀ量に͓けるٵ入
剤のཻ度分のൺֱɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ɿϤウ素デンプンԠの崎玉樹，Ѩી幸உ，߹田幸ٶ
ఄ色の化によるデンプンのج原確認法ɽ
第109ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.5）

Ѩી幸உ，ٶ崎玉樹，߹田幸ɿニフェジϐンとアηト
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アミノフェンྨࣅ体とのコアϞルフΝスの݁থ化速度ɽ
本薬剤学会第30年会（2015.5）

剤中の݁থجɿテープ剤崎玉樹，Ѩી幸உ，߹田幸ٶ
性薬物の多ܗ別ɽ
本薬剤学会第30年会（2015.5）

Aso…Y,…Miyazaki…T,…Goda…Y�…Relationship…between…
crystallization… rate… of… co-amorphous…nifedipine…with…
acetaminophen… analogues… and… 13C-NMR…relaxation…
time…of…drug…carbons.
AAPS…Annual…Meeting…(2015.10)

Miyazaki… T,… Aso… Y,… Goda… Y�… Feasibility… of… DSC…
to… determine… polymorphic… transformation… ratio… of…
sulfathiazole…form…I.
AAPS…Annual…Meeting…(2015.10)

ɿ医薬品ఴ加剤として崎玉樹，Ѩી幸உ，߹田幸ٶ
用͞れるデンプンྨのϤウ素Ԡのఄ色によるج原の
別ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

ࢢɿ9ઢճં測定による崎玉樹，Ѩી幸உ，߹田幸ٶ
製剤中の薬物の݁থ状態の解析ɽܕऩٵൽܦൢ
本薬学会第136年会（2016.3）

瀬古༑ཬ恵ˎ1，部祐介ˎ1，Jomjai…Peerapattanaˎ2，大
塚子ˎ3，坂本昭，大塚ˎ1ɿNIR法とSEM�EDSマッ
ϐング法によるِ医薬品の؆қ・ਫ਼ີ別法の確立ɽ
本薬剤学会第30年会（2015.5）

ˎ1…ଂ野大学
ˎ2…コンέン大学
ˎ3…ԣ薬Պ大学

Sakamoto…T,…Sasaki…Tˎ,…Katori…N,…Goda…Y�…Observation…
of… effect… on… cellulose… derivative… against… a… pseudo-
polymorphism… conversion… and… dehydration… in…
pharmaceutical… granules… by… using… a… terahertz…
spectroscopy…and…near-infrared…chemical…imaging.
8th…International…Conference…on…Advanced…Vibrational…
Spectroscopy…(2015.7)

ˎ…Shizuoka…University

大 塚  ˎ1， 瀬 古 ༑ ཬ 恵 ˎ1，  部 祐 介 ˎ1，Jomjai…

Peerapattanaˎ2，大塚子ˎ3，坂本昭ɿۙ外分ޫ法
を用いたアトルόスタチンِ医薬品の؆қਝ速ಉ定法
の確立ɽ
本社会薬学会第34年会（2015.7）

ˎ1…ଂ野大学
ˎ2…コンέン大学
ˎ3…ԣ薬Պ大学

Sakamoto…T,…Sasaki…Tˎ,…Katori…N,…Goda…Y�…Analysis…of…
Di⒎usion…Process…of…Pseudo-polymorphism…Conversion…
from…Theophylline…Monohydrate… to… the…Anhydride…
in…a…Tablet…by…using…a…Terahertz…Chemical… Imaging…
System.
The…Second…International…Symposium…on…Frontiers… in…
THz…Technology…(2015.8)

ˎ…Shizuoka…University

坂本昭，佐ʑ木哲朗ˎ，߳औయ子，߹田幸ɿ高感度
テラϔルπCWέミカルイメージングシステムによるৣ
剤中薬物の分ܭ測ɽ
本分析化学会第64年会（2015.9）

ˎ…੩岡大学

็木ߛ子ˎ，大田ٛˎ，લۼ哲也ˎ，ؓ ྛ人ˎ，坂本昭，
田৾Ұ郎ˎɿۂを有するサンプルのஅ໘出し৽手法-
食品・医薬品をるɽ
本分析化学会第64年会（2015.9）

ˎ…ジϟスコエンジニアリング

坂本昭，佐ʑ木哲朗ˎ，߳औయ子，߹田幸ɿࢵ外ઢ
রࣹによる酸化チタン（IV）のフΥノンৼ動のม化ɽ
第76ճԠ用物理学会秋ق学ज़講演会（2015.9）

ˎ…੩岡大学

佐ʑ木哲朗ˎ1，大塚ˎ2，坂本昭ɿイιニアジドの単
݁থ成とテラϔルπৼ動解析ɽ
第45ճ݁থ成国内会議（2015.10）

ˎ1…੩岡大学
ˎ2…ଂ野大学

坂本昭，藤߁ר人ˎ1，็木ߛ子ˎ2，খۚ井1ˎ࢘，ؓ
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ྛ人ˎ2，田৾Ұ郎ˎ2，߳औయ子，߹田幸ɿNIR分
ޫ法を用いたࢢྲྀ௨医薬品検査のたΊのৣ剤ਫ਼ີ
໘の成分分解析ɽ
第31ճۙ外フΥーラム（2015.11）

ˎ1…౦ژ立産業ٕज़研究ηンター
ˎ2…ジϟスコエンジニアリング

坂本昭，佐ʑ木哲朗ˎ，߳औయ子，߹田幸ɿテラϔ
ルπ及びラマン分ޫを用いたフΥノン及び分子ৼ動解析
による酸化チタン（IV）のUV活性とキノロン系߹成߅
剤のUVྼ化の評価ɽە
第63ճԠ用物理学会य़ق学ज़講演会（2016.3）

ˎ…੩岡大学

佐ʑ木哲朗ˎ1，大塚ˎ2，坂本昭ɿテΦフィリン及び
イιニアジドの単݁থ成とテラϔルπৼ動解析ɽ
第63ճԠ用物理学会य़ق学ज़講演会（2016.3）

ˎ1…੩岡大学
ˎ2…ଂ野大学

坂本昭，佐ʑ木哲朗ˎ，߳औయ子，߹田幸ɿフΥノ
ン及び分子ৼ動解析による酸化チタン（IV）のUV活性
と医薬用成分のUVྼ化の評価ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…੩岡大学

佐ʑ木哲朗ˎ1，大塚ˎ2，坂本昭ɿテΦフィリン及び
イιニアジドの単݁থ成とテラϔルπৼ動解析ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…੩岡大学
ˎ2…ଂ野大学

副島夫ˎ，౬本政昭ˎ，ඌݡҰˎ，Ӭ森浩࢘ˎ，坂本昭ɿ
ラマン分ޫ法を用いたシプロフロキサシンのUVྼ化の
評価ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…本分ޫ

খ出達夫，ਂ水ܒ朗ˎ，久田浩࢙ˎ，߳औయ子，Ԟ田宏，
߹田幸ɿラマン分ޫ法を用いた医薬品製剤品࣭評価に
関する研究ɽ

本薬剤学会第30年会（2015.5）

ˎ…明࣏薬Պ大学

ਂ水ܒ朗ˎ1，久田浩1ˎ࢙，খ出達夫，ླ木๛2ˎ࢙，野
和夫ˎ2ɿৣ剤中コクリスタルのラマン分ޫイメー
ジングɽ
本薬剤学会第30年会（2015.5）

ˎ1…明࣏薬Պ大学
ˎ2…本大学

౦ॳ樹ˎ1，୍ຏ理2ˎߐ，大ڮ由紀ˎ2，久田浩1ˎ࢙，井
上1ˎجݩ，খ出達夫，ླ木๛2ˎ࢙，野和夫ˎ2，ਂ水ܒ
朗ˎ1ɿέトプロフェン含有テープ製剤のݦඍラマンイ
メージングɽ…
本薬剤学会第30年会（2015.5）

ˎ1…明࣏薬Պ大学
ˎ2…本大学

൧田߁人ˎ，久田浩࢙ˎ，井上جݩˎ，খ出達夫，ਂ 水ܒ朗ˎɿ
フェルϏナク含有テープ製剤の݁থ状態に関する研究ɽ
第59ճ本薬学会関౦ࢧ部大会（2015.9）

ˎ…明࣏薬Պ大学

岡ཹ༔祐ˎ，島村りえˎ，ླ木Ү也ˎ，খ出達夫，久田浩
朗ˎɿラマン分ޫ法によるৣ剤ܒ水ਂ，ˎجݩ井上，ˎ࢙
中主薬の定量に関する研究ɽ
第59ճ本薬学会関౦ࢧ部大会（2015.9）

ˎ…明࣏薬Պ大学

島村りえˎ，久田浩࢙ˎ，井上جݩˎ，খ出達夫，ਂ 水ܒ朗ˎɿ
ৣ剤中インドメタシン݁থ多ܗのラマン分ޫイメージン
グɽ
第59ճ本薬学会関౦ࢧ部大会（2015.9）

ˎ…明࣏薬Պ大学

খ山内ྒ࣏ˎ，久田浩࢙ˎ，井上جݩˎ，খ出達夫，ਂ水
転ҠϞܗඍラマン測定によるৣ剤中主薬の多ݦ朗ˎɿܒ
ニタリングɽ
第59ճ本薬学会関౦ࢧ部大会（2015.9）

ˎ…明࣏薬Պ大学
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Fukami…Tˎ,… Inoue…Mˎ,…Hisada…Hˎ,…Koide…T�…Chemical…
Imaging…of…Crystalline…Components… in…Pharmaceutical…
Dosage… Forms… by…Using… Low…Frequency… Raman…
Spectroscopy.
SCI9…2015…(2015.9)

ˎ…Meiji…Pharmaceutical…University

井上جݩˎ，久田浩࢙ˎ，খ出達夫，ਂ水ܒ朗ˎɿ
ラマン分ޫ法を用いたৣ剤中原薬の݁থ多ܗのイメージ
ングɽ
第32ճ製剤とཻ子ઃܭシンポジウム（2015.10）

ˎ…明࣏薬Պ大学

山本Ղ久ˎ1，久ถ୩๖水ˎ1，ਂ水ܒ朗ˎ2，খ出達夫ɿۙ
外分ޫ法をར用したൽෘ外用製剤ࠞ߹物の安定性評
価ɽ
第54ճ本薬学会・本薬剤師会・本病Ӄ薬剤師会　
中国࢛国ࢧ部学ज़大会（2015.10）

ˎ1…明࣏薬Պ大学
ˎ2…ఇژ平成大学

山本Ղ久ˎ1，久ถ୩๖水ˎ1，大؏ٛଇˎ2，ਂ水ܒ朗ˎ3，
খ出達夫，ླ木๛4ˎ࢙，野和夫ˎ4ɿW�Oܕ保࣪クリー
ム製剤と副ਛൽ࣭ステロイド外用製剤かΒなるࠞ߹物の
保ଘ安定性に関する研究ɽ
第25ճ本医ྍ薬学会年会（2015.11）

ˎ1…ఇژ平成大学
ˎ2…富山大学
ˎ3…明࣏薬Պ大学
ˎ4…本大学

൧田߁人ˎ，井上جݩˎ，久田浩࢙ˎ，খ出達夫，ਂ水ܒ
朗ˎɿOTCテープ剤に含·れるフェルϏナクのラマンイ
メージングɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…明࣏薬Պ大学

岡ཹ༔祐ˎ，島村りえˎ，ླ木Ү也ˎ，খ出達夫，久田浩
朗ˎɿラマン分ޫ法によるৣ剤ܒ水ਂ，ˎجݩ井上，ˎ࢙
中主薬の定量に関する研究ʵ製剤ۉҰ性試験のԠ用を
ਾえてʵɽݟ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…明࣏薬Պ大学

島村りえˎ，久田浩࢙ˎ，井上جݩˎ，খ出達夫，ਂ 水ܒ朗ˎɿ
ৣ剤中インドメタシン݁থ多ܗのラマン分ޫイメージン
グɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…明࣏薬Պ大学

খ山内ྒ࣏ˎ，久田浩࢙ˎ，井上جݩˎ，খ出達夫，ਂ水
朗ˎɿラマン分ޫ法による製剤中原薬の݁থ化ܒ
動Ϟニタリングɽڍ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…明࣏薬Պ大学

山本Ղ久ˎ1，久ถ୩๖水ˎ1，大؏ٛଇˎ2，ਂ水ܒ朗ˎ3，
খ出達夫，ླ木๛4ˎ࢙ɿۙ外分ޫ法を用いたϔύリン
かΒなるࠞ߹物のߣ物࣭含有保࣪剤とステロイドೈࣅྨ
安定性ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…ఇژ平成大学
ˎ2…富山大学
ˎ3…明࣏薬Պ大学
ˎ4…本大学

୩千明ˎ1，大؏ٛଇˎ2，山本Ղ久ˎ3，ਂ水ܒ朗ˎ4，খ
出達夫，内ւढ़Ұˎ1，খ഼༪子ˎ1，∁山幸1ˎࡾɿMRIを
ར用したステロイドೈߣと保࣪クリームのࠞ߹製剤の定
量的製剤安定性評価ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…薬Պ大学
ˎ2…富山大学
ˎ3…ఇژ平成大学
ˎ4…明࣏薬Պ大学

Katori…N�…Appropriate…BMV…Methods…for…each…Stage…of…
Drug…Development.
2015…AAPS…Workshop… Crystal… City…VI�… BMV… on…
Biomarkers…(2015.9)

߳औయ子ɿόイΦマーカー測定に͓ける分析法όリデー
シϣンʵن制ԼόイΦアナリシスとの関連ʵɽ
第30ճ本薬物動態学会年会（2015.11）
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߳औయ子ɿICH…S3A…2�A…の状況報告ɽ
第7ճJBFシンポジウム（2016.3）

田৻Ұˎ1,2ɿヒ֯，߂߁Ѩ部，1ˎݾ田य़ˎ1,2，井上խח
トTNFR2…ࢦ性アゴニストを用いた৽نTNFR2…シグ
ナル関連分子のಉ定ɽ
本プロテΦーム学会2015年会（JHUPO第13ճ大会）

（2015.7）

ˎ1（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所
ˎ2…大ࡕ大学

Ѩ部߂߁，加藤͘Έ子，߹田幸ɿsiRNA෧入リポιー
ムの物性評価とࣗવ໔ӸԠに関する研究ɽ
第1ճੈ࣍を୲͏ए手のたΊのレギュラトリーサイエ
ンスフΥーラム（2015.9）

加藤͘Έ子，原༎樹ˎ，Ѩ部߂߁，߹田幸ɿナノ医
薬品の特性解析に͓ける査ܕプローϒݦඍڸのར用ɽ
第24ճ本όイΦイメージング学会学ज़ू会（2015.9）

ˎ…本医ྍ研究開発機ߏ

Kamada…Hˎ1,2,… Inoue…Mˎ1,…Abe…Y,…Higashisaka…Kˎ2,…
Yoshioka…Yˎ2,…Mukai…Yˎ1,…Nagano…Kˎ1,…Tsutsumi…Yˎ1,2,……
Tsunoda… Sˎ1,2�… Identification… of… adaptor… proteins…
included…in…the…TNFR2…signaling…complex.
14th…Human…Proteome…Organization…World…Congress…
(2015.9)

ˎ1……National… Institute… of…Biomedical… Innovation… and…
Nutrition

ˎ2…Osaka…University

Ѩ部߂߁，加藤͘Έ子，߹田幸ɿsiRNA෧入リポιー
ムのࣗવ໔ӸԠに関する研究ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

原༎樹ˎ，加藤͘Έ子，߹田幸ɿ原子間ྗݦඍڸに
よる液中リポιームのイメージングとບ性解析ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…本医ྍ研究開発機ߏ

加藤͘Έ子，ࡩ井ਅ理，߹田幸ɿリポタンύク࣭受༰
体を介したリポιームの細胞内औりࠐΈに関する研究ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

，௨ˎ2߁৽井，و井ଇڮ，ӜΏりˎ1，ଠ田༔Ѯ，高倉大ีࡾ
ݩ裕樹ˎ1，川崎ナナ，瀬৴ٛˎ2，ԕ藤玉夫ˎ1ɿඦ
णऀ݂ᕶタンύク࣭のN-݁߹ܕ解析ɽ
第63ճ࣭量分析総߹討論会（2015.6）

ˎ1…౦ژ健߁ण医ྍηンター
Ԡ大学ඦण総߹ηンターܚ…2ˎ

ɿ液体クロマトグラフィーو井ଇڮ �࣭量分析による߅
体医薬品のෆۉҰ性解析ɿプロηス解析工学のԠ
用ɽ
第15ճന࣭Պ学会年会（2015.6）

ۉෆ体医薬品のਝ速߅ɿLC�MSを用いたو井ଇڮ
Ұ性解析ɽ
第34ճ本࣭学会年会（2015.7）

，ਇ৴子ˎ2，1ˎ実ˎ1，山田ঘ೭ˎ1，൘ܚ٠，و井ଇڮ
ླ，本ษˎ3，野խًˎ3，ය田葉子ڮ 木ୖ雄，ೆ 出ળ幸ˎ4，…
井上ଇ子ˎ5，ޙ藤理恵子ˎ5，山ޱ建ˎ6，ਆ野文宏ˎ7，藤
田ԝˎ7，清水久夫ˎ7，ੴ井明子ɿLC�MSによる߅体医薬
品のόイΦアナリシスに関する研究ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…ຯの素（ג）
Ig-M（ג）…2ˎ
LSIメディエンス（ג）…3ˎ
島テクノリサーチ（ג）…4ˎ
ˎ5…シミックフΝーマサイエンス（ג）
化分析ηンターॅ（ג）…6ˎ
ˎ7…田薬品工業（ג）

ླ木ୖ雄，ٶ崎ͪͻΖ，多田ູ，ڮ井ଇو，ੴ井明子ɿ
FcRn和性の違いが߅体医薬品の体内分なͲに及΅
すӨڹɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

伊藤1ˎ࢘，岡फҰ郎ˎ1，௰大ีˎ1，౦哲也ˎ1，ਅ൘
એ夫ˎ2，খྛޭˎ3，瀬ल樹ˎ3，౬本࢙明ˎ4，原Ԃܠ，
ੴ井明子，川崎ナナɿ৽نえリιιーム߬素の創製
とリιιーム病ྍ࣏のԠ用ɽ
第15ճന࣭Պ学会年会シンポジウム（2015.6）

ˎ1…ಙ島大学大学Ӄ
ˎ2…ಙ島大学࣬߬ױ素研
ˎ3…業生物ݯࢿ研究所
ˎ4…高エωルギー加速ث研究機ߏ
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村和子，ੴ井明子ɿόイΦ医薬品にରする߅薬物߅体
分析に͓けるdrug…tolerance改ળに関する研究ɽ
第22ճ໔Ӹ毒性学会学ज़年会（2015.9）

Kajihara…Dˎ1,…Hirose…A,…Katori…N,…Hashii…N,…Arai…Sˎ2,…
Awatsu…Hˎ3,…Eiza…Aˎ4,…Hara…Yˎ5,…Hattori…Hˎ6,…Inoue…Tˎ7,…
Isono…Tˎ8,…Iwakura…Mˎ9,…Kasahara…Nˎ10,…Matsuda…Hˎ11,…
Murakami…Sˎ12,…Nakagawa…Tˎ13,…Okumura…Tˎ14,…Omasa…
Tˎ15,…Takuma…Sˎ8,…Terashima… Iˎ16,…Tsukahara…Mˎ13,…
Tsutsui…Mˎ17,…Yano…Tˎ18,…Kawasaki…Nˎ19,…Ishii-Watabe…A�…
Approaches…to…2uality…Risk…Management…When…Using…
Single-Use…Systems…in…the…Manufacture…of…Biologics.
Japan… Single -Use… Systems… Risk… Management…
Committee…(JSRC)…BioProcess…International…(2015.10)…

ˎ1…GEϔルスέア・ジϟύン（ג）
ˎ2…ॅ༑ϕークライト（ג）
ˎ3…本ポール（ג）
ˎ4…ੵ水成ܕ工業（ג）
ˎ5…βルトリウス・ステディム・ジϟύン（ג）
ˎ6…大本ҹ（ג）
ˎ7…MSD（ג）
ˎ8…中外製薬（ג）
߹όイΦ医薬品製ٕज़研究ੈ࣍…9ˎ

ˎ10…アステラス製薬（ג）
ˎ11…藤森工業（ג）
立製作所（ג）…12ˎ
（ג）和発߬キリンڠ…13ˎ
ˎ14…田薬品工業（ג）
ˎ15…大ࡕ大学
ˎ16…メルク（ג）ミリポアࣄ業本部
ˎ17…大本ॅ༑製薬（ג）
ˎ18…第Ұ（ג）ڞࡾ
ˎ19…ԣࢢ立大学

村和子，ਇ৴子ˎ1，ڮ本ษˎ2，森ຽ樹ˎ2，井上ଇ子ˎ3，
ԣ，4ˎر野村達，4ˎ原ཬ美ˎ3，ൟ水裕子ˎ3，中村隆
田ت৴ˎ4，ੴ井明子ɿόイΦ医薬品にରする߅薬物߅体
分析に͓けるdrug…tolerance…改ળ法に関する多機関ڞಉ
研究ɽ
第30ճ本薬物動態学会年会（2015.11）

Ig-M（ג）…1ˎ
LSIメディエンス（ג）…2ˎ
ˎ3…シミックフΝーマサイエンス（ג）
৽本Պ学（ג）…4ˎ

村和子，ٶ間ͪͮる，ੴ井明子ɿ߅薬物߅体評価に用
いΒれる各छLigand…Binding…Assayの分析ൺֱɽ
136ճ本薬学会年会（2016.3）

Harazono…A�…New…Japanese…Pharmacopoeia…General…
Test… and… General… Information… for… Glycosylation…
Analysis…of…Glycoprotein.
USP…Workshop… on… Glycosylat ion… Analysis… for…
Biopharmaceuticals…(2015.8)

原Ԃܠ，ௗ哲生ˎ1，ࣉ島༐ˎ2，ᜊ藤智ˎ2，水野保子ˎ3，
岡野清ˎ3，大庭明ˎ4，༄原ൟ5ˎ߂，田潤ˎ5，山ޱल
人ˎ6，古木健Ұ郎ˎ6，中家मҰˎ7，十࣌৻Ұ郎ˎ7，古լ
३Ұˎ8，খྛ樹ˎ8，ԣ山9ˎؽ，内山進ˎ10，ԣ山խ美ˎ10，…
クラϢヒナ・エレナˎ10，中野11ˎߊ，ୢາ正12ˎ࢙，中
子ਅ由美ˎ13，田中ೋ郎ˎ14，木吉ਅ人，ੴ井明子ɿόイ
Φ医薬品のෆ༹性ඍཻ子試験のたΊの༧උ的検討ɿ試験
の༰量化及び測定ཻ子ൣܘғについてɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…田薬品工業（ג）
ˎ2…中外製薬（ג）
ˎ3…౦レリサーチ（ג）
（ג）田製薬࣋…4ˎ
（ג）和発߬キリンڠ…5ˎ
ˎ6…アステラス製薬（ג）
島製作所（ג）…7ˎ
ˎ8…第Ұ（ג）ڞࡾ
ˎ9…（Ұ社）本݂液製剤機ߏ

Ϣー・メディコ（ג）10ˎ
ˎ11…（Ұࡒ）化݂研
ˎ12…JCRフΝーマ（ג）
ˎ13…大本ॅ༑製薬（ג）
ˎ14…Meiji…SeikaフΝルマ（ג）

Kiyoshi…M,…Jose…M.M.…Caaveiroˎ1,…Kawai…Tˎ1,…Tashiro…
Tˎ1,…Ide…Tˎ2,…Asaoka…Yˎ2,…Hatayama…Kˎ2,…Tsumoto…Kˎ1�……
Structural… basis… for… binding… of… human… IgG1… to… its…
human…receptor…FcgRI.
GEライフサイエンス発表会（2015.7）

ˎ1……౦ژ大学大学Ӄ工学系研究ՊόイΦエンジニアリン
グ専߈

ˎ2…౦ιー（ג）

木吉ਅ人，マルチωスカアϰェイロϗηマψエルˎ1，井
出ًˎ2，ே岡ٛय़ˎ2，ാ山ߞଠˎ2，ੴ井明子，本浩
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平ˎ1ɿFcЍ…Receptor…IとRituximab…IgG…Fc…とのෳ߹体
9ઢ݁থߏ解析による和性，特ҟ性創出機ߏの解明ɽ
ए手のたΊのフΝーマ・όイΦフΥーラム（2015.9）

ˎ1……౦ژ大学大学Ӄ工学系研究ՊόイΦエンジニアリン
グ専߈

ˎ2…౦ιー（ג）

Kiyoshi…M,…Jose…M.M.…Caaveiroˎ1,…Kawai…Tˎ1,…Tashiro…
Tˎ1,…Ide…Tˎ2,…Asaoka…Yˎ2,…Hatayama…Kˎ2,…Tsumoto…Kˎ1�……
Structural… basis… for… binding… of… human… IgG1… to… its…
human…receptor…FcgRI.
Gordon…Reseach…Conference…Antibody…Biology…�…
Engineering…(2016.3)

ˎ1……౦ژ大学大学Ӄ工学系研究ՊόイΦエンジニアリン
グ専߈

ˎ2…౦ιー（ג）

খྛ哲，村山Ұໜˎ1，๛島ᡏˎ1，川崎ナナˎ2，ੴ井明子ɿ
各छ߅TNF薬に͓ける有ࣄプロフΝイルのൺֱɽ
本薬剤Ӹ学会第21ճ学ज़総会（2015.11）

ˎ1…ଂ野大学薬学部
ˎ2…ԣࢢ立大学生໋医Պ学研究Պ

খྛ哲，ח田ઘˎ1，খ村純子ˎ2，๛島ᡏˎ1，ੴ井明子ɿフィ
ルグラスチムのޙଓ品とઌ行品に͓ける有ࣄの報告
ׂ߹と発ظ࣌のൺֱɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…ଂ野大学薬学部
ˎ2…医薬品医ྍ機ث総߹機ߏ安全第Ұ部

村行生ˎ1，ਢ美子ˎ2，ণ࢘，伊藤和幸ˎ3，花
ྠᆹˎ2ɿ麻ԫഏ؞細胞に͓いてHGFޙܹのMET…
endocytosis͓よびͦの分解を促進するɽ
第24ճ本がん転Ҡ学会学ज़ू会（2015.7）

ˎ1…भ大学
ˎ2…ཬ大学౦༸医学総߹研究所
ˎ3…大ࡕ立成人病ηンター

ਢ美子ˎ1，ণ࢘，大嶋浩ˎ2，ח倉浩೭，ؙ山
卓郎，袴塚高志，ఱ倉吉ষˎ3，߹田幸，花ྠᆹˎ1ɿ
エフェドリンアルカロイドআڈ麻ԫエキス（EFM）の
薬理作用と安全性ɽ

第32ճ和医薬学会学ज़大会（2015.8）

ˎ1…ཬ大学౦༸医学総߹研究所
ˎ2…国ࡍ医ྍࢱ大学薬学部
ˎ3…松山大学薬学部

中森ढ़ีˎ1，高ڮ純ˎ1，ਢ美子ˎ2，ఱ倉吉ষˎ3，
花ྠᆹˎ2，খྛٛయˎ1ɿ，袴塚高志，߹田幸，࢘ণ
Capsaicin༠発᙭௧及びFormalin༠発᙭௧にରする麻ԫ
の௧ޮՌɽ
第32ճ和医薬学会学ज़大会（2015.8）

ˎ1…ཬ大学薬学部
ˎ2…ཬ大学౦༸医学総߹研究所
ˎ3…松山大学薬学部

多田ູ，ੴ井明子ɿFcЍ受༰体発ݱレポーター細胞を
用いた߅体医薬品の品࣭評価ɽ
本薬学会第136年会シンポジウム（2016.3）

高倉美智子，多田ູ，ੴ井明子ɿFcЍ受༰体発ݱレポー
ター細胞גを用いた߅体医薬品の໔Ӹ作用༧測・評価系
の開発ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ণ࢘，多田ູ，ੴ井明子ɿEGFR…ཅ性ヒト؞細胞ג
に͓けるEGFR…発ݱ量とηπキシマϒ݁߹の૬関ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

志լ有1ˎو，村田大ีˎ1，大島祐ଠˎ1，多田ູ，ੴ井明子，
内崇ˎ2，加լ୩৳3ˎ࣏，佐藤३ˎ1ɿエフェクター機
をࣔ͞ないHinge…ࣦܽIgG…Fc…༥߹ٕज़の開発ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…౦ژ工Պ大学
ˎ2…ௗऔ大学
NRLフΝーマ（ג）…3ˎ

松田ڮ，1ˎج本༸༎ˎ1，川౦祐美ˎ1，ാ智幸ˎ1，རজ浩ˎ1，
ۙ藤ণ夫ˎ1，岡田1ˎߊۍ，多田ູ，ੴ井明子，ਂ ᖒٛˎ2，
井健1ˎ࢙，ീ木清ਔˎ1ɿClaudin…をඪ的とした創薬ج
൫ٕज़の開発ʙ claudin-4…をඪ的としたがんྍ࣏ઓུの
有ޮ性及び安全性の評価ʙɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…大ࡕ大学
ˎ2…国立感છ研究所
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ਢ美子ˎ2，山Լढ़ˎ3，大純ˎ1，中森ढ़ีˎ1，ڮ∁
嶋浩ˎ4，ؙ山卓郎，ণ࢘，ఱ倉吉ষˎ5，袴塚高
志，খ田ޱ浩ˎ2，߹田幸，花ྠᆹˎ2，খྛٛయˎ1ɿ
Formalin༠発᙭௧にରする麻ԫエキス，エフェドリンア
ルカロイドআڈ麻ԫエキス（EFE）及びエフェドリンの
௧ޮՌɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…ཬ大学薬学部
ˎ2…ཬ大学౦༸医学総߹研究所
ৗ൬২物化学研究所（ג）…3ˎ
ˎ4…国ࡍ医ྍࢱ大学薬学部
ˎ5…松山大学薬学部

ɿLC�MSによるόイΦ医薬品の品࣭評価及びو井ଇڮ
όイΦアナリシスɽ
第22ճクロマトグラフィーシンポジウム（2015.5）

ɿ液体クロマトグラフィーو井ଇڮ �࣭量分析によるό
イΦ医薬品のόイΦアナリシスɽ
第63ճ࣭量分析総߹討論会（2015.6）

ੴ井明子ɿ߅体医薬品開発の進లとがんྍ࣏に͓けるظ
ɽ
第25ճ医ྍ薬学会年会シンポジウム（2015.11）

ੴ井明子ɿόイΦ医薬品の໔Ӹ原性ɽ
第35ճ動物細胞工学会シンポジウム　όイΦ医薬品の物
性と໔Ӹ原性（2016.1）

河村麻衣子，花尻（木倉）瑠理，佐藤ଠˎ，袴塚高志ɿ
LC-2-TOF-MSを用いた生体試ྉ中ݥةドラッグ成分の
スクリーニング法の検討ɽ
本法中毒学会第34年会（2015.6）

ˎ…本ウΥーターζ（ג）

工藤恵子ˎ，ӓݩ༸介ˎ，花尻（木倉）瑠理，௰জ子ˎ，…
田య昭ˎɿݥةドラッグによる中毒ྫࣄࢮに͓け
る，݂液͓よび中4-methoxy…PV8，PV9，4-methoxy…
PV9，diphenidineのಉ࣌分析ɽ
本法中毒学会第34年会（2015.6）

ˎ…भ大学医学部

内山奈穂子，花尻（木倉）瑠理，袴塚高志ɿ؆қ薬物ス
クリーニングキットを用いたݥةドラッグ成分のࣝ別法

の検討ɽ
本法中毒学会第34年会（2015.6）

Uchiyama… N, … Aritake… Kˎ, … Kikura-Hanaj ir i … R ,…
Hakamatsuka…T,…Urade…Yˎ�…E⒎ects…of…recently-emerged…
synthetic…cannabinoids…on…locomotor…activity…in…mice.
TIAFT…2015…(2015.8)

ˎ…ஜ大学国ࡍ౷߹ਭ医Պ学研究機ߏ

Kikura-Hanajiri… R,… Uchiyama…N,…Hakamatsuka…T�…
Evaluation… of… the… binding… affinities… of… 54… newly-
emerged…Synthetic… cannabinoids…at… the…cannabinoid…
CB1…and…CB2…Receptors.
TIAFT…2015…(2015.8)

ງ井प文ˎ，খࠑ木明ˎ，高ڮ隆ೋˎ，ח倉浩೭，袴塚高志，
߹田幸ɿീຯԫؙエキス製剤及び౬剤のಉ等性に関
する研究ɽ
第32ճ和医薬学会学ज़大会（2015.8）

ˎ…クラシエ製薬（ג）方研究所

大嶋浩ˎ1，ਢ美子ˎ2，ণח，࢘倉浩೭，ؙ山
卓郎，袴塚高志，ఱ倉吉ষˎ3，߹田幸，花ྠᆹˎ2ɿ
エフェドリンアルカロイドআڈ麻ԫエキス…(EFM)…の製
法と活性成分…herbacetin…の含量ɽ
第32ճ和医薬学会学ज़大会（2015.8）

ˎ1…国ࡍ医ྍࢱ大学薬学部
ˎ2…ཬ大学౦༸医学研究所
ˎ3…松山大学薬学部

大嶋浩ˎ1，政田͞か，ླ木隆ଠ，ീ木，松藤2ˎ，
Ӭ恵美，高ڮ๛ˎ3，作1,2ˎ߂，ᬑক人ˎ4，原正
袴，൧田मˎ5，川原৴夫ˎ5，ؙ山卓郎，߹田幸，4ˎ࣏
塚高志ɿチェストπリーのマンέイシにରする特的な
৽ن成分のಉ定ɽ
本生薬学会第62ճ年会（2015.9）

ˎ1…国ࡍ医ྍࢱ大学薬学部
ˎ2…本大学薬学部
ˎ3…エムエス・ιリューシϣンζ（ג）
本大学薬学部۽…4ˎ
ˎ5……（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所薬用২物ݯࢿ研

究ηンター
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作1,2ˎ߂，政田͞か，大嶋浩ˎ1，ླ 木隆ଠ，ീ木，
松藤2ˎ，Ӭ恵美，高ڮ๛ˎ3，ᬑক人ˎ4，原正4ˎ࣏，
൧田मˎ5，川原৴夫ˎ5，ؙ山卓郎，߹田幸，袴塚高志ɿ
マンέイシのチェストπリーにରする特的な成分のಉ
定ɽ
本生薬学会第62ճ年会（2015.9）

ˎ1…国ࡍ医ྍࢱ大学薬学部
ˎ2…本大学薬学部
ˎ3…エムエス・ιリューシϣンζ（ג）
本大学薬学部۽…4ˎ
ˎ5……（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所薬用২物ݯࢿ研

究ηンター

河野ಙ昭ˎ，内山奈穂子，花尻（木倉）瑠理，ླ 木ल幸ˎ，…
吉松嘉ˎ，川原৴夫ˎɿέシଐ২物のཏ的な発ݱ遺
伝子報をར用したؑ別法の開発ɽ
本生薬学会第62ճ年会（2015.9）

ˎ……（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所薬用২物ݯࢿ研
究ηンター

成1ˎڿ，༶Ӭ平ˎ1，ଙ1ˎߤ，山࿏߂樹ˎ2，࢘അਅԝˎ2，
中村理恵ˎ2，ڮ本和ଇˎ2，田म2ˎݾ，༶ৼ3ˎڵ，᪅ˎ3，…
ཱུ౭ˎ3，ཥੈ玉ˎ3，ؙ山卓郎，袴塚高志，߹田幸ɿチ
クジϣ本ྲྀ௨品のج原২物調査及び含有成分に͓ける
中国・本産ྨの多༷性ɽ
本生薬学会第62ճ年会（2015.9）

ˎ1…中国Պ学Ӄࠛ明২物研究所
ˎ2…πムラ（ג）
ˎ3…ਂ㡕村薬業有ݶ公࢘

大塚ཨཬˎ，関ޱঘ߳ˎ，平ᖒ祐介ˎ，内山奈穂子，߹田
幸，森田ത࢙ˎɿ2…छのヒカゲノカζラՊ২物に含·
れるアルカロイドの成分研究ɽ
本生薬学会第62ճ年会（2015.9）

ˎ…薬Պ大学

ு䌢Ղˎ，Nugroho…AEˎ，平ᖒ祐介ˎ，内山奈穂子，袴
塚高志，ۚ田ར夫ˎ，森田ത࢙ˎɿキϣウチクトウՊ
Leuconotis　gri⒏thiiより単した৽نアルカロイドの
ɽߏ
本生薬学会第62ճ年会（2015.9）

ˎ…薬Պ大学

㤟本ࣿཬˎ，∁ਢᠳ志郎ˎ，河村麻衣子，花尻（木倉）瑠理，
લڮ恭子ˎ，ؠ१公ˎɿ݂液中かΒݥةドラッグ成分
が検出͞れ，高度ף動຺ࡥڱを認Ίたए年உ性2ྫɽ
本法医学会第84ճ学ज़関౦方ू会（2015.10）

ˎ…౦࣊ژ恵会医Պ大学

岡千Ղˎ1，品川明ˎ2，細ߐ潤子，袴塚高志，ᖛ田（佐藤）
奈保子ˎ3，良Ӭ裕子ˎ4ɿ産のҟなるཆ৩マガキのຯ認
ࣝ装置によるఄຯ分析ɽ
本食生活学会第51ճ大会（2015.11）

大学食物ӫཆՊظ൘ঁ子ށ…1ˎ
ˎ2…学शӃঁ子大学国ࡍ文化ަྲྀ学部
ˎ3…౦ژւ༸大学大学Ӄւ༸Պ学ٕज़研究Պ
ˎ4…麻大学生໋・ڥՊ学部

，ઙ間宏志ˎ1，田幸恵，ؙ山卓郎，袴塚高志，߹田幸ۿ
山本๛ˎ2ɿPCR法による生薬アキϣウのج原動物छؑ別ɽ
第44ճ生薬分析シンポジウム（2015.11）

薬ウチμ和（ג）…1ˎ
ಢ本ఱւಊ（ג）…2ˎ

政田͞か，∁ڮ๛ˎ，߹田幸，袴塚高志ɿϒドウ
葉ந出エキス由来製品の成分分析ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

ˎ…エムエス・ιリューシϣンζ（ג）

内山奈穂子，花尻（木倉）瑠理，ઙ川和宏ˎ，堤泰ˎ，
袴塚高志ɿ平成26年ʙ 27年度৽ྲྀن௨ݥةドラッグ成
分のಉ定ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

ˎ…ಙ島ݝ立保健製薬ڥηンター

河村麻衣子，内山奈穂子，花尻（木倉）瑠理，袴塚高志ɿ
平成26年度ݥةドラッグ製品の全国ങい上͛調査につい
てɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

最所和宏，花尻（木倉）瑠理，߹田幸ɿ平成26年度ແ
ঝ認ແڐՄ医薬品のങい上͛調査についてʕ強用健߁
食品等ʕɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）
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緒方潤，花尻（木倉）瑠理，袴塚高志ɿDNA報を用
いた֮ݬ性২物のؑ定ྫࣄɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

内山奈穂子，有浩介ˎ，マリシェフサカϠ…Φリガˎ，
ཪ出良തˎɿリポカリンܕプロスタグランジンD߹成߬
素遺伝子ܽଛマウスのࣗ発行動及びに及΅すカンナ
Ϗノイドの作用ɽ
第38ճ分子生物学会年会・第88ճ生化学会大会߹ಉ大会…
BMB…2015…(2015.12)

ˎ…ஜ大学国ࡍ౷߹ਭ医Պ学研究機ߏ

Masada…S,…Oshima…N,…Yahagi…Tˎ1,…Suzuki…R,…Takahashi…
Yˎ2,…Matsufuji…Yˎ3,…Watanabe…Mˎ4,…Yahara…Sˎ4,…Iida…Oˎ5,……
Kawahara…Nˎ5,…Maruyama…T,…Goda…Y,…Hakamatsuka…
T�… Identification…of…marker…compounds… to…distinguish…
herbal…medicines… originating… from…different…Vitex…
species.
PacifiChem…2015…(2015.12)

ˎ1…国ࡍ医ྍࢱ大学薬学部
ˎ2…エムエス・ιリューシϣンζ（ג）
ˎ3…本大学生物ݯࢿ学部
本大学薬学部۽…4ˎ
ˎ5……（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所薬用২物ݯࢿ研

究ηンター

内山奈穂子，花尻（木倉）瑠理，袴塚高志ɿ؆қ薬物ス
クリーニングキットを用いたݥةドラッグ成分のࣝ別法
の検討（3）
第30ճ本中毒学会ŋ౦本方会（2016.1）

多田ඦ花ˎ1，খ島ས花ˎ1，Ӭ田久美子ˎ1，坂ਅีˎ1，
政田͞か，袴塚高志，本間ਅ人ˎ2，充ˎ1ɿ方
処方のՊ学的解析（第14報）各छ߹処方に͓ける
グリチルリチン酸含有量なΒびにͦのந出ޮについ
てɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…名大学薬学部
ˎ2…ஜ大学附ଐ病Ӄ

吉ଠҰ，ޙ藤༎ే，袴塚高志，ؙ山卓郎，大嶋浩ˎ1，…
中森ढ़ีˎ2，খྛٛయˎ2，安食ࡊ穂子ˎ3，ਿ村3ˎ࢘߁，
ᔹ野裕೭ˎ3，൧田मˎ3，川原৴夫ˎ3，ਆ野ಁ人ˎ4，߳川
૱子ˎ5，एࡊ大6ˎޛɿLC-HRMS…データによるシϣウキϣ

ウ及びカンキϣウのTRPV1ො活活性༧測Ϟデルࣜにつ
いてɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…国ࡍ医ྍࢱ大学薬学部
ˎ2…ཬ大学薬学部
ˎ3……（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所薬用২物ݯࢿ研

究ηンター
ˎ4…名大学薬学部
ˎ5…ԣ薬Պ大学
ˎ6…薬Պ大学

政田͞か，袴塚高志，ؙ山卓郎，河野ಙ昭ˎ1，ᔹ野
裕೭ˎ1，川原৴夫ˎ1，ग㡳ˎ2，খ松かつ子ˎ2，山本๛ˎ3，…
ԣ倉Ӂ夫ˎ4，山࿏߂樹ˎ5，中井༸Ұ郎ˎ5，৽井玲子ˎ6，
川崎志ˎ6，ۙ藤7ˎࡾɿ遺伝子報をར用したϘウフ
ウの純度試験法の検討ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1……（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所薬用২物ݯࢿ研
究ηンター

ˎ2…富山大学和医薬学総߹研究所
ಢ本ఱւಊ（ג）…3ˎ
ˎ4…本ค薬品（ג）
ˎ5…πムラ（ג）
薬ウチμ和（ג）…6ˎ
ˎ7…খଠ郎方製薬（ג）

吉ଠҰ，ؙ山卓郎，ߐ崎正美ˎ1，河野ಙ昭ˎ1，ᔹ野裕
೭ˎ1，川原৴夫ˎ1，ग㡳ˎ2，খ松かつ子ˎ2，山本๛ˎ3，
ԣ倉Ӂ夫ˎ4ɿᮺলपล産Ϙウフウ及びྨࣅ生薬のج原
と成分についてɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1……（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所薬用২物ݯࢿ研
究ηンター

ˎ2…富山大学和医薬学総߹研究所
ಢ本ఱւಊ（ג）…3ˎ
ˎ4…本ค薬品（ג）

吉ଠҰ，ࡏ間Ұক，内山奈穂子，ؙ山卓郎，߹田幸，
袴塚高志，川原৴夫ˎ1，吉田խ昭ˎ2，ۙ藤2ˎࡾ，秋葉
लҰ郎ˎ2，ઙ間宏志ˎ2，ԣ倉Ӂ夫ˎ2，五島隆志ˎ2，山Ӝ
高夫ˎ2，高تڮ久美ˎ2，富塚߂೭ˎ2，佐ʑ木തˎ2，ਆ本
敏3ˎ߂，山࿏߂樹ˎ3，٠祐Ұˎ3，山本๛ˎ4，嶋田߁உˎ4ɿ
TLCを用いたチクϤウの確認及び純度試験のઃ定とͦの
ඪ成分のಉ定ɽࢦ
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本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1……（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所薬用২物ݯࢿ研
究ηンター

ˎ2…本方生薬製剤ڠ会
ˎ3…（公社）౦ژ生薬ڠ会
ˎ4…本生薬連߹会

加部྄ˎ1，平倉Ұ1ˎ߂，ਆ本敏1ˎ߂，五十嵐༃ˎ1，٠
祐Ұˎ1，高ඌ正樹ˎ1，ᖛޱ隆ˎ1，ॾ田隆ˎ1，川原৴夫ˎ2，…
袴塚高志，߹田幸，木内文೭ˎ3ɿʮ根౬加川キュウ
ਏҔエキスʯのシンイ確認試験成分のߏɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

πムラ（ג）…1ˎ
ˎ2……（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所薬用২物ݯࢿ研

究ηンター
Ԡٛक़大学薬学部ܚ…3ˎ

佐藤（૿本）子，坂上祐߳ˎ，߹田幸，袴塚高志ɿ
৽ن方処方の品࣭֨نに関するૅج的検討（17）Ն
に含有͞れる߅Ԍ性サイトカインIL-10の発ݱ༠ಋ活
性成分についてɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…౦ژ理Պ大学薬学部

内山奈穂子，有浩介ˎ，花尻（木倉）瑠理，ཪ出良തˎ，
袴塚高志ɿݥةドラッグ製品よりマイナー成分として検
出͞れた৽ن化߹物のಉ定及びマウスࣗ発ӡ動量に及΅
す作用についてɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…ஜ大学国ࡍ౷߹ਭ医Պ学研究機ߏ

方エキスɿ潤子，袴塚高志，߹田幸ߐ倉浩೭，細ח
中の水銀，ヒ素，鉛及びカドミウムについて（第2報）ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

田中理恵，河村麻衣子，花尻（木倉）瑠理，袴塚高志ɿ
ドラッグのDART-Orbitrap…MSを用いたਝ速スクݥة
リーニング法の検討ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

河村麻衣子，花尻（木倉）瑠理，袴塚高志ɿイΦンϞϏ
リティー࣭量分析による生体試ྉ中のݥةドラッグ成分
スクリーニング分析法の検討ɽ

本薬学会第136年会（2016.3）

Sawada…R,…Kono…K,…Hiruma…H,…Sato…Y,…Niimi…S�…E⒎ects…
of…synthetic…high…polymers…used…as…materials…of…blood-
contacting…medical… devices… on… the…gene… expression…
profiles…of…human…mesenchymal…stem…cells…and…human…
monocytic…leukemia…cells.
International… Society… for… Stem…Cell…Research… 2015…
(2015.6)

Kono…K,…Sawada…R,… Sato…Y�…Association… of…LINE-1s…
expression…with… differentiation… potential… of… human…
mesenchymal…stem…cells.
International… Society… for… Stem…Cell…Research… 2015…
(2015.6)

遊佐敬介，લ田༸ॿˎ，佐藤ཅ࣏，苑宇哲ɿRNA-Seqに
よるカリシウイルス感છヒト細胞内Ͱのウイルスෳ製્
メカニζムの解析ɽ
第4ճNGSݱの会（2015.7）

本大学۽…ˎ

苑宇哲，લ田༸ॿˎ，佐藤ཅ࣏，遊佐敬介ɿόイΦ医薬
品製用細胞が産生する内ࡏ性レトロウイルスの解析ɽ
第4ճNGSݱの会（2015.7）

本大学۽…ˎ

Yusa…K,…Maeda…Yˎ,…Sato…Y,…Yuan…Y�…Human…cells…are…
protected… from… feline… calicivirus… replication…by…host…
factor(s).
第63ճ本ウイルス学会学ज़ू会（2015.11）

本大学۽…ˎ

Yuan…Y,…Maeda…Yˎ,…Sato…Y,…Yusa…K�…Novel…endogenous…
retroviruses… responsible… for… virus-like… particles…
generated…from…CHO…cells.
第63ճ本ウイルス学会学ज़ू会（2015.11）

本大学۽…ˎ

ᖒ田ཹ美，河野健，ൺཹ間ಏ，田中ݡˎ，৽ޗ৳ݟ，佐
藤ཅ࣏ɿ医用ࡐྉの内ൽ化に関するin…vitro…評価に͓け
る৽نෆࢮ化ヒト݂内ൽ細胞גの有用性ɽ
第37ճ本όイΦマテリアル学会大会（2015.11）
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ˎ…भ大学ઌಋ物࣭化学研究所

Kusakawa… S,…Yasuda… S,…Kuroda…T,…Kawamata… Sˎ,…
Sato…Y�…Digital…analysis…of…soft…agar…colony… formation…
for…highly…sensitive…detection…of… tumorigenic…cellular…
impurities… in… human… cell-processed… therapeutic…
products.
World…Stem…Cell…Summit…15…(2015.12)

ˎ…ઌ医ྍৼஂࡒڵ

Kuroda… T,… Yasuda… S,…Matsuyama… S,… Takada… N,…
Nakashima…H,…Kusakawa…S,…Umezawa…Aˎ1,…Matsuyama…
Aˎ2,…Kawamata…Sˎ3,…Sato…Y�…Simple… in…vitro…method…
for…detection…of… immortalized…cells… in…human…retinal…
pigment…epithelial…cells.
World…Stem…Cell…Summit…15…(2015.12)

ˎ1…国立成ҭ医ྍ研究ηンター
ˎ2…（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所
ˎ3…ઌ医ྍৼஂࡒڵ

佐藤ཅ࣏ɿ࠶生医ྍ等製品（細胞加工製品）の実用化の
たΊのレギュラトリーサイエンスɽ
第89ճ本薬理学会年会（2016.3）

佐藤ཅ࣏ɿヒト細胞加工製品実用化に͓けるՊ学的課題
とͦれΒに関するコンηンサスͮ͘りɽ
第15ճ本࠶生医ྍ学会総会（2016.3）

佐藤ཅ࣏ɿヒト細胞加工製品のजᙾ性のリスクとϋ
βードとෆ報ɽ
第15ճ本࠶生医ྍ学会総会（2016.3）

，行ܒ田也，安田智，松山͞と子，高田のͧΈ，中島ࠇ
川森士，梅ᖒ明1ˎ߂，松山2ˎ࢙ߊ，川ਅ田৳ˎ3，佐藤
ཅ࣏ɿヒトiPS細胞由来ບ色素上ൽ細胞中にࠞ入する
ෆࢮ化細胞検出法の開発とͦの性評価ɽ
第15ճ本࠶生医ྍ学会総会（2016.3）

ˎ1…国立成ҭ医ྍ研究ηンター
ˎ2…（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所
ˎ3…ઌ医ྍৼஂࡒڵ

伊౦絵子ˎ，ٶ川ൟˎ，ቇ五݄ˎ，ᜊ藤充߂ˎ，河村
Ѫˎ，田ਅפ，ˎق川Ԇ子ˎ，塩崎ݩ子ˎ，伊岡߂子ˎ，

খ田紀子ˎ，佐藤ཅ࣏，ᖒ๕樹ˎɿヒトiPS細胞由来心筋
細胞Ҡ২に͓ける安全性評価システムの確立ɽ
第15ճ本࠶生医ྍ学会総会（2016.3）

ˎ…大ࡕ大学

川森士，安田智，ࠇ田也，川ਅ田৳ˎ，佐藤ཅ࣏ɿ
デジタルೈפఱコロニーܗ成試験をར用した࠶生医ྍ製
品の品࣭評価ɽ
第15ճ本࠶生医ྍ学会総会（2016.3）

ˎ…ઌ医ྍৼஂࡒڵ

河野健，ᖒ田ཹ美，佐藤ཅ࣏ɿヒト間葉系װ細胞に͓け
る細胞分化とレトロトランスポκンLINE-1発ݱ量の関
についてɽ
第15ճ本࠶生医ྍ学会総会（2016.3）

内田恵理子，水ᖒࠨ衛子ˎ1，岡田ٛ昭ˎ1,2，օ木隆உˎ3，
高倉明子ˎ4，内田ໜ4ˎ࣏，古田ཬՂˎ5，松倉ಓˎ5，坂
田ल勝ˎ6，松ྛܓೋˎ6，山ޱরӳɿ݂液製剤のウイルス
安全性確保ɿύルϘウイルスB19…DNAࢀরύωルの樹
立に関するڞಉ研究ɽ
第63ճ本༌݂・細胞ྍ࣏学会総会（2015.5）

ˎ1…国立感છ研究所
ˎ2…࡛玉医Պ大学
ˎ3…本݂液製剤機ߏ
ˎ4…本十ࣈ社݂液ࣄ業本部中ԝ݂液研究所
ˎ5…本十ࣈ社ۙـϒロック݂液ηンター
ˎ6…本十ࣈ社ւಓϒロック݂液ηンター

水ᖒࠨ衛子ˎ1，མ߹խ樹ˎ1，内田ໜ2ˎ࣏，高倉明子ˎ2，
内田恵理子，山ޱরӳ，1ˎޭޱ，岡田ٛ昭ˎ3ɿύルϘ
ウイルスB19国内ඪ४品作製のたΊのڞಉ研究ɽ
第63ճ本༌݂・細胞ྍ࣏学会総会（2015.5）

ˎ1…国立感છ研究所
ˎ2…本十ࣈ社݂液ࣄ業本部中ԝ݂液研究所
ˎ3…࡛玉医Պ大学

大岡৳௨，部隆行，内藤װɿTACC3分解༠ಋ剤に
よるがん細胞のϢϏキチン関連ࢮɽ
第19ճ本がん分子ඪ的ྍ࣏学会学ज़ू会（2015.6）

吉田ಙ幸，内藤雄樹ˎ1，佐ʑ木美，内田恵理子，খൺ
լ૱ˎ2，佐藤ཅ࣏，内藤װ，井上و雄ɿGapmerܕア
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ンチηンスによる૬ิ݁߹ґଘ的ΦフターゲットޮՌの
安全性評価に関する研究ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6ŋ7）

ˎ1…ライフサイエンス౷߹データϕースηンター
ˎ2…大ࡕ大学大学Ӄ薬学研究Պ

部隆行，高ڮ美ൕˎ1，名༐ˎ2，大ڮѪ美ˎ3，୴৻3ˎޗ，
川ت1ˎ，内藤װɿプロテアιーム્による志
լ毒素༠ಋ性細胞ࢮの制ɽ
第19ճ出݂性大ە感છ研究会（2015.7）

ˎ1…ಉ志社大学生໋医Պ学部
ˎ2…౦ژ理Պ大学理学部
ˎ3…がん研究所がん化学ྍ法ηンター

Yamaguchi…Tˎ,…Uchida…E�…Revision…of… Japanese…gene…
therapy…guidelines.
第21ճ遺伝子ྍ࣏学会学ज़ू会（2015.7）

ˎ…本薬Պ大学

Igarashi…Yˎ,…Uchiyama…Tˎ,…Uchida…E,…Onodera…Mˎ�…
Reguratory…science…of…viral…vector…for…gene…therapy.
第21ճ遺伝子ྍ࣏学会学ज़ू会（2015.7）

ˎ…国立成ҭ医ྍ研究ηンター

吉田ಙ幸，内藤雄樹ˎ1，佐ʑ木美，内田恵理子，খൺ
լ૱ˎ2，佐藤ཅ࣏，内藤װ，井上و雄ɿGapmerܕア
ンチηンスによる૬ิ݁߹ґଘ的ΦフターゲットޮՌの
安全性評価法の確立にけたج൫研究ɽ
第7ճ本RNAi研究会（2015.8）

ˎ1…ライフサイエンス౷߹データϕースηンター
ˎ2…大ࡕ大学大学Ӄ薬学研究Պ

吉田ಙ幸，内藤雄樹ˎ1，佐ʑ木美，内田恵理子，খൺ
լ૱ˎ2，佐藤ཅ࣏，内藤װ，井上و雄ɿアンチηンス
医薬品のΦフターゲットޮՌの安全性評価に関する研
究ɽ
第9ճόイΦ関連化学シンポジウム（2015.9）

ˎ1…ライフサイエンス౷߹データϕースηンター
ˎ2…大ࡕ大学大学Ӄ薬学研究Պ

佐ʑ木美，吉田ಙ幸，内田恵理子，内藤װ，佐藤ཅ

の解析ɽߏ雄ɿ֩酸医薬品の細胞内༌ૹ機و井上，࣏
第9ճόイΦ関連化学シンポジウム（2015.9）

Suzuki… T�… Regulatory… issues… on… the… companion…
diagnostics…in…Japan.
3rd…International…Conference…on…Predictive,…Preventive…
and…Personalized…Medicine…�…Molecular…Diagnostics…
(2015.9)

Suzuki…T,…Suresh…T�…Protein…adductome…analysis… for…
human…exposure…monitoring…with…environmental…and…
endogenous…mutagens.
14th…Human…Proteome…Organization…World…Congress…
(2015.9)

ࣲ田ࣝ人，大岡৳௨，ݖ藤༸Ұˎ，内藤װɿऴࢭコド
ンリードスルーมҟによるന࣭のϢϏキチン-プロテ
アιームґଘ的な分解͋るछの遺伝性࣬ױの原Ҽとな
りえるɽ
第74ճ本؞学会学ज़総会（2015.10）

ˎ…（ಠ）理化学研究所όイΦリιースηンター

大岡৳௨，ࣲ田ࣝ人，部隆行，内藤װɿTACC3分
解༠ಋ剤によるがん細胞のϢϏキチン関連ࢮɽ
第74ճ本؞学会学ज़総会（2015.10）

Suzuki… T�… Urinary… proteome… analysis… for… toxic…
biomarker…of…aristolochic…acid.
The…2015…Shanghai…International…Symposium…on…Herbal…
Safety…(2015.10)

Yamamoto…Sˎ1,…Hagihara…Tˎ1,…Yoshida…T,…Sasaki…K,…
Naito…M,…Obika…Sˎ2,…Uemura…Hˎ1,…Inoue…T�…Evaluation…of…
innate…immune…activity…of…Antisense…Oligonucleotides.
11th… Annual … Meet ing… of … the… Ol igonucleot ide…
Therapeutics…Society…(2015.10)

ˎ1…ැ܂薬品工業（ג）
ˎ2…大ࡕ大学大学Ӄ薬学研究Պ

内藤װɿ病原性タンύク࣭を分解するSNIPER化߹物
の開発ɽ
第33ճ メ デ ィ シ ナ ル έ ミ ス ト リ ー シ ン ポ ジ ウ ム

（2015.11）

ླ木ণ，߱ض千ዳ，スレッシュ・ティルύッティ，ӏ
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シークエンサーをੈ࣍明子，山田խາ，本間正充ɿࣂ
ったಥવมҟの検出ɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

ླ，千ዳ，スレッシュ・ティルύッティ，本間正充ض߱
木ণɿੈ࣍シーέンサーによる全ゲノム解析を用い
たヒト細胞のSNP୳索とゲノムߏม化の解析ɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

吉田ಙ幸，内藤雄樹ˎ1，佐ʑ木美，内田恵理子，খൺ
լ૱ˎ2，佐藤ཅ࣏，内藤װ，井上و雄ɿGapmerܕア
ンチηンスによる૬ิ݁߹ґଘ的ΦフターゲットޮՌの
安全性評価手法ߏஙにけたج൫研究ɽ
本֩酸医薬学会第1ճ年会（2015.11）

ˎ1…ライフサイエンス౷߹データϕースηンター
ˎ2…大ࡕ大学大学Ӄ薬学研究Պ

佐ʑ木美，吉田ಙ幸，内田恵理子，内藤װ，佐藤ཅ࣏，
井上و雄ɿΦリゴ֩酸の細胞内動態に関する分子の୳索ɽ
本֩酸医薬学会第1ճ年会（2015.11）

山本1ˎ࢘，ഡ原ऺ子ˎ1，吉田ಙ幸，佐ʑ木美，൧村
৴ˎ2，খઘˎ2，内藤װ，খൺլ૱ˎ3，২村ӳढ़ˎ1，
井上و雄ɿGapmerܕアンチηンスによるࣗવ໔Ӹ活性
化の評価に関する研究ɽ
本֩酸医薬学会第1ճ年会（2015.11）

ˎ1…ැ܂薬品工業（ג）
ˎ2…第Ұ（ג）ڞࡾ
ˎ3…大ࡕ大学大学Ӄ薬学研究Պ

ഡ原ऺ子ˎ1，山本1ˎ࢘，吉田ಙ幸，佐ʑ木美，൧村
৴ˎ2，খઘˎ2，内藤װ，খൺլ૱ˎ3，২村ӳढ़ˎ1，
井上و雄ɿスプライシング制御ܕアンチηンスによって
引͖͜͞ىれるࣗવ໔Ӹ活性化の評価に関する研究ɽ
本֩酸医薬学会第1ճ年会（2015.11）

ˎ1…ැ܂薬品工業（ג）
ˎ2…第Ұ（ג）ڞࡾ
ˎ3…大ࡕ大学大学Ӄ薬学研究Պ

大岡৳௨，Ӭ井ࠀయˎ，部隆行，ࣲ田ࣝ人，ల生ˎ，
内藤װɿϢϏキチン化༠ಋ剤によって͜ىるϢϏキチ
ン関連ࢮの解明ɽ
第38ճ分子生物学会年会・第88ճ生化学会大会߹ಉ大会

（BMB2015）（2015.12）

ˎ…田薬品工業（ג）

部隆行，高ڮ美ൕˎ1，名༐ˎ2，大ڮѪ美ˎ3，୴৻3ˎޗ，
川ت1ˎ，内藤װɿプロテアιーム્による志
լ毒素༠ಋ性細胞ࢮの制ɽ
第38ճ分子生物学会年会・第88ճ生化学会大会߹ಉ大会

（BMB2015）（2015.12）

ˎ1…ಉ志社大学生໋医Պ学部
ˎ2…౦ژ理Պ大学理学部
ˎ3…がん研究所がん化学ྍ法ηンター

Ԟ井文ˎ，ງ内行ˎ，山本࢘ˎ，ഡ原ऺ子ˎ，吉田ಙ幸，
井上و雄，২村ӳढ़ˎ，松久明生ˎɿ中ٿのNETsݱ
にணした֩酸医薬の安全性評価ɽ
第38ճ分子生物学会年会・第88ճ生化学会大会߹ಉ大会

（BMB2015）（2015.12）

ˎ…ැ܂薬品工業（ג）

山本࢘ˎ，ഡ原ऺ子ˎ，ງ内行ˎ，Ԟ井文ˎ，和ਔᠳ
ଠ郎ˎ，吉田ಙ幸，井上و雄，田中亜紀ˎ，松久明生ˎ，
ኍ瀬๛ˎ，大۽๕明ˎɿCpGΦリゴ֩酸によるTLR9を介
した転写制御機ߏの解析ɽ
第38ճ分子生物学会年会・第88ճ生化学会大会߹ಉ大会

（BMB2015）（2015.12）

ˎ…ැ܂薬品工業（ג）

Naito…M�…Protein…knockdown…by…SNIPER…compounds,…
inducers…for…target…protein-selective…degradation.
The…20th…JFCR-ISCC（2015.12）

ླ木ণɿコンύニΦンஅ薬開発のݱ状と課題に関す
るアンέート調査の֓ཁɽ
本遺伝子ྍ学会遺伝子அ・検査ٕज़ਪ進フΥーラ
ム公開シンポジウム2015（2015.12）

Naito…M,…Hattori…T,…Ohoka…N,… Shibata…N,… Shoda…T,…
Demizu…Y,…Kurihara…M�…Protein…knockdown…by…SNIPER…
compounds�…Application…for…basic…research…and…cancer…
therapy.
Tenth…AACR-JCA…Joint…Conference（2016.2）

内藤װ（理ɿ大岡৳௨）ɿΦフターゲットޮՌの評
価法ߏஙɽ
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平成27年度本医ྍ研究開発機ߏ研究අ創薬ج൫ਪ進研
究ࣄ業研究成Ռ発表会（2016.2）

吉田ಙ幸ɿ֩酸医薬品の安全性確保のたΊの評価ٕज़開
発ɽ
平成27年度本医ྍ研究開発機ߏ研究අ創薬ج൫ਪ進研
究ࣄ業研究成Ռ発表会（2016.2）

内田恵理子ɿʮ遺伝子ྍ࣏用医薬品の品࣭及び安全性の
確保に関するࢦʯの改正ɽ
όイΦロジクスフΥーラム第13ճ学ज़ू会（2016.2）

吉田ಙ幸，佐ʑ木美，内藤雄樹ˎ1，൧村৴ˎ2，খઘˎ2，
多լ୩ޫ༸ˎ3，高֞和3ˎ࢙，খൺլ૱ˎ4，内藤װ，井
上و雄ɿスプライシング制御ܕアンチηンスのΦフター
ゲットޮՌの評価に関する研究ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…ライフサイエンス౷߹データϕースηンター
ˎ2…第Ұ（ג）ڞࡾ
ˎ3…本৽薬（ג）
ˎ4…大ࡕ大学大学Ӄ薬学研究Պ

佐ʑ木美，吉田ಙ幸，内田恵理子，内藤װ，佐藤ཅ
雄ɿアンチηンス֩酸の細胞内وখൺլ૱ˎ，井上，࣏
動態に関連する分子の୳索ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…大ࡕ大学大学Ӄ薬学研究Պ

ഡ原ऺ子ˎ1，山本1ˎ࢘，吉田ಙ幸，佐ʑ木美，൧村
৴ˎ2，খઘˎ2，内藤װ，খൺլ૱ˎ3，২村ӳढ़ˎ1，
井上و雄ɿMixmerܕアンチηンスのToll༷受༰体を介
したࣗવ໔Ӹ活性化に関する研究ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…ැ܂薬品工業（ג）
ˎ2…第Ұ（ג）ڞࡾ
ˎ3…大ࡕ大学大学Ӄ薬学研究Պ

山本1ˎ࢘，ഡ原ऺ子ˎ1，吉田ಙ幸，佐ʑ木美，൧村
৴ˎ2，খઘˎ2，内藤װ，খൺլ૱ˎ3，২村ӳढ़ˎ1，
井上و雄ɿGapmerܕアンチηンスによるTLR9を介し
たࣗવ໔Ӹ活性化の評価ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…ැ܂薬品工業（ג）

ˎ2…第Ұ（ג）ڞࡾ
ˎ3…大ࡕ大学大学Ӄ薬学研究Պ

ࣲ田ࣝ人，大岡৳௨，部隆行，ڮ井ଇو，斎藤ਉ雄ˎ，…
ۙ藤恭ޫˎ，ੴ井明子，田裕೭ˎ，内藤װɿBCR-
ABLのന࣭分解༠ಋ剤開発をࢦしたBCR-ABL݁߹
化߹物の୳索ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…理化学研究所

大岡৳௨，伊౦ণ宏ˎ1，Ԟ平ܡҰ郎ˎ2，Ӭ井ࠀయˎ1，ࣲ
田ࣝ人，部隆行，ల生ˎ1，内藤װɿϢϏキチン・
プロテアιームܦ࿏をར用したプロテインノックμウン
化߹物の開発ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…田薬品工業（ג）
ˎ2…ಙ島大学大学Ӄ医ࣃ薬学研究部

部隆行，正田卓࢘，Ԟ平ܡҰ郎ˎ1，ࣲ 田ࣝ人，大岡৳௨，
伊藤進ˎ2，栗原正明，内藤װɿཏ的人工ϢϏキチン
म০システムのߏஙɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…ಙ島大学大学Ӄ医ࣃ薬学研究部
ˎ2…昭和薬Պ大学

২松美幸，₫島由ೋ，中岡ཽ介，中野達也，瀬川勝智，
৽ޗ৳ݟɿ医用ࡐྉの生体ద߹性評価ࢦඪ開発を的と
した表໘の水和上体に関する分子動ྗ学シミュレーシϣ
ンɽ
第54ճ本生体医工学会大会（2015.5）

Uematsu…M,…Haishima…Y,…Nakaoka…R,…Niimi…S,…Segawa…
K,…Nakano…T�…Developing…a…Biocompatibility…Evaluation…
System…Utilizing…Molecular…Dynamics…Simulation…of…
Hydration…on…Surface…of…Biomaterials.
The…54th…Annual…Conference…of…Japanese…Society… for…
Medical…and…Biological…Engineering…(2015.5)

藤ᖒ࠼೫ˎ1，Լാએ行ˎ2，伊藤子ˎ1，中川و೭ˎ1，
݄学ˎ1，₫島由ೋ，井千恵，河上強志，జ雄Ұˎ1，佐ʑ
木৳雄ˎ1ɿϏーグルݘをར用した人工ٵݺ関連ഏԌを
制する৵ऻ性ؾ用ؾチューϒの開発ɽ
第62ճ本実験動物学会学ज़ू会（2015.5）
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ˎ1…౦ژ大学
ˎ2…立໋ؗ大学

Pellevoisin…Cˎ1,…Tornier…Cˎ1,…Alonso…Aˎ1,…Turley…APˎ2,…
Lee…Mˎ2,…Briotet…Dˎ3,…Haishima…Y,…Bouez…Cˎ1�…In…vitro…
assessment…of… skin… irritation…of…medical…devices…with…
Episkin…reconstructed…human…epidermis…(RHE)ɽ
ASIATO9…2015…(2015.6)

ˎ1…EPISKIN…Academy
ˎ2…Nelson…Laboratories
ˎ3…NAMSA

Nie… Jˎ1,… Sakuma… Iˎ1,…Konoeda…Hˎ2,…Hishiyama… Jˎ2,…
Sakurai…Hˎ2,…Masamune…Kˎ2,…Uematsu…M�…Evaluation…
of…a…medical… image…overlay…navigation…system…with…a…
tablet…PC.
Computer…Assisted… Radiology… and… Surgery… 29th…
International…Congress…and…Exhibition…(2015.6)

ˎ1…The…University…of…Tokyo
ˎ2…Tokyo…Women’s…Medical…University

，ޗ৳ݟ島敦子，河上強志，খ森୩薫，加藤玲子，৽ٶ
伊佐間和郎ɿ物理化学的性࣭のҟなる酸化亜鉛ナノマテ
リアルの細胞Ԡɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

₫島由ೋ，ށ井田ಏ，井千恵，野村祐介，৽ޗ৳ݟ，
൹ໜ美ˎ1，খ野浩Ұˎ2，ۚ井३ˎ2ɿカラーߕ CLの色素
評価法の開発ɽن性を解析する৽ࡏہ
第58ճ本コンタクトレンζ学会総会（2015.7）

ˎ1…ਆ奈川衛研
ˎ2…ॱఱಊ大学

野村祐介，井千恵，ށ井田ಏ，森Լ裕و，৽ޗ৳ݟ，
川৳ˎ1，ۚ玲ˎ1，中村ٛҰˎ1,2，₫島由ೋɿRNAアプٶ
タマーをར用したֵ৽的医用ࡐྉの開発ɽ
第17ճRNAミーティング（2015.7）

ˎ1…リϘミック
ˎ2…౦ژ大学医Պ学研究所

野村祐介，井千恵，森Լ裕و，༘ ढ़1ˎ߁，৽藤智子ˎ2，…
坂ܓޱ介ˎ3，୩川隆༸ˎ3，ਿ山子ˎ3，ノ内美߳ˎ3，
河上強志，伊佐間和郎，৽ޗ৳ݟ，₫島由ೋɿ医ྍ機ث

の݂液ద߹性試験法の改定にけたऔりΈɽ
第1ճੈ࣍を୲͏ए手のたΊのレギュラトリーサイエ
ンスフΥーラム（2015.9）

ˎ1…川化学
ˎ2…食品薬品安全ηンター
ˎ3…テルϞ

২松美幸，₫島由ೋ，中岡ཽ介，৽ޗ৳ݟɿ৽ن医用ࡐ
ྉ開発に͓けるҰ࣍スクリーニング法としての分子動ྗ
学的シミュレーシϣンのԠ用ɽ
第1ճੈ࣍を୲͏ए手のたΊのレギュラトリーサイエ
ンスフΥーラム（2015.9）

Uematsu…M,… Haishima… Y,… Nakaoka… R,… Niimi… S�…
Simulation…strategy… to…monitor…water…distribution… in…
PMEA…channel.
生体医工学シンポジウム2015（2015.9）

Kandarova…Hˎ1,4,…Willoughby…JAˎ2,…Wim…Hˎ3,…Bachelor…
MAˎ4,… Letasiova… Sˎ1,…Milasova…Tˎ1,…Breyfogle…Bˎ4,……
Fon t eyne … Lˎ3, … Ha i s h ima … Y , … Co l eman … KPˎ5�…
Development,…optimization…and…standardization…of…an…in…
vitro…skin… irritation…test… for…medical…devices…using…the…
reconstructed…human…tissue…model…EpiDerm.
Eurotox…2015…(2015.9)

ˎ1…MatTek…In…Vitro…Life…Science…Laboratories
ˎ2…Cyprotex…US…LLC
ˎ3…RIVM
ˎ4…MatTek…Corporation,
ˎ5…Medtronic

Sakoda…H,…Niimi…S�…Effects… of… lipids… on… the…wear… of…
ultra-high…molecular…weight…polyethylene…used…for…total…
artificial…joints.
The…8th…International…Biotribology…Forum…(2015.9)

Miyajima-Tabata…A,…Komoriya…K,…Hiruma…H,…Kato…
R,…Niimi…S�…Comparison…of… the…evaluation…methods…of…
haemocompatibility…for…polymer…biomaterials…contacting…
with…blood.
Eurotox…2015…(2015.9)

Fukunaga…Jˎ1,…Nomura…Y,…Tanaka…Yˎ1,2,…Nakamura…Yˎ3,4,…
Sakamoto…Tˎ5,……Kozu…Tˎ1�…MTG8…TAFH…domain…binds…
to…the…RNA…G-quadruplex…motif…that…can…dissociate…the…
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AML1-MTG8…fusion…protein�DNA…complex.
第74ճ本؞学会学ज़総会（2015.10）

ˎ1…Saitama…Cancer…Center
ˎ2……Instrumental…Analysis…Center,…Yokohama…National…

University
ˎ3…Inst.…Med.…Sci.,…Univ.…Tokyo
ˎ4…Ribomic…Inc.
ˎ5…Chiba…Inst.…Tech.

ഭ田ल行ɿ医ྍ機ثの評価…-৽しい医ྍ機ثをݱにಧ
けるたΊに-ɽ
第26ճόイΦフロンティア講演会（2015.10）

野村祐介，井千恵，ށ井田ಏ，森Լ裕و，৽ޗ৳ݟ，
川৳ˎ1，ۚ玲ˎ1，中村ٛҰˎ1,2，₫島由ೋɿRNAアプٶ
タマーをར用した৽ن医用ࡐྉのന࣭ٵணڍ動評価ɽ
第37ճ本όイΦマテリアル学会大会（2015.11）

ˎ1…リϘミック
ˎ2…౦ژ大学医Պ学研究所

野村祐介，井千恵，ノ内美߳ˎ，ਿ山子ˎ，坂ޱ
島由ೋɿ༹݂性試験公₫，ޗ৳ݟ৽，و介ˎ，森Լ裕ܓ
定法3छ間に͓ける感度૬違の原Ҽ究明ɽ
第37ճ本όイΦマテリアル学会大会（2015.11）

ˎ…テルϞ

藤ᖒ࠼೫ˎ，井千恵，野村祐介，₫島由ೋ，జ雄Ұˎɿ
医ྍ用プラスチック製品の各छՄ઼剤にରするԌऒى
性の評価ɽ
第37ճ本όイΦマテリアル学会大会（2015.11）

ˎ…౦ژ大学

森Լ裕و，井千恵，野村祐介，藤ᖒ࠼೫ˎ1，山㟒Ղੈˎ2，…
，美和，河上強志ڮ田ल文ˎ3，井上薫，森川๎美，高۽
伊佐間和郎，༘ढ़ٶ，4ˎ߁崎ݠҰˎ5，జ雄Ұˎ1，খ川
久美子，৽ޗ৳ݟ，吉田緑，₫島由ೋɿPVC…製݂液όッ
グにద用Մな৽نՄ઼剤DL9TH…の安全性評価ɽ
第37ճ本όイΦマテリアル学会大会（2015.11）

ˎ1…౦ژ大学
ˎ2…ຽ生Պ学ڠ会
ˎ3…ਆ奈川ࣃ大
ˎ4…川化学

ˎ5…৽本理化

ுସو志ˎ，佐ܒ介ˎ，₫島由ೋ，坂ܓޱ介ˎɿ生体
Ԡをөした医ྍ機ثのIn…vitroϋイスループット評価
系の検討ɽ
第37ճ本όイΦマテリアル学会大会（2015.11）

ˎ…テルϞ

加藤玲子，₫島由ೋ，ൺཹ間ಏ，খ森୩薫，ٶ島敦子，
田中ݡˎ，৽ޗ৳ݟɿ高分子ࡐྉ表໘がヒト単ٿ系細胞
の活性化に༩えるӨڹについてɽ
第37ճ本όイΦマテリアル学会大会（2015.11）

ˎ…भ大学

₫島由ೋ，井千恵，ށ井田ಏ，田中1ˎݡ，༘ढ़2ˎ߁，
野村祐介，森Լ裕و，৽ޗ৳ݟɿプロテΦミクス解析を
ར用した医用ࡐྉの݂液ద߹性評価法の開発ɽ
第37ճ本όイΦマテリアル学会大会（2015.11）

ˎ1…भ大学
ˎ2…川化学

₫島由ೋ，佐ʑ木Ұˎ1，山㟒Ղੈˎ1，吉田緑，井千恵，
༘ढ़2ˎ߁，坂ܓޱ介ˎ3，野村祐介，森Լ裕و，৽ޗ৳ݟ，
Lee…Mˎ4ɿܹ性試験用ཅ性ରরࡐྉの性評価ɽ
第37ճ本όイΦマテリアル学会大会（2015.11）

ˎ1…ຽ生Պ学ڠ会
ˎ2…川化学
ˎ3…テルϞ
ˎ4…Nelson…Labo.

ഭ田ल行，৽ޗ৳ݟɿマイクロ・スラリージェットエϣ
ン法による生体内ࡐྉྼ化評価のՄ性ɽ
第37ճ本όイΦマテリアル学会大会（2015.11）

ഭ田ल行，松岡厚子，河野健，高ڮ幸ˎ，中島ٛ雄ˎ，
৽ޗ৳ݟɿ電子Ϗームੵܗ法に用するチタン߹ۚ
คの細胞毒性ɽ
第37ճ本όイΦマテリアル学会大会（2015.11）

ˎ…ఇ人ナカシマメディカル

২松美幸，₫島由ೋ，中岡ཽ介，৽ޗ৳ݟɿ分子動ྗ学
的シミュレーシϣンを用いたࡐྉ表໘ۙのԹ度݅と
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水分子ڍ動の૬関解析ɽ
第37ճ本όイΦマテリアル学会大会（2015.11）

中岡ཽ介，৽ޗ৳ݟɿϕタインߏ฿SAM表໘の݂
液ద߹性評価を౿·えたタンύク࣭動的ٵண解析ɽ
第37ճ本όイΦマテリアル学会大会（2015.11）

，ൺཹ間ಏ，加藤玲子，ˎݡ島敦子，খ森୩薫，田中ٶ
৽ޗ৳ݟɿPMEAྨࣅ高分子ࡐྉの݂液ద߹性評価に͓
ける評価試験߲の特性についてɽ
第37ճ本όイΦマテリアル学会大会（2015.11）

ˎ…भ大学

ഭ田ल行，৽ޗ৳ݟ，ੁ野৳ˎɿൈڈした人工関અ
高分子量ポリエチレンコンポーωントに含·れる生体ࢷ
࣭の定量ɽ
第42ճ本ྟচόイΦメカニクス学会（2015.11）

ˎ…大ࡕ大学

ۙ藤࣍郎ˎ1，野村祐介，原༎ق子ˎ1，খൺլ૱ˎ2，ௗ
ӽलๆˎ3ɿ2�,4�-BNANC<N-Me>म০をつアンチηンス
ギϟップマーの9ઢ݁থ解析ɽ
本֩酸医薬学会第1ճ年会（2015.11）

ˎ1…上智大学
ˎ2…大ࡕ大学
ˎ3…౦ژ理Պ大学

ఱ野྄ˎ1，高田健多ˎ1，田中ཅҰ郎ˎ2,3，Ӭ田崇ˎ4，ย平
正人ˎ4，野村祐介，Ӭ३Ұˎ3，中村ٛҰˎ5,6，ਆ子ˎ3，
坂本泰Ұˎ1ɿAML1（RUN91）タンύク࣭のRuntドメ
インとRNAアプタマーの૬ޓ作用のNMR解析ɽ
本֩酸医薬学会第1ճ年会（2015.11）

ˎ1…千葉工業大学
ˎ2…ԣ国立大学
ˎ3…࡛玉ݝ立がんηンター
大学ژ…4ˎ
ˎ5…౦ژ大学医Պ学研究所
ˎ6…リϘミック

木島研Ұˎ1，ߥ木ୢ也ˎ2，൧嶋正也ˎ3，ӎ݄ߐࠨ子ˎ4，
山ӜҰ朗ˎ4，大Լণརˎ5，খ川৳6ˎ࠸，খ田ণ宏ˎ7，ࠨ
ւॱˎ8，佐藤ݠҰˎ9，ੁ原敬৴ˎ2，ླ木ٛ紀ˎ10，塚本༸
子ˎ11，఼कढ़介ˎ12，水প߃ӳˎ13，村井活5ˎ࢙，吉成河

法ལˎ14，৽ޗ৳ݟɿ国内外に͓ける࠶生医ྍ等製品の
ঝ認のݱ状ʙ審査報告ॻかΒݟた࠶生医ྍ等製品にٻΊ
Βれる品࣭，有ޮ性，安全性の確保ʙɽ
本PDA製薬学会第22ճ年会（2015.12）

（ג）和発߬キリンڠ…1ˎ
ˎ2…（Ұࡒ）化学及݂清ྍ法研究所
ˎ3…ཬ第Ұڞࡾワクチン（ג）
ˎ4…大薬品（ג）
ˎ5…（Ұ社）本݂液製剤機ߏ
ˎ6…౦༸（ג）
ˎ7…本ポール（ג）
ˎ8…大本ॅ༑製薬（ג）
ˎ9…テルϞ（ג）

スリーエス・ジϟύン（ג）…10ˎ
ˎ11…Ѵ子（ג）
ˎ12…本チϟールス・リόー（ג）
ˎ13…本製薬（ג）
ˎ14…（医）༑会

Sakamoto…Tˎ1,…Amano…Rˎ1,…Nomura…Y,…Nagata…Tˎ2,3,…
Katahira…Mˎ2,3,…Fukunaga…Jˎ4,…Tanaka…Yˎ4,…Nakamura…
Yˎ5,6,…Kozu…Tˎ4�…NMR… study… of…RNA…aptamer… that…
binds…to…the…transcription…factor…AML1…Runt…domainɽ
第8ճ田Պ学ৼஂࡒڵ薬Պ学シンポジウム（2016.1）

ˎ1…Chiba…Inst.…Tech.…
ˎ2…Inst.…of…Adv.…Energ.,…Kyoto…Univ.
ˎ3…Grad.…Sch.…of…Energ.…Sci.,…Kyoto…Univ.
ˎ4…Saitama…Cancer…Center
ˎ5…Inst.…Med.…Sci.,…Univ.…Tokyo
ˎ6…Ribomic…Inc.

ഭ田ल行，৽ޗ৳ݟɿ࣭ࢷにىҼするྼ化が高分子量
ポリエチレンの久性に༩えるӨڹɽ
第28ճόイΦエンジニアリング講演会（2016.1）

，島由ೋ₫，ޗ৳ݟ崎清隆ˎ，ּ؏宏ˎ，伊関༸ˎ，৽ؠ
，ˎ祐ًڮ島敦子，加藤玲子，ഭ田ल行，২松美幸，松ٶ
梅ޫ生ˎɿֵ৽的医ྍ機ث実用化のたΊのEngineering…
Based…Medicineにͮ͘جඇྟচ性評価系と評価法の
確立ɽ
第28ճόイΦエンジニアリング講演会（2016.1）

ˎ…ૣҴ田大学

高ڮ泰浩ˎ1，২松美幸，੨ݟໜ೭ˎ2，൧村浩ˎ2，中岡ཽ介，
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৽ޗ৳ݟ，ླ木2ˎ࢘，村֞ળ浩ˎ2，伊関༸ˎ2，梅ޫ
生ˎ1，ؠ㟒清隆ˎ1ɿ人工݂置ज़用ナϏゲーシϣンに
͓ける֨ࠎのを用いたレジストレーシϣン法の開発と
ྟচデータを用いたࠩޡ評価ɽ
第28ճόイΦエンジニアリング講演会（2016.1）

ˎ1…ૣҴ田大学
ˎ2…౦ঁژ子医Պ大学

Sakoda…H,…Niimi… S�… Emerging… technology…medical…
devices… and… regenerative…medicine… products… in…
reconstruction…of…joint…function.
International… Symposium… on…Artificial… Hydrogel…
Cartilage,… Joint… Replacement… and…Related…Topics…
(ISAHC…2016)…(2016.1)

ഭ田ल行，松岡厚子，河野健，高ڮ幸ˎ，中島ٛ雄ˎ，
৽ޗ৳ݟɿੵݩ࣍ࡾܗ法に用いるチタン߹ۚ原ࡐྉ
คによる細胞毒性と遺伝毒性ɽ
第46ճ本人工関અ学会（2016.2）

ˎ…ఇ人ナカシマメディカル

Pellevoisin…Cˎ1,…Tornier…Cˎ1,…Rollin…Bˎ2,…Briotet…Dˎ3,…
Turley…APˎ3,…Lee…Mˎ4,…Haishima…Y,…Seyler…Nˎ1,…Bouez…
Cˎ1�…Skin… irritation…of…medical…devices�… in…vitro…assay…
with…Episkin…reconstructed…human…epidermis…(RHE).
55th…Annual…Meeting…and…ToxExpo…(2016.3)

ˎ1…EPISKIN…Academy
ˎ2…Arthrex…Laboratory
ˎ3…NAMSA
ˎ4…Nelson…Laboratories

中岡ཽ介，₫島由ೋ，৽ޗ৳ݟɿ࠶生医ྍ等製品に関連
した国ࡍඪ४化の進状況についてɽ
第15ճ本࠶生医ྍ学会総会（2016.3）

野村祐介，井千恵，ށ井田ಏ，森Լ裕و，৽ޗ৳ݟ，
川৳ˎ1，ۚ玲ˎ1，中村ٛҰˎ1,2，₫島由ೋɿRNAアプٶ
タマーをར用した機性医用ࡐྉの開発ɽ
第15ճ本࠶生医ྍ学会総会（2016.3）

ˎ1…リϘミック
ˎ2…౦ژ大学医Պ学研究所

山㟒Ղੈˎ1，藤ר出夫ˎ1，井千恵，井智和ˎ2，༘

ढ़2ˎ߁，Ҵ村健Ұˎ2，ٶ崎ݠҰˎ3，৽ޗ৳ݟ，野村祐
介，森Լ裕و，河上強志，伊佐間和郎，₫島由ೋɿPVC
製4連݂液όッグ用৽ࡐجنの生物学的安全性評価ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…ຽ生Պ学ڠ会
ˎ2…川化学
ˎ3…৽本理化

₫島由ೋ，河上強志，井千恵，田上昭人ˎ1，井智和ˎ2，
༘ढ़2ˎ߁，Ҵ村健Ұˎ2，ٶ崎ݠҰˎ3，野村祐介，森Լ
裕و，伊佐間和郎，৽ޗ৳ݟɿPVC製4連݂液όッグ用
ସՄ઼剤DL9THの特性評価ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…国立成ҭ医ྍ研究ηンター
ˎ2…川化学
ˎ3…৽本理化

野村祐介，井千恵，ށ井田ಏ，森Լ裕و，৽ޗ৳ݟ，
川৳ˎ1，ۚ玲ˎ1，中村ٛҰˎ1,2，₫島由ೋɿRNAアプٶ
タマーをར用したֵ৽的医用ࡐྉの開発ɽ
本化学会第96य़ق年会（2016.3）

ˎ1…リϘミック
ˎ2…౦ژ大学医Պ学研究所

森Լ裕و，野村祐介，井千恵，৽ޗ৳ݟ，中村ٛҰˎ1,2，
₫島由ೋɿ৽ن機性医用ࡐྉの開発にけたVEGFั
ଊܕRNAアプタマーの୳索ɽ
本化学会第96य़ق年会（2016.3）

ˎ1…リϘミック
ˎ2…౦ژ大学医Պ学研究所

Miyajima-Tabata…A,…Kawakami…T,…Komoriya…K,…Kato…
R,…Niimi…S,…Isama…K�…E⒎ects…of…zinc…oxide…nanomaterials…
on…the…cellular…responses…in…THP-1…cells.
The…55th…Annual…Meeting…of…the…Society…of…Toxicology…
(2016.3)

佐ʑ木和実ˎ1，嶋ܡ子ˎ1，安花子ˎ1，ञ井৴夫，中
村政志ˎ2，安達玲子，中村ཬ߳，最上子，༑അˎ3，
松ӬՂੈ子ˎ2，手島玲子ɿ各छ加水分解コムギの解析(1)…
r分子プロフΝイリング-ɽ
第64ճ本アレルギー学会学ज़大会（2015.5）
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ˎ1…製品評価ٕज़ج൫機ߏ
ˎ2…藤田保健衛生大学
ˎ3…国立病Ӄ機ߏ૬原病Ӄྟচ研究ηンター

ञ井৴夫，安達玲子，中村ཬ߳，最上子，佐ʑ木和実ˎ1，…
嶋ܡ子ˎ1，安花子ˎ1，中村政志ˎ2，༑അˎ3，松
ӬՂੈ子ˎ2，手島玲子ɿ各छ加水分解コムギの解析(2)…
ൽ感作性試験-ɽܦ-
第64ճ本アレルギー学会学ज़大会（2015.5）

ˎ1…製品評価ٕज़ج൫機ߏ
ˎ2…藤田保健衛生大学
ˎ3…国立病Ӄ機ߏ૬原病Ӄྟচ研究ηンター

খྛ߂ݑ，久保田ྖ志，ඛ木麻༎ˎ，খਿ有رˎ，ླ木
ढ़也ˎ，五十嵐良明ɿLC�MS�MSを用いた水ಓ水中ϗル
ムアルデヒドとアηトアルデヒドのಉ࣌分析ɽ
第24ճڥ化学討論会（2015.6）

ˎ…౦ژ健߁安全研究ηンター

久保田ྖ志，খྛ߂ݑ，五十嵐良明ɿݻ૬ந出-LC�MS
によるϋロアηトアミドྨの分析法の開発及び水ಓ水中
ଘࡏ実態ɽ
第24ճڥ化学討論会（2015.6）

河上強志，伊佐間和郎，߳川૱子ˎ1，ਆ野ಁ人ˎ2ɿ家庭
用水性スプレー製品中のグリコールྨ及びグリコール
エーテルྨ等の分析ɽ
第24ճڥ化学討論会（2015.6）

ˎ1…ԣ薬Պ大学薬学部
ˎ2…名大学薬学部

河上強志，ٶ島敦子，খ森୩薫，加藤玲子，伊佐間和郎ɿ
NiOナノཻ子のೋཻ࣍子ܘが細胞毒性に及΅すӨڹɽ
第24ճڥ化学討論会（2015.6）

Tanaka-Kagawa…Tˎ1,…Tahara…M,…Mayumi…K,… Ikarashi…
Y,…Hanioka…Nˎ1,… Jinno…Hˎ2�…Molecular…structure-based…
prediction…of… the…air-nasal…mucus…partition…coe⒏cients…
by… the…COSMO-RS…method…coupled…with… the…density…
functional…theory…calculations.
The…7th… International…Congress… of…Asian…Society…of…
Toxicology…(ASIATO9…2015)…(2015.6)

ˎ1…ԣ薬Պ大学

ˎ2…名大学

田原麻衣子，ਅٷ加৫，五十嵐良明，岡৳ޫˎ1，߳川
（田中）૱子ˎ1，ਆ野ಁ人ˎ2ɿCOSMO-RS法によるۭؾ-
ඓ೪液分の༧測ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6ŋ7）

ˎ1…ԣ薬Պ大学
ˎ2…名大学

খྛ߂ݑ，田中ᠳˎ，原ˎ，ೲ人ˎ，久保田ྖ志，
五十嵐良明，瀬明ɿマウス単ճ・෮ؾ内༩に
よる多カーϘンナノチューϒのܗح࠵性の評価ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6ŋ7）

ˎ…（公ࡒ）食品医薬品安全性評価ηンター

清水久美子，秋山卓美，最上（ר）子，五十嵐良明ɿ
4-置フェノール化߹物のチロシナーθによるँと表
ൽ細胞にରする細胞毒性ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6ŋ7）

伊佐間和郎，河上強志，খᖛと子，五十嵐良明ɿ亜リ
ン酸トリエステルྨの細胞毒性及びൽෘ感作性ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6ŋ7）

河上強志，多野生ˎ1，古田ޫ子ˎ2，伊佐間和郎，
五十嵐良明，ࣛ庭正昭ˎ3ɿ水スプレー製品等による中
毒ނࣄの͓よびͦの安全ରࡦの動ɽ
第37ճ本中毒学会総会・学ज़大会（2015.7）

ˎ1…（公ࡒ）本中毒報ηンター
ˎ2……厚生࿑ಇল医薬食品ہ審査理課化学物࣭安全ରࡦ

ࣨ
ಉ߹連߹会ڠ本生活ݩ…3ˎ

五十嵐良明ɿ手ାの安全性確保ରࡦのݱ状と動ɽ
ラテックスアレルギー・OASフΥーラム2015　第20ճ
本ラテックスアレルギー研究会（2015.7）

খྛ߂ݑ，久保田ྖ志，五十嵐良明ɿ水ಓ水中のGC�
MS分析ର薬のLC�MS�MSҰ੪分析方法の検討ɽ
Պ学会2015年会（2015.9）ڥ

河上強志，伊佐間和郎，五十嵐良明ɿ家庭用品中のアκ
化߹物ن制についてɽ
第1ճੈ࣍を୲͏ए手のたΊのレギュラトリーサイエ
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ンスフΥーラム（2015.9）

Isama…K,…Kawakami…T,… Ikarashi…Y�…Cytotoxicity… of…
phosphite…and…phosphate…triesters.
Eurotox…2015…(2015.9)

߳川（田中）૱子ˎ1，田原麻衣子，上村ਔˎ2，斎藤ҭ3ˎߐ，
内৳4ˎ࣏，ਆ野ಁ人ˎ5ɿࣨ内ڥ中のཻ子状物࣭の
内ม動とͦの成に関する研究ɽ
フΥーラム2015ɿ衛生薬学・ڥトキシコロジー（2015.9）

ˎ1…ԣ薬Պ大学
ˎ2…ਆ奈川ݝ衛生研究所
ˎ3…౦ژ健߁安全研究ηンター
ˎ4…ւಓ立衛生研究所
ˎ5…名大学

খྛ߂ݑ，久保田ྖ志，ඛ木麻༎ˎ，খਿ有رˎ，ླ木
ढ़也ˎ，五十嵐良明ɿLC�UV͓よびLC�MS�MSによる
水ಓ水中ϗルムアルデヒドとアηトアルデヒドのಉ࣌分
析法の検討ɽ
本水ಓڠ会平成27年度全国会議（水ಓ研究発表会）

（2015.10）

ˎ…౦ژ健߁安全研究ηンター

久保田ྖ志，খྛ߂ݑ，五十嵐良明ɿ平成26年度水ಓ水
࣭検査ਫ਼度理のたΊの౷Ұ試ྉ調査の݁Ռ͓よびཹҙ
ɽ
本水ಓڠ会平成27年度全国会議（水ಓ研究発表会）

（2015.10）

伊佐間和郎，河上強志，৽ޗ৳ݟɿ݂液ద߹性の評価を
౿·えた医用高分子ࡐྉにରするന࣭ٵணڍ動の動ྗ
学的解析ɽ
第37ճ本όイΦマテリアル学会大会（2015.11）

河上強志，伊佐間和郎，五十嵐良明ɿウェットティッシュ
製品に含·れる剤調査ɽ
第45ճ本ൽෘアレルギー・৮ൽෘԌ学会総会学ज़大
会（2015.11）

ླ木加༨子ˎ1，安藤亜1ˎق，佐野থˎ2，上থ子ˎ2，
河上強志，伊佐間和郎，五十嵐良明，佐ʑ木和実ˎ3，松
ӬՂੈ子ˎ2ɿ性ストッキング装ண࣌のൽෘোについ
ての検討ɽ
第45ճ本ൽෘアレルギー・৮ൽෘԌ学会総会学ज़大

会（2015.11）

୩๛田総߹病Ӄמ…1ˎ
ˎ2…藤田保健衛生大学
ˎ3…（ಠ）製品評価ٕज़ج൫機ߏ

ञ井৴夫，安達玲子，最上（ר）子，佐久間智宏ˎ1，
大坂Ү恵ˎ2，ੴ井ཬ枝ˎ2ɿマイクロチップ電ؾӭ動シス
テムをར用した特定原ࡐྉ௨PCR法の機関間͓よび機
छ間検ূɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

ˎ1…本食品分析ηンター
ˎ2…࡛玉ݝ衛生研究所

খྛ߂ݑ，久保田ྖ志，ླ木ढ़也ˎ1，川ݩ達ˎ2，高木
総吉ˎ3，吉田ਔˎ3，খ高ཅ子ˎ4，Ԕ部ਅ理奈ˎ4，খྛ浩ˎ5，
݄ө5ˎر，上村ਔˎ6，Ҏ和6ˎو，佐藤学ˎ6，௰清美ˎ6，…
か͓りˎ8，五十嵐良明ɿର薬リスۼ৫ˎ7，大ࢵ本ٶ
トࡌܝ薬の৽6ن分析法のଥ性評価ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

ˎ1…౦ژ健߁安全研究ηンター
ˎ2…ฌݝݿ立健߁生活Պ学研究所
ˎ3…大ࡕ立公ऺ衛生研究所
ˎ4…千葉ݝ衛生研究所
ˎ5…山སݝ衛生ڥ研究所
ˎ6…ਆ奈川ݝ衛生研究所
ˎ7…Ѫඤݝ立衛生ڥ研究所
ˎ8…佐լݝ衛生薬業ηンター

খྛ߂ݑ，久保田ྖ志，ඛ木麻༎ˎ，খਿ有رˎ，ླ木
ढ़也ˎ，五十嵐良明ɿHPLC�UV͓よびLC�MS�MSによ
る水ಓ水中ϗルムアルデヒド͓よびアηトアルデヒドの
ಉ࣌分析ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

ˎ…౦ژ健߁安全研究ηンター

久保田ྖ志，খྛ߂ݑ，五十嵐良明ɿ水࣭検査ਫ਼度理
のたΊの౷Ұ試ྉ調査ɿ平成26年度の݁Ռ͓よびཹҙ
についてɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

久保田ྖ志，খྛ߂ݑ，五十嵐良明ɿ水ಓ水中ϋロアη
トアミドྨの分析法の開発͓よびͦのଘࡏ実態ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）
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河上強志，伊佐間和郎，߳川૱子ˎ1，ਆ野ಁ人ˎ2ɿ家庭
用๕߳剤なͲのスプレー製品に含·れるグリコールエー
テル等の実態調査ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

ˎ1…ԣ薬Պ大学薬学部
ˎ2…名大学薬学部

河上強志，伊佐間和郎，五十嵐良明ɿʮ水スプレー安
全確保マニュアル作成の手引͖ʯの改定についてɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

秋山卓美，高清水ਅൕˎ，伊佐間和郎，河上強志，五十
嵐良明ɿポリ塩化Ϗニル製手ାに含有͞れる亜リン酸エ
ステルྨの定量ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

ˎ…ཬ大学

伊佐間和郎，河上強志，五十嵐良明ɿ亜リン酸トリエス
テルྨ及びリン酸トリエステルྨの細胞毒性ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

五十嵐良明，秋山卓美，ञ井৴夫，安達玲子，手島玲子ɿ
医薬部外品原ྉʮ加水分解コムギʯ֨نの改定検討状
況ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

খᖛと子，田原麻衣子，五十嵐良明ɿシϟンプー͓よ
びϋンドιープ中の1,4ʵジΦキサン含有量実態調査ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

内野正，ਆ野ಁ人ˎ1，߳ 川૱子ˎ2，秋山卓美，五十嵐良明ɿ
化হ品原ྉとして用いΒれるനۚナノマテリアルཻ子の
分散状態とͦの細胞毒性等のد༩ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

ˎ1…名大学
ˎ2…ԣ薬Պ大学

秋山卓美，藤ר出夫ˎ，五十嵐良明ɿ化হ品中の
剤ϒチルカルόミン酸Ϥウ化プロϐニルのGC�MSによ
る定量ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

ˎ…（Ұࡒ）ຽ生Պ学ڠ会

খྛ߂ݑɿ水ಓ水࣭理͓よび検査法の最৽動ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

河上強志ɿ৽ࢦن定有物࣭ʮアκ化߹物ʯにる家庭
用品のج४についてɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

田原麻衣子，߳ 川（田中）૱子ˎ1，ञ井৴夫，五十嵐良明，
ਆ野ಁ人ˎ2ɿະن制ࣨ内ۭؾԚછ物࣭の家庭用品かΒの
発生ݯに関する調査ɽ
平成27年ࣨ内ڥ学会学ज़大会（2015.12）

ˎ1…ԣ薬Պ大学
ˎ2…名大学

߳川（田中）૱子ˎ1，田原麻衣子，斎藤ҭ2ˎߐ，内৳
，子ˎ6و美۽上村ਔˎ4，大؏文ˎ2，田中ྱ子ˎ5，，3ˎ࣏
中野いͣ美ˎ7，Ӭ田३ˎ7，ञ井৴夫，五十嵐良明，岡
৳ޫˎ1，ਆ野ಁ人ˎ8ɿࣨ内ۭؾ中総ش発性有機化߹物の
分析方法確立に関する検討ɽ
平成27年ࣨ内ڥ学会学ज़大会（2015.12）

ˎ1…ԣ薬Պ大学
ˎ2…౦ژ健߁安全研究ηンター
ˎ3…ւಓ立衛生研究所
ˎ4…ਆ奈川ݝ衛生研究所
ˎ5…ԣࢢ衛生研究所
ˎ6…࡛玉ݝ衛生研究所
ˎ7…島テクノリサーチ
ˎ8…名大学

Kobayashi…N,…Tanaka…Sˎ1,…Ema…Mˎ2,…Ikarashi…Y,…Hirose…
A�…Evaluation…of…developmental… toxicity…of…multi-wall…
carbon…nanotubes… in…pregnant…mice… after… repeated…
intratracheal…instillation.
Society…for…Risk…Analysis…2015…Annual…Meeting…(2015.12)

ˎ1…Biosafety…Research…Center
ˎ2……National… Institute…of…Advanced… Industrial…Science…

and…Technology

内野正，ٶ㟒༸ˎ1，山Լˎ1，খ島ഹ，ᖒढ़明ˎ2，
秋山卓美，五十嵐良明ɿϏトリゲルチϟンόーを用いた
ൽෘ感作性試験ସ法（Vitrigel-SST法）のࣨ内ݱ࠶性ɽ
本動物実験ସ法学会第28ճ大会（2015.12）

μイηル（ג）…1ˎ
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ˎ2…（ಠ）業生物ݯࢿ研究所

㟒༸ˎ1，山Լˎ1，内野正，ᖒढ़明ˎ2，খ島ഹɿٶ
Ϗトリゲルチϟンόーを用いたൽෘ感作性試験ସ法

（Vitrigel-SST法）による感作性物࣭の評価（第2報）ɽ
本動物実験ସ法学会第28ճ大会（2015.12）

μイηル（ג）…1ˎ
ˎ2…（ಠ）業生物ݯࢿ研究所

伊藤൏1ˎ࠸，川清隆ˎ1，ླ木༏ཬˎ1，ࡾ上༏ґˎ1，内
野正，ٶᖒཅ夫ˎ2ɿヒト؊ଁ؞細胞HepG2に͓けるϗス
フΝチジルコリンヒドロϖルΦキシド（PCOOH）の
ँ，PCOOHの作用に͓よ΅すϏタミンE等のӨڹɽ
第27ճϏタミンE研究会（2016.1）

ˎ1…౦大学
ˎ2…౦大学ະ来Պ学ٕज़ڞಉηンター

খྛ߂ݑ，和࢙ˎ，久保田ྖ志，五十嵐良明ɿ塩素
処理による水ಓ水中プロチΦϗスの分解物の生成ɽ
第50ճ本水ڥ学会年会（2016.3）

ˎ…౦ژ医薬専門学ߍ

Ѩ哲郎ˎ1，井上ӳˎ2，久保田ྖ志，田ล৴介ˎ2ɿメコ
ン川͓よびߚ河ྲྀҬに͓けるԼ水のヒ素Ԛછɽ
第50ճ本水ڥ学会年会（2016.3）

立大学ݝ本۽…1ˎ
ˎ2…Ѫඤ大学…Ԋڥ؛Պ学研究ηンター

Kubota…R,…Kobayashi…N,… Ikarashi…Y�…Development…
of… an… analytical…method… for… the… determination… of…
haloacetamides… in…water… by…SPE-LC�MS…and… their…
detection…in…tap…water…from…Japan.
International…symposium…on…environmental…chemistry…
and… toxicology… r… to… accelerate… a…global… network… of…
environmental…researchers…(2016.3)

清水久美子，秋山卓美，河上強志，伊佐間和郎，五十嵐
良明ɿグアニジン系加硫促進剤の感作性評価と家庭用ゴ
ム製品中の定量ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

五十嵐良明，秋山卓美，ञ井৴夫，安達玲子，手島玲子ˎɿ
医薬部外品原ྉとして用いる加水分解コムギタンύク࣭

の֨ن及び試験方法についてɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…医薬品医ྍ機ث総߹機ߏ

河上強志，伊佐間和郎，五十嵐良明ɿポリウレタン製ણ
ҡ製品中のϕンκトリアκール系ࢵ外ઢٵऩ剤の؆қҰ
੪分析法の開発ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

藤ר出夫ˎ1，秋山卓美，栗原ਸ਼2ˎق，五十嵐良明ɿ化
হ品中の剤ϒチルカルόミン酸Ϥウ化プロϐニルの
定量法ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…（Ұࡒ）ຽ生Պ学ڠ会
ˎ2…ཬ大学

佐久間智宏ˎ1，ञ井৴夫，ੴ井ཬ枝ˎ2，大坂Ү恵ˎ2，岡
本正志ˎ3，ޙ藤浩文ˎ1，佐ഢݑҰˎ4，手島玲子，ࡾ野๕
紀ˎ5ɿ食品成分試験法　食物アレルゲン（PCR法による
検出）ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…本食品分析ηンター
ˎ2…࡛玉ݝ衛生研究所
ˎ3…ਆށ学Ӄ大学
ˎ4…ۚ学Ӄ大学
ˎ5…大ࡕ薬Պ大学

߳川（田中）૱子ˎ1，田原麻衣子，斎藤ҭ2ˎߐ，内৳
，子ˎ6و美۽上村ਔˎ4，大؏文ˎ2，田中ྱ子ˎ5，，3ˎ࣏
中野いͣ美ˎ7，Ӭ田३ˎ7，ञ井৴夫，五十嵐良明，岡
৳ޫˎ1，ਆ野ಁ人ˎ8ɿࣨ内ۭؾ中総ش発性有機化߹物の
分析法に関する研究ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…ԣ薬Պ大学
ˎ2…౦ژ健߁安全研究ηンター
ˎ3…ւಓ立衛生研究所
ˎ4…ਆ奈川ݝ衛生研究所
ˎ5…ԣࢢ衛生研究所
ˎ6…࡛玉ݝ衛生研究所
ˎ7…島テクノリサーチ
ˎ8…名大学

藤浩文ˎ，伊佐川૱ˎ，根本了ɿޙ，ˎӫଠ，ˎ࢙本խٶ
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LC-MS�MSを用いた畜水産食品中のਣ酸イι吉酸タ
イロシン分析法の検討ɽ
本食品衛生学会第109ճ学ज़講演会（2015.5）

ˎ…（Ұࡒ）本食品分析ηンター

堤智昭，立ར՚，手島玲子ɿᗉ製・ᖿઝ食品中に含·
れる多๕߳化水素の実態調査ɽ
本食品化学学会第21ճ総会・学ज़大会（2015.5）

志田（ᴡ藤）੩Ն，根本了，手島玲子ɿ野ࡊ・Ռ実中の
酸性薬Ұ੪分析法の検討ɽ
本食品化学学会第21ճ総会・学ज़大会（2015.5）

鍋師裕美，২ٛಙ，堤智昭，๘ਢլڿ子，松田りえ
子，手島玲子ɿトータルμイエットスタディによる島
第Ұ原子ྗ発電所ޙނࣄの์ࣹ性物࣭の༬ୗ実ޮઢ量の
ਪ定ɽ
第4ճژ大学原子実験所原子ྗ安全ج൫Պ学研究シ
ンポジウム（2015.5）

ຳ川߶ˎ1，中島ޫҰˎ1，山浩1ˎ࢘，村田充良ˎ2，高ڮపˎ2，
穐山浩ɿラック色素中のタンύク࣭定量法の検討ɽ
本食品化学学会第21ճ総会・学ज़大会（2015.5）

（ג）エフエフアイݯӫࡾ…1ˎ
ෞηラπク製所ذ（ג）…2ˎ

島༔ґ子ˎ，ย山ໜˎ，খມ༸奈ˎ，穐山浩，中村फҰ
郎ˎɿ樹状細胞の遊をࢦඪとした߅原感作性評価法
の確立ɽ
本食品化学学会第21ճ総会・学ज़大会（2015.5）

ˎ…৴भ大学学部

ୌޱഹ，㘩充ˎ1，工藤ળˎ2，ਿ山ܓҰ，大݄య子，
多田敦子，ਿ本樹，ᔹ野裕೭ˎ3，川原৴夫ˎ3，吉松嘉
ˎ3，穐山浩ɿ人工水ߞഓにより生産したΦウレンの
安全性・有ޮ性評価についてɽ
本食品化学学会第21ճ総会・学ज़大会（2015.5）

ˎ1…名大学大学Ӄ薬学研究Պ
ˎ2…ࣛ島建ઃ（ג）
ˎ3……（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所薬用২物ݯࢿ研

究ηンター

㘩充ˎ1，穐山浩，ୌޱഹ，大݄య子，工藤ળˎ2，多

田敦子，ਿ本樹，ᔹ野裕೭ˎ3，川原৴夫ˎ3，吉松嘉ˎ3ɿ
人工水ߞഓにより生産したカンκウの有ޮ性評価につ
いてɽ
本食品化学学会第21ճ総会・学ज़大会（2015.5）

ˎ1…名大学大学Ӄ薬学研究Պ
ˎ2…ࣛ島建ઃ（ג）
ˎ3……（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所薬用২物ݯࢿ研

究ηンター

田༏作ˎ，ย岡༸平，佐野༐ؾˎ，ୌᖒ和宏ˎ，ᬒ敬浩，
手島玲子ɿミωラルウΥーターྨ中のӄイΦン性化߹物
をରとした分析法の開発とޙࠓの課題ɽ
本食品衛生学会第109ճ学ज़講演会（2015.5）

ˎ…（Ұࡒ）本ྫྷౚ食品検査ڠ会

穐山浩ɿ食品安全分野のレギュラトリーサイエンスɽ
本食品化学学会第21ճ総会・学ज़大会（2015.5）

中村政志ˎ1，上থ子ˎ1，佐ʑ木和実ˎ2，嶋ܡ子ˎ2，
安花子ˎ2，ඌ子ˎ3，༑അˎ4，ࡾ井ˎ5，原
田৾ˎ6，山ޱ正雄ˎ7，宇լਆつか͞ˎ8，佐藤奈由ˎ9，穐
山浩，松ӬՂੈ子ˎ9ɿコチニール色素アレルギーの߅原
解析ɽ
第64ճ本アレルギー学会学ज़大会（2015.5）

ˎ1…藤田保健衛生大学医学部ൽෘՊ学
ˎ2…製品評価ٕज़ج൫機ߏ
ˎ3…大分大学医学部ൽෘՊ
ˎ4…国立病Ӄ機ߏ૬原病Ӄ
井病Ӄখ児Պࡾ…5ˎ
ˎ6…ΒͩൽෘՊクリニック
井病Ӄখ児Պࡾ…7ˎ
ˎ8…ఇژ大学医学部ثٵݺ・アレルギー内Պ
ˎ9…౦ژ医ՊࣃՊ大学ൽෘՊ

田༏作ˎ，ย岡༸平，佐野༐ؾˎ，ୌᖒ和宏ˎ，ᬒ敬浩，
手島玲子ɿミωラルウΥーターྨ中のӄイΦン性化߹物
をରとした分析法の開発とޙࠓの課題ɽ
AOAC…I本ηクシϣン2015年࣍大会（2015.6）

ˎ…（Ұࡒ）本ྫྷౚ食品検査ڠ会

ᬒ敬浩ɿ食品֨نがͰ͖る·ͰʙԚછ物࣭をྫにʙɽ
AOAC…I本ηクシϣン2015年࣍大会（2015.6）
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ᬒ敬浩，ย岡༸平，ߥ川࢙തˎ，森松文ؽˎ，手島玲子ɿ
ઁऔ量ਪ定を的としたݩ素ྨ分析法の性評価手法の
開発ɽ
AOAC…I本ηクシϣン2015年࣍大会（2015.6）

ˎ…本ϋム（ג）中ԝ研究所

২ٛಙ，鍋師裕美，ྛ恭子，五十嵐敦子，ીզܚ介，
ُ井ढ़೭，堤智昭，ᬒ敬浩，๘ਢլڿ子，松田りえ子，
穐山浩，手島玲子ɿྲྀൢࢢ௨食品の์ࣹ性ηシウムೱ度
の調査ʙ平成26年度調査の݁Ռʙɽ
第24ճڥ化学討論会（2015.6）

鍋師裕美，堤智昭，২ٛಙ，๘ਢլڿ子，松田りえ子，
穐山浩，手島玲子ɿ島ݝ内の河川Ͱ࠾औ͞れたϞクζ
ガニ中の์ࣹ性ηシウム͓よびストロンチウム90ೱ度調
査ɽ
第24ճڥ化学討論会（2015.6）

堤智昭，高附巧，২ٛಙ，ᬒ敬浩，松田りえ子，穐
山浩，手島玲子ɿ౦本大ࡂがڕ介ྨを介したPCBs
ઁऔ量に༩えたӨڹʙޙࡂのマーέットόスέット試
ྉによるઁऔ量のਪ定ʙɽ
第24ճڥ化学討論会（2015.6）

Nabeshi…H,…Tsutsumi…T,…Uekusa…Y,…Hachisuka…A,…
Matsuda…R,…Teshima…R�…Surveillance…of…Strontium-90…
in…Foods…after… the…Fukushima…Daiichi…Nuclear…Power…
Plant…Accident.
Health…Pysics…Society…60th…Annual…meeting…(2015.7)

中村政志ˎ1，上থ子ˎ1，佐ʑ木和実ˎ2，嶋ܡ子ˎ2，
安花子ˎ2，ඌ子ˎ3，༑അˎ4，ࡾ井ˎ5，原
田৾ˎ6，山ޱ正雄ˎ7，宇լਆつか͞ˎ8，穐山浩，佐藤奈
由ˎ9，佐野থˎ9，松ӬՂੈ子ˎ9ɿプロテΦミクス手法
によるコチニール色素アレルギーの߅原解析ɽ
第20ճ本ラテックスアレルギー研究会（2015.7）

ˎ1…藤田保健衛生大学医学部ൽෘՊ学
ˎ2…製品評価ٕज़ج൫機ߏ
ˎ3…大分大学医学部ൽෘՊ
ˎ4…国立病Ӄ機ߏ૬原病Ӄ
井病Ӄখ児Պࡾ…5ˎ
ˎ6…ΒͩൽෘՊクリニック
井病Ӄখ児Պࡾ…7ˎ
ˎ8…ఇژ大学医学部ثٵݺ・アレルギー内Պ
ˎ9…౦ژ医ՊࣃՊ大学ൽෘՊ

穐山浩ɿզが国の食物アレルギーの表ࣔ制度と最৽の
題についてɽ
本食品Պ学工学会第62ճ大会（2015.8）

Uekusa…Y,…Takatsuki… S,…Tsutsumi…T,…Matsuda…R,…
Akiyama…H,…Hachisuka…A,…Teshima…R,…Watanabe…T�…
Follow-up… investigation… of…polychlorinated…biphenyl…
concentrations… in… fish… from…tsunami-stricken…areas…of…
Japan.
35th… International… Symposium… on… Halogenated…
Persistent…Organic…Pollutants…(Dioxin…2015)…(2015.8)

Takahashi…Kˎ,…Yasutake…Dˎ,…Kajiwara…Jˎ,…Watanabe…T�…
Dietary…intake…of…hexabromocyclododecane…in…Japan.
35th… International… Symposium… on… Halogenated…
Persistent…Organic…Pollutants…(Dioxin…2015)…(2015.8)

ˎ……Fukuoka… Institute… of…Health… and…Environmental…
Sciences

Yasutake…Dˎ,…Hori…Tˎ,…Takahashi…Kˎ,…Kajiwara… Jˎ,……
Watanabe… T�… Concentration… of… polychlorinated…
biphenyls… (PCBs)…and…hydroxylated…PCBs… in… seafood…
samples…collected…in…Kyusyu…district,…Japan.
35th… International… Symposium… on… Halogenated…
Persistent…Organic…Pollutants…(Dioxin…2015)…(2015.8)

ˎ……Fukuoka… Institute… of…Health… and…Environmental…
Sciences

২ٛಙ，鍋師裕美，લ田๎美，ྛ恭子，五十嵐敦子，
ીզܚ介，ُ井ढ़೭，中村ཬ߳，ᬒ敬浩，穐山浩，๘
ਢլڿ子，松田りえ子，手島玲子，堤智昭ɿྲྀൢࢢ௨食
品の์ࣹ性物࣭ೱ度の実態調査ɽ
第1ճੈ࣍を୲͏ए手のたΊのレギュラトリーサイエ
ンスフΥーラム2015（2015.9）

ఱ倉吉ষˎ1，村क生ˎ1，中村ণ文ˎ2，田༸士ˎ2，堤智昭，
ᬒ敬浩ɿ各छ食品ந出物のAhR݁߹活性ɽ
本生薬学会第62ճ年会（2015.9）

ˎ1…松山大薬学部
吉（ג）…2ˎ

㘩充ˎ1，井སൕˎ1，坂ਅีˎ1，穐山浩，大݄య子，
ୌޱഹ，多田敦子，ਿ本樹，工藤ળˎ2，ᔹ野裕೭ˎ3，…
ྛ，幸ˎ3，河野ಙ昭ˎ3وס ໜ樹ˎ3，ඛ田敦೭ˎ3，川原৴夫ˎ3，
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吉松嘉ˎ3ɿ人工水ߞഓにより生産したカンκウの有
ޮ性評価についてɽ
本生薬学会第62ճ年会（2015.9）

ˎ1…名大学大学Ӄ薬学研究Պ
ˎ2…ࣛ島建ઃ（ג）
ˎ3……（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所薬用২物ݯࢿ研

究ηンター

松田りえ子，山智೭ˎ，ٶ崎ਔ志ˎ，手島玲子，๘ਢ
լڿ子，ᬒ敬浩ɿ食品中์ࣹ性物࣭検査に͓けるద正
なサンプリングܭըɽ
本食品衛生学会第110ճ学ज़講演会（2015.10）

ˎ…名古ࢢ衛生研究所

鍋師裕美，堤智昭，২ٛಙ，๘ਢլڿ子，手島玲子，
松田りえ子，穐山浩ɿՌ実中のストロンチウム90ೱ度調
査ɽ
本食品衛生学会第110ճ学ज़講演会（2015.10）

島య夫ˎ，ੴ井ཬ枝ˎ，∁野ਅ理子ˎ，根本了，手島玲
子ɿLC-MS�MSによる産物中のメタκスルフロン分析
法の開発ɽ
本食品衛生学会第110ճ学ज़講演会（2015.10）

ˎ…࡛玉ݝ衛生研究所

খໆ和ˎ，ௗւӫีˎ，伊佐川૱ˎ，根本了ɿLC-MS�
MSによる産物中のメチΦカルϒ分析法の検討ɽ
本食品衛生学会第110ճ学ज़講演会（2015.10）

ˎ…（Ұࡒ）本食品分析ηンター

村ਅ理子ˎ，ே倉敬行ˎ，関ˎ，൧田智成ˎ，中ཬޫஉˎ，
安田和உˎ，根本了ɿLC-MS�MSによる食品中のジニコ
ナκール試験法ɽ
本食品衛生学会第110ճ学ज़講演会（2015.10）

ˎ…（Ұࡒ）౦ݦژඍڸӃ食とڥのՊ学ηンター

২ٛಙ，鍋師裕美，ย岡༸平，ᬒ敬浩，๘ਢլڿ子，
堤智昭，穐山浩，松田りえ子，手島玲子ɿ原子ྗ発電所
由来の์ࣹ性ηシウムが検出͞れた食品のウランೱނࣄ
度の調査ɽ
本食品衛生学会第110ճ学ज़講演会（2015.10）

ย岡༸平，ᬒ敬浩，ྛ智子，ྛ恭子，穐山浩，手島玲
子ɿ༌入産品の有ݩ素ೱ度の実態調査ɽ
本食品衛生学会第110ճ学ज़講演会（2015.10）

ᬒ敬浩，ย岡༸平，Լ山ߊˎ，ୌᖒ和宏ˎ，穐山浩，
手島玲子ɿアマニに含·れるシアン化߹物の分析ɽ
本食品衛生学会第110ճ学ज़講演会（2015.10）

ˎ…（Ұࡒ）本ྫྷౚ食品検査ڠ会

堤智昭，立ར՚，手島玲子，穐山浩，ᬒ敬浩ɿᗉ製
（ᗉ・Թᗉ）により食品に含·れる多๕߳化水素ɽ
本食品衛生学会第110ճ学ज़講演会（2015.10）

高ڮ浩࢘ˎ，安大ีˎ，ງबӳˎ，ֿ原३ກˎ，ᬒ敬
浩ɿ臭素系೩剤ϔキサϒロϞシクロドデカンのઁऔ量
ਪ定ɽ
本食品衛生学会第110ճ学ज़講演会（2015.10）

ˎ…岡ݝ保健ڥ研究所

安大ีˎ，ງबӳˎ，高ڮ浩࢘ˎ，ֿ 原३ກˎ，ᬒ敬浩ɿ
食品中の塩素系೩剤のઁऔ量ਪ定ɽ
本食品衛生学会第110ճ学ज़講演会（2015.10）

ˎ…岡ݝ保健ڥ研究所

Tsutsumi… T,… Adachi… R,… Teshima… R,… Akiyama…H,…
Matsuda…R,…Watanabe…T�…Concentrations…of…polycyclic…
aromatic…hydrocarbons…in…smoked…foods…in…Japan.
7th… International…Symposium…on…Recent…Advances… in…
Food…Analysis…(2015.11)

根本了，上野ӳೋˎ1，ਆඌయ子ˎ2，খྛΏかりˎ3，ੁ原
隆志ˎ4，Ӭ村ܡҰˎ4，中村फˎ5，山ޱ理߳ˎ6，山田म
Ұˎ7，·すΈˎ8，志田（ᴡ藤）੩Ն，坂井隆敏，松田
りえ子，手島玲子，穐山浩ɿLC�MSによる薬等のҰ
੪試験法I（産物）のଥ性評価݁Ռについてɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

ˎ1…Ѫݝ衛生研究所
ˎ2…島ݝ衛生研究所
ˎ3…৽ׁݝ保健ڥՊ学研究所
保健研究ηンターڥݝ手ؠ…4ˎ
ˎ5…（Ұࡒ）本食品分析ηンター
ˎ6…भڥࢢՊ学研究所
ˎ7…（Ұࡒ)千葉ݝ薬剤師会検査ηンター
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ˎ8…ਆ奈川ݝ衛生研究所

根本了，上野ӳೋˎ1，中村正2ˎن，中村फˎ3，野ޱ昭
Ұ郎ˎ4，志田（ᴡ藤）੩Ն，坂井隆敏，松田りえ子，手
島玲子，穐山浩ɿLC�MSによる薬等のҰ੪試験法ᶘ（畜
水産物）のଥ性評価݁Ռについてɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

ˎ1…Ѫݝ衛生研究所
ˎ2…岡ࢢ保健ڥ研究
ˎ3…（Ұࡒ）本食品分析ηンター
ˎ4…名古ࢢ衛生研究所

志田（ᴡ藤）੩Ն，根本了，手島玲子，穐山浩ɿ加工食
品中のࡴ剤テトラメチレンジスルϗテトラミンのਝ速
分析法ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

志田（ᴡ藤）੩Ն，根本了，手島玲子，穐山浩ɿGC-
TOF-MSを用いたཹ薬Ұ੪分析の検討ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

ᬒ敬浩，ྛ智子，ྛ恭子，穐山浩，手島玲子ɿ食品に
含·れるフランをରとした分析法の開発と実態調査ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

ย岡༸平，ᬒ敬浩，ྛ智子，穐山浩，手島玲子ɿミω
ラルウΥーターྨの各छݩ素ೱ度の実態調査（平成25年
度͓よび平成26年度）ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

ྛ智子，松田りえ子，穐山浩，ᬒ敬浩ɿઁऔ量ਪ定を
的としたڕに͓ける総水銀及びメチル水銀ೱ度の実態
調査ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

٠ത೭，坂井隆敏，根本了，手島玲子，穐山浩ɿLC-
MS�MSによる畜水産物中のクロラムフェニコール分析
法の開発ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

坂井隆敏，根本了，手島玲子，穐山浩ɿLC-MS�MSによ
る畜水産物中のイプロニμκール等分析法の開発ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

鍋師裕美，堤智昭，২ٛಙ，松田りえ子，๘ਢլڿ子，
手島玲子，穐山浩ɿڇ・山ྨࡊ・Ռ実ྨ中の์ࣹ性η

シウムの調理Өڹに関する検討ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

২ٛಙ，鍋師裕美，堤智昭，๘ਢլڿ子，松田りえ子，
穐山浩，手島玲子ɿ์ࣹ性ηシウムが検出͞れた食品の
プルトニウム分析ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

高附巧，২ٛಙ，堤智昭，穐山浩，手島玲子，ᬒ敬浩ɿ
ೕ༮児用調製คೕ中の塩素化μイΦキシンྨ実態調査ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

穐山浩ɿ食品中の検査方法の国ࡍ的なϋーϞナイθー
シϣンについてɽ
食品の༌出ਪ進にる講श会（2015.12）

Akiyama…H,…Adachi…R�…Japanese…framework…for…labeling…
and…testing…of…allergens…in…foods.
Pacifichem…2015…THE…INTERNATIONAL…CHEMICAL…
CONGRESS…OF…PACIFIC…BASIN…SOCIETIES…(2015.12)

島村智子ˎ1，吉田మ平ˎ1，ദ木ৎ֦ˎ1，受田浩೭ˎ2，ਿ
本樹，穐山浩ɿロμンమ法による酸化ࢭ剤の߅酸化
活性評価ɽ
ϏタミンE研究会（2016.1）

ˎ1…高大学学部
ˎ2…高大学Ҭڠಇ学部

穐 山 浩ɿ 学 ज़ 論 文 の ಡ Έ 方， ॻ ͖ 方（ ج 本 ฤ ）
Regulatory…Scienceに͓ける論文のҙຯを౿·えてɽ
本食品化学学会食品Պ学研究のたΊのૅجηミナー

（2016.2）

Ӭ山敏ኍˎ1，根本了，খ木ીج樹ˎ2，高औ૱ˎ3，高野伊
郎ˎ4，松木宏5ˎߊ，݄樹ˎ6ɿ衛生試験法・解　
薬等Ұ੪分析法　LC�MSによる定性͓よび定量（改
訂）ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…明࣏薬Պ大学
ˎ2…（Ұࡒ）本食品分析ηンター
ˎ3…大ࡕ公ऺ衛生研究所
ˎ4…౦ژ健߁安全研究ηンター
ˎ5…サントリーϏジωスエキスύート（ג）
ˎ6…アサヒグループϗールディングス（ג）
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穐山浩ɿ専門ڭҭを学Ϳ上Ͱのレギュラトリーサイエン
スɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ඌ子ˎ1，藤原作平ˎ1，中村政志ˎ2，上থ子ˎ2，松
ӬՂੈ子ˎ2，穐山浩，中山哲ˎ3ɿコチニール色素アレル
ギーஅ࣌のプリックテストと特ҟ的IgE߅体測定の有
用性ɽ…
第275ճ本ൽෘ学会౦ւ方会（2016.3）

ˎ1…大分大学医学部ൽෘՊ学
ˎ2…藤田保健衛生大学医学部ൽෘՊ
ˎ3…サーϞフィッシϟーμイアグノスティックス（ג）

佐藤恭子，秋山裕ˎ1，伊藤夫ˎ2，大槻崇，߂؛子ˎ3，
ᓎ井有ཬ子ˎ4，田原正Ұˎ5，平田ਸ਼生，ٶ川߂೭ˎ5，山
本৴6ˎ࣍，山本純ˎ5…，吉田充7ˎ࠸ɿ食品ఴ加物試験法，
アドόンテーム͓よびωΦテームのHPLC͓よびLC�MS
による定性͓よび定量ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…（Ұࡒ）本ྫྷౚ食品検査ڠ会
（ג）エフ・エフ・アイݯӫࡾ…2ˎ
ˎ3…ਆ奈川ݝ衛生研究所
ˎ4…ԣࢢ衛生研究所
ˎ5…౦ژ健߁安全研究ηンター
ˎ6…（Ұࡒ）౦ݦژඍڸӃ
ˎ7…（Ұࡒ）本食品分析ηンター

Tada…A,…Sugimoto…N,…Nishizaki…Y,…Matsuda…S,…Kawasaki…
H,… Ishizuki…K,…Ohtsuki…T,…Tahara…M,…Suematsu…Tˎ1,…
Yamada…Yˎ2,…Akiyama…H�…Examination…of…quantification…
methods…of…quercetin… in… food…additives…and…reagents…
using…1H…quantitative…NMR.
Pacifichem…2015…(2015.12)

ˎ1…JEOL…RESONANCE…Inc.
ˎ2…Wako…Pure…Chemical…Industries,…Ltd.

建部千絵，古庄紀子，久保田浩樹，佐藤恭子，穐山浩ɿ
キレート樹ݻࢷ૬カートリッジを用いた食品ఴ加物中の
鉛試験法の開発ɽ
本食品化学学会第21ճ総会・学ज़大会（2015.5）

大槻崇，খ田ୖຏ，吉田ಞ࢙ˎ，খྛঘˎ，建部千絵，
久保田浩樹，佐藤恭子，穐山浩ɿLC-MSを用いたೕ
ସ食品中のϏΦチン分析法ɽ

第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ˎ…（Ұࡒ）食品分析開発ηンター SUNATEC

Ohtsuki…T,…Sato…K,…Abe…Y,…Sugimoto…N,…Akiyama…H�…
Development…of…an…absolute…quantification…method…for…
food…additives… in…processed… foods…by… 1H…quantitative…
NMR.
Pacifichem…2015…(2015.12)

人，細木৳泰ˎ1，川島ҁˎ2，関根ඦ߹子ˎ3，ྛ千߁井۽
恵子ˎ4，本ڷˎ4，安Ӭ恵ˎ5，ࢯ家͋けΈˎ5，খ川ঘ6ˎߟ，…
川原るΈ子ˎ6，間幸ढ़ˎ7，古ँ͋Ώ子ˎ7，ݟࣉ子，
久保田浩樹，佐藤恭子，穐山浩ɿ平成26年度マーέット
όスέット方ࣜによるখ児の食品ఴ加物Ұઁऔ量調
査ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

衛生研究所ࢢຈࡳ…1ˎ
ˎ2…ઋࢢ衛生研究所
ˎ3…ઋࢢ衛生研究所（ݱɿઋࢢ食衛生検査所）
ˎ4…千葉ݝ衛生研究所
ˎ5…߳川ڥݝ保健研究ηンター
ˎ6…崎ࢢ保健ڥ試験所
ˎ7…ԭೄݝ衛生ڥ研究所

，介ˎ，多田敦子，ਿ本樹，穐山浩ܒ村क生ˎ，ӽ智
ఱ倉吉ষˎɿطଘఴ加物ʮϞウιウチクந出物ʯの成分
研究ɽ
本生薬学会第62ճ年会（2015.9）

ˎ…松山大学薬学部

吉田，1ˎࡊ村क生ˎ1，島村智子ˎ2，受田浩೭ˎ2，多
田敦子，ਿ本樹，穐山浩，ఱ倉吉ষɿطଘఴ加物ʮ生
コーヒー౾ந出物ʯ活性ը分の成分解析ɽ
第54ճ本薬学会・本薬剤師会・本病Ӄ薬剤師会　
中国࢛国ࢧ部学ज़大会（2015.10）

ˎ1…松山大学薬学部
ˎ2…高大学学部

Miura…Tˎ1,…Nakao…Sˎ1,…Yamada…Yˎ1,…Ohtsuki…T,…Tada…
A,…Tahara…M,…Sugimoto…N,…Yamazaki…Tˎ2,…Saito…Tˎ2,…
Ihara…Tˎ2,…Suematsu…Tˎ3,…Horinouchi…Tˎ4,…Koike…Rˎ4�…
Development…of…standard…solutuions…for…qNMR.
The… 3rd… International… Symposium… on… Process…
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Chemistry…(ISPC2015)…(2015.7)

ˎ1…Wako…Pure…Chemical…Industries,…Ltd.
ˎ2…National…Metrology…Institute…of…Japan
ˎ3…JEOL…RESONANCE…Inc.
ˎ4…Kao…Corporation

ਿ本樹，多田敦子，㟒雄ࡾ，ੴ附ژ子，田ᬑࢥൕཬ，
穐山浩ɿطଘఴ加物ʮম成カルシウムʯ及びʮະম成カ
ルシウムʯの֨ن試験法の検討ɽ
本食品化学学会第21ճ総会・学ज़大会（2015.5）

Sugimoto…N,…Takada…Mˎ1,…Ishizuki…K,…Ohtsuki…T,…Tada…
A,…Nishizaki…Y,…Suematsu…Tˎ2,…Miura…Tˎ3,…Yamada…Yˎ3,……
Horinouchi…Tˎ4,…Koike…Rˎ4,…Kato…Tˎ5,…Togawa…Tˎ1,…
Akiyama…H�…zA2ARIz…vs.…zPULCONz,…a…comparison…of…
qNMR�…internal…and…external…reference…methods.
Pacifichem…2015…(2015.12)

ˎ1…Meiji…Pharmaceutical…University…
ˎ2…JEOL…RESONANCE…Inc.
ˎ3…Wako…Pure…Chemical…Industries,…Ltd.
ˎ4…Kao…Corporation
ˎ5…Japan…Food…Research…Laboratories…(JFRL)

㟒雄ࡾ，多田敦子，ੴ附ژ子，加藤智久，秋山卓美，
穐山浩，ਿ本樹，佐藤恭子ɿメチルύラϕンを内ඪ
४物࣭とするطଘఴ加物ʮ߬素処理ルチン（ந出物）ʯ
HPLC定量分析法の確立ɽ
第̍ճੈ࣍を୲͏ए手のたΊのレギュラトリーサイエ
ンスフΥーラム2015（2015.9）

㟒雄ࡾ，ੴ附ژ子，多田敦子，ਿ本樹，佐藤恭子，
穐山浩ɿ食品中のカルミン酸，4-アミノカルミン酸及び
カルミンのҰ੪分析法の検討ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

加藤智久，多田敦子，河㟒裕美，㟒雄ࡾ，ੴ附ژ子，
建部千絵，古庄紀子，佐藤恭子，ਿ本樹，穐山浩ɿ
qNMRを用いたطଘఴ加物カワラϤϞギந出物の定量法
の開発ɽ
本食品化学学会第21ճ総会・学ज़大会（2015.5）

大槻崇，多田敦，ࡾ子，㟒雄ژੴ附，1ˎ࢘川裕ࢢ
子，ీ川༃ˎ1，松子ˎ2，ਿ本樹，佐藤恭子ɿ
13C-qNMRに関するૅج検討ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…明࣏薬Պ大学薬学部
.JEOL…RESONANCE…Inc（ג）…2ˎ

Miura…Tˎ1,… Sugimoto…N,… Suematsu,… Tˎ2,… Hosoe… J,…
Nishimura…Hˎ3,…Kikuchi…Yˎ3,…Katsuhara…Tˎ3,…Yamashita…
Tˎ4,…Yamada…Yˎ1,…Goda…Y�…Application… of… lA2ARI�…
Accurate…quantitative…NMR…with… internal… reference…
substancez…to…the…Japanese…Pharmacopeia.
EUROMAR…2015…(2015.7)

ˎ1…Wako…Pure…Chemical…Industries,…Ltd.
ˎ2…JEOL…RESONANCE…Inc.
ˎ3…Tsumura…�…Co.
ˎ4…Tokiwa…Phytochemical…Co.,…Ltd.

Miura…Tˎ1,…Sugimoto…N,…Suematsu…Tˎ2,…Asakura…Kˎ2,……
Nakao…Sˎ1,…Yamada…Yˎ1�…Development… of… analytical…
standards…guaranteed…by…qNMR.
AOAC…129th…Annual…Meeting…(2015.9)

ˎ1…Wako…Pure…Chemical…Industries,…Ltd.
ˎ2…JEOL…RESONANCE…Inc.

Kato…Tˎ1,…Sugimoto…N,…Ishizuki…K,…Suematsu…Tˎ2,…Nagae…
Mˎ1,…Inohana…Sˎ1,…Fujita…Kˎ1,…Watai…Mˎ1,…Yasumoto…Kˎ1�……
Absolute…quantification… of… ciguatoxins… standard…by…
quantitative…Nuclear…Magnetic…RESONANCE.
Pacifichem…2015…(2015.12)

ˎ1…Japan…Food…Research…Laboratories…(JFRL)
ˎ2…JEOL…RESONANCE…Inc.

加藤ঘ志ˎ，山㟒ଠҰˎ，㟒雄ࡾ，ਿ本樹，井原ढ़ӳˎɿ
qNMR�LCによるϋロਣ酸ࠞ߹ඪ४液のけ方法の
開発ɽ
第21ճLCテクノプラβ（2016.1）

ˎ…（国研）産業ٕज़総߹研究所

高ڮະ来ˎ，井೭上浩Ұˎ，㟒雄ࡾ，多田敦子，ਿ本樹，
佐藤恭子，穐山浩ɿٯ૬系HPLCによるطଘఴ加物ゴマ
༉ෆけん化物の成分֨نの検討ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…立໋ؗ大学薬学部
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ࣛݩ雄，Ԕ部തଇˎ1，Ѩ部2ˎ，Ѩ部智೭ˎ3，Ѩ部裕，
大坂Ү恵ˎ4，大野य़߳ˎ5，大野浩೭ˎ6，大野雄Ұ郎ˎ7，
大ാণًˎ8，ඌ崎麻子ˎ9，֟原๕ًˎ10，খྛঘˎ11，ࣲ
田തˎ12，関ށ子ˎ13，高坂య子ˎ14，ୠഅ吉保ˎ15，田中…
Ѯˎ16，外岡大幸ˎ17，中పˎ2，野村千枝ˎ18，Ӌੴ奈穂
子ˎ19，ૣ川խ人ˎ20，田ߊయˎ21，松山ॏྙˎ8，ࡾӜढ़
ˎ22，山ޱະ来，ลҰ成ˎ20，佐藤恭子，穐山浩ɿポ
リスチレン製ث۩・༰ثแ装に͓けるش発性物࣭試験の
試験ࣨ間ڞಉ試験ɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ˎ1…（Ұࡒ）本文化用品安全試験所
ˎ2…（Ұࡒ）本食品分析ηンター
ˎ3…（公社）本食品衛生ڠ会
ˎ4…࡛玉ݝ衛生研究所
ˎ5…Ѫݝ衛生研究所
ˎ6…名古ࢢ衛生研究所
ˎ7…（Ұࡒ）千葉ݝ薬剤師会検査ηンター
ˎ8…（国研）産業ٕज़総߹研究所
ˎ9…大ࢢࡕ立ڥՊ学研究所

ˎ10…（Ұࡒ）本ࠄ物検定ڠ会
ˎ11…（Ұࡒ）食品分析開発ηンター SUNATEC
ˎ12…（Ұࡒ）౦ݦژඍڸӃ
ˎ13…ਆ奈川ݝ衛生研究所
ˎ14…（Ұࡒ）食品薬品安全ηンター
ˎ15…（Ұࡒ）食品ڥ検査ڠ会
ˎ16…（Ұ社）本ւࣄ検定ڠ会
ˎ17…͞いた·ࢢ健߁Պ学研究ηンター
ˎ18…大ࡕ立公ऺ衛生研究所
ˎ19…౦ژ健߁安全研究ηンター
ˎ20…（Ұࡒ）化学研究評価機ߏ
ˎ21…野ڥݝ保全研究所
ˎ22…（Ұࡒ）本ྫྷౚ食品検査ڠ会

Ѩ部裕，ࣛݩ雄，山ޱະ来，穐山浩ɿث۩・༰ثแ装
のৠ発ཹ物試験に͓けるৠ発ૢݻס作に関する検討ɽ
本食品化学学会第21ճ学ज़大会（2015.5）

Ѩ部裕，山ޱະ来，ࣛݩ雄，佐藤恭子，穐山浩ɿ
DART-OT�MSを用いたPVC製品中Մ઼剤のਝ速分析法
の開発ɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

Abe…Y,… Yamaguchi…M,…Mutsuga…M,…Akiyama…H�…
Development… of… rapid… direct… analysis…method… for…
plasticizers… in…polyvinyl…chloride… (PVC)…product…using…
direct…analysis…in…real…timerorbitrap…mass…spectrometry…

(DARTrOT�MS).
PacifiChem…2015…(2015.12)

Kawamura… Y�… Current… status… of… food… contact…
regulations…in…Japan.
Global…Food…Contact…2015…(2015.5)

河村葉子，中పˎ1，有Ԕ幸2ˎ࢘，大野浩೭ˎ3，ඌ崎麻
子ˎ4，ۚ 子ྩ子ˎ5，Ӌੴ奈穂子ˎ6，松井लढ़ˎ7，ࣛݩ雄，
村上྄ˎ8ɿ生活用品試験法　ث۩・༰ثแ装͓よび؝۩
試験法　২物༉の総༹出物量ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…（Ұࡒ）本食品分析ηンター
立大学ݝ本۽…2ˎ
ˎ3…名古ࢢ衛生研究所
ˎ4…大ڥࢢࡕՊ学研究所
ˎ5…લ౦ژ健߁安全研究ηンター
ˎ6…౦ژ健߁安全研究ηンター
ˎ7…౦༸製᠒（ג）
ˎ8…（公社）本食品衛生ڠ会

山ޱະ来，Ѩ部裕，ࣛݩ雄，佐藤恭子，穐山浩ɿGC-
MS�MSを用いたث۩・༰ثแ装かΒ༹出するఴ加剤の
Ұ੪分析法の開発ɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ลҰ成ˎ1，ࣛݩ雄，Ѩ部2ˎ，Ѩ部智೭ˎ3，Ѩ部裕，
大坂Ү恵ˎ4，大野य़߳ˎ5，大野浩೭ˎ6，大野雄Ұ郎ˎ7，
ඌ崎麻子ˎ8，֟原๕ًˎ9，খྛঘˎ10，ۙ藤وӳˎ11，ࣲ田
തˎ12，野13ˎࠀ，関ށ子ˎ14，Ԕ部തଇˎ15，高坂య
子ˎ16，ୠഅ吉保ˎ17，田中Ѯˎ18，田中ल幸ˎ13，中పˎ2，…
野村千枝ˎ19，Ӌੴ奈穂子ˎ20，ૣ川խ人ˎ1，田ߊయˎ21，
ະ来，佐藤恭子，穐山浩ɿナイロンޱӜढ़ˎ22，山ࡾ
製ث۩・༰ثแ装に͓けるカプロラクタム試験の試験ࣨ
間ڞಉ試験ɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ˎ1…（Ұࡒ）化学研究評価機ߏ
ˎ2…（Ұࡒ）本食品分析ηンター
ˎ3…（公社）本食品衛生ڠ会
ˎ4…࡛玉ݝ衛生研究所
ˎ5…Ѫݝ衛生研究所
ˎ6…名古ࢢ衛生研究所
ˎ7…（Ұࡒ）千葉ݝ薬剤師会検査ηンター
ˎ8…大ࢢࡕ立ڥՊ学研究所
ˎ9…（Ұࡒ）本ࠄ物検定ڠ会
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ˎ10…（Ұࡒ）食品分析開発ηンター SUNATEC
ˎ11…͞いた·ࢢ健߁Պ学研究ηンター
ˎ12…（Ұࡒ）౦ݦژඍڸӃ
ˎ13…（国研）産業ٕज़総߹研究所
ˎ14…ਆ奈川ݝ衛生研究所
ˎ15…（Ұࡒ）本文化用品安全試験所
ˎ16…（Ұࡒ）食品薬品安全ηンター
ˎ17…（Ұࡒ）食品ڥ検査ڠ会
ˎ18…（Ұ社）本ւࣄ検定ڠ会
ˎ19…大ࡕ立公ऺ衛生研究所
ˎ20…౦ژ健߁安全研究ηンター
ˎ21…野ڥݝ保全研究所
ˎ22…（Ұࡒ）本ྫྷౚ食品検査ڠ会

ᬑ雄Ұˎ，河村葉子，中పˎ，川ޱण೭ˎ，ਿ本敏明ˎ，
Ѩ部裕，ࣛݩ雄ɿ২物༉総༹出物量試験法の改良　ͦ
の3　২物༉ந出法ɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ˎ…（Ұࡒ）本食品分析ηンター

中పˎ，河村葉子，㞛雄Ұˎ，川ޱण೭ˎ，ਿ本敏明ˎ，
Ѩ部裕，ࣛݩ雄ɿ২物༉総༹出物量試験法の改良　ͦ
の4　改良試験法の検ূɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ˎ…（Ұࡒ）本食品分析ηンター

ே倉宏，田樹ˎ，य़文子，山本ໜو，五十ᯩ܅৴ɿ
ウシ内ଁに͓ける出݂性大ەの分と内部ਁ潤
性に関する検討ɽ
第19ճ出݂性大ە感છ研究会（2015.7）

ˎ…（Ұࡒ）本ྫྷౚ食品検査ڠ会

吉村ণಙˎ1，үཅ子ˎ2，٦理人，ਢ田و೭，খ良子ˎ2，
य़文子，五十܅੩৴，ே倉宏ɿժ物野ࡊのछ子に͓け
るඍ生物Ԛછと発ҭにԠ͡たە動態に関する検討ɽ
本ەᴓ学会第42ճ年࣍大会（2015.9）

ˎ1…（Ұࡒ）本ྫྷౚ食品検査ڠ会
ˎ2…麻大学

ਢ田و೭ˎ1，吉村ণಙˎ2，有࿏由Ղˎ3，٦理人，খ良
子ˎ3，य़文子，五十ᯩ܅৴，ே倉宏ɿ充ర౾製品に
͓けるඍ生物Ԛછ実態と保ଘ試験を௨͡たժ胞ەのڍ動
に関する検討ɽ

本ەᴓ学会第42ճ年࣍大会（2015.9）

ˎ1…（Ұࡒ）本食品分析ηンター
ˎ2…（Ұࡒ）本ྫྷౚ食品検査ڠ会
ˎ3…麻大学

٦理人，吉村ণಙˎ，山本ࢻ৫，य़文子，五十ᯩ܅৴，
ே倉宏ɿ衛生ൣن改正લޙに͓けるൢࢢઙ௮け製品のࢦ
ඪەなΒびにە動態に関するൺֱ検討ɽ
本ەᴓ学会第42ճ年࣍大会（2015.9）

ˎ…（Ұࡒ）本ྫྷౚ食品検査ڠ会

ே倉宏，野田大樹ˎ1，吉村ণಙˎ2，খ良子ˎ1，山本ໜ
৴ɿྫྷౚ処理によるܲ中Ͱのカンϐロᯩ܅五十，3ˎو
όクターԚછޮݮՌに関する検討ɽ
第36ճ本食品ඍ生物学会学ज़総会（2015.11）

ˎ1…麻大学
ˎ2…（Ұࡒ）本ྫྷౚ食品検査ڠ会
ˎ3…౦ւ大学

木村浩紀ˎ，࿇পѪٷˎ，山୩Ү子ˎ，ே倉宏，村上࢙֮ˎɿ
ܲ内Ͱの࣌系ྻ的Campylobacter… jejuniの定ண動態
とەม動ཁҼの୳索に関する検討ɽ
第8ճ本カンϐロόクター研究会総会（2015.12）

ˎ…౦ژ業大学

Asakura…H,…Tachibana…M,…Yamamoto…S,…Yamamoto…Sˎ,…
Igimi…S�…Exo…vivo…proteomic…analysis…of…Campylobacter…
jejuni…in…chicken.
UJNR有毒ඍ生物専門部会第50ճถ߹ಉ部会（2016.1）

ˎ…౦ւ大学

ே倉宏，川本恵子ˎ1，٦理人，村上֮2ˎ࢙，倉Ԃ久生ˎ1，…
五 十 ܅ ᯩ ৴ɿCampylobacter…FabG…a⒎ects… fatty…acid…
compositions…to…alter…growth…fitness…in…chicken…gut.
第89ճ本細ە学会総会（2016.3）

ˎ1…ଳ畜産大学
ˎ2…౦ژ業大学

山本ࢻ৫，ே倉宏，岡田由美子，吉田麻རߐ，五十ᯩ܅
৴ɿ国内のܲൢࢢに͓けるESBL産生大ەの分状
況と保有するプラスミドのॾ性状についてɽ
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第89ճ本細ە学会総会（2016.3）

村田ཾ，খ根ᖒང，大խ，松田りえ子，五十ᯩ܅৴ɿ
LS-MS�MSによるԼཀྵ性毒（Φカμ酸܈）の分析法検
討ɽ
第109ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.5）

Oshiro…N,… Sakugawa… Sˎ1,…Kuniyoshi…K,…Murata…R,…
Tachihara…Kˎ2,…Yasumoto…Tˎ3�… LC-MS… analysis… of…
ciguatoxins… from… fish… and… other…marine… organisms…
collected…o⒎…the…coast…of…Japan.
Fifth…Joint…Symposium…and…AOAC…Task…Force…Meeting…
Marine…�…Freshwater…Toxins…Analysis…(2015.6)

ˎ1……Okinawa… Prefectural… Institute… of… Health… and…
Environment…

ˎ2…University…of…the…Ryukyus
ˎ3…Japan…Food…Research…Laboratory

大野祐美ˎ1，෩間美保ˎ1，ᅳ吉ҍ子，佐久川͞つ͖ˎ2，
ྛ田ٓ೭ˎ3，立原Ұ3ˎݑ，খ島ঘˎ1，安ݩ健ˎ4，大
խɿLC-MS�MSを用いたόラフエμイ筋のシガトキシ
ンྨ分析の検討ɽ
第25ճ体ྗ・ӫཆ・໔Ӹ学会大会（2015.8）

ˎ1…ఇژՊ学大学
ˎ2…ԭೄݝ衛生ڥ研究所
大学ٿླྀ…3ˎ
ˎ4…（Ұࡒ）本食品分析ηンター

富川ւˎ1，ᅳ吉ҍ子，ੴ川ًˎ2，খ島ঘˎ1，安ݩ健ˎ3，
大խɿ本भԊ؛生物かΒのLCʵMS�MS…によるシ
ガトキシンྨの୳索ɽ
第25ճ体ྗ・ӫཆ・໔Ӹ学会大会（2015.8）

ˎ1…ఇژՊ学大学
ॏ大学ࡾ…2ˎ
ˎ3…（Ұࡒ）本食品分析ηンター

村美1ˎࡩ，ล美ངˎ2，খ良子ˎ2，ᅳ吉ҍ子，大
խ，立原Ұ1ˎݑɿシガテラ毒ڕόラϋタの年ྸと成，
成ख़，食性ɽ
2015年度本ྨڕ学会年会（2015.9）

大学ٿླྀ…1ˎ
ˎ2…麻大学

富川ւˎ1，ᅳ吉ҍ子，ੴ川ًˎ2，খ島ঘˎ1，安ݩ健ˎ3，
大խɿイシガキμイのLC-MS�MSによるシガトキシ
ンྨ分析検討ɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ˎ1…ఇژՊ学大学
ॏ大学ࡾ…2ˎ
ˎ3…（Ұࡒ）本食品分析ηンター

ᅳ吉ҍ子，村田ཾ，松田りえ子，大խ，五十ᯩ܅৴ɿ
各छೋຕ中Φカμ酸܈のLC-MS�MS分析法の検討ɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ล美ངˎ1，ᅳ吉ҍ子，佐久川͞つ͖ˎ2，高ྮேయˎ2，
খྛ樹ˎ1，খ良子ˎ1，大…խɿLC-MS�MSによ
るシガトキシンྨ分析法の改良検討ɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ˎ1…麻大学
ˎ2…ԭೄݝ衛生ڥ研究所

大野祐美ˎ1，෩間美保ˎ1，ᅳ吉ҍ子，ྛ田ٓ೭ˎ2，佐久
川͞つ͖ˎ3，立原Ұ2ˎݑ，খ島ঘˎ1，安ݩ健ˎ4，大խɿ
όラフエμイ筋のLC-MS�MS法によるCT9sྨ分析ɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ˎ1…ఇژՊ学大学
大学ٿླྀ…2ˎ
ˎ3…ԭೄݝ衛生ڥ研究所
ˎ4…（Ұࡒ）本食品分析ηンター

Oshiro… N�… Detection… of… ciguatoxins… from…marine…
creatures…caught…o⒎…Japanese…waters…by…LC-MS.
Pacifichem…2015…(2015.12)

富川ւˎ1，ᅳ吉ҍ子，ੴ川ًˎ2，๛ഹˎ3，খ島ঘˎ1，
大խɿւ外産ྨڕ試ྉのシガトキシンྨ分析ɽ
平成28年度本水産学会य़ق大会（2016.3）

ˎ1…ఇژՊ学大学
ॏ大学ࡾ…2ˎ
ˎ3…山ޱ大学

ླ木穂高ɿフグ毒のマウス・όイΦアッηイのSCAWの
ۤ௧分ྨɽ
第158ճ本्医学会学ज़ू会（2015.9）
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嶋本敬介ˎ，岡田由美子，খ川ཽ也ˎ，工藤Ղ子ˎ，中
村厚ˎ，久ੈതˎ，ླ木穂高ɿແٿ؟スナωζミのௌ
性װԠ検査ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

ˎ…Ϙκリサーチηンター

岡田由美子，吉田麻རߐ，ઘ୩लণˎ，五十܅੩৴ɿ
Listeria…monocytogenesの分子Ӹ学的解析ɽ
第158ճ本्医学会学ज़ू会（2015.9）

ˎ…国立感છ研究所

Okada… Y , … Suzuk i … H , … Yosh ida… M, … Momose… Y ,…
Igimi… S�… Comparison… of… pathogenicities… of…Listeria…
monocytogenes…serotype…4b…isolates.
第89ճ本細ە学会（2016.3）

秋野和՚子ˎ，斎藤ത೭ˎ，野田衛ɿ食品のウイルス検
査に͓けるِཅ性ࢭରࡦに関する検討ɽ
第36ճ本食品ඍ生物学会学ज़総会（2015.11）

ˎ…秋田ݝ健ڥ߁ηンター

斎藤ത೭ˎ，秋野和՚子ˎ，野田衛ɿ食品のサポウイル
ス検査にύンιルϏン・トラップ法を用いるࡍのRNA
検出系の最ద化ɽ
第36ճ本食品ඍ生物学会学ज़総会（2015.11）

ˎ…秋田ݝ健ڥ߁ηンター

ੁ原子ˎ1，木村ढ़介ˎ1，ླ木༏子ˎ1，佐ʑ木美1ˎߐ，
২木༸ˎ1，ᬒઅˎ1，ਅ࠭Ղ2ˎ࢙，大村達夫ˎ3，野田衛ɿ
カキかΒのノロウイルスந出法の検討ɽ
第36ճ本食品ඍ生物学会学ज़総会（2015.11）

ηンターڥ保健ݝٶ…1ˎ
ˎ2…国ࡍ連߹大学サスティナϏリティー高等研究所
ˎ3…౦大学ະ来Պ学ٕज़ڞಉ研究ηンター

斎藤ത೭ˎ1，秋野和՚子ˎ1，田中智೭ˎ2，野田衛ɿ食品
検体の病原ウイルス検査にύンιルϏン・トラップ法を
用いるࡍのัଊ߅体ݯڅڙに関する検討ɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ˎ1…秋田ݝ健ڥ߁ηンター
衛生研究所ࢢࡖ…2ˎ

খੁ大࢚ˎ，上間ڡ，খ良子ˎ，野田衛ɿൢࢢアルコー
ル系ফ毒剤によるωコカリシウイルスෆ活化ޮՌのൺ
ֱɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ˎ…麻大学・生໋ڥՊ学部

Iritani…Nˎ1,… Yamamoto… Sˎ1,2,… Kaida…Aˎ1,…Abe…Nˎ1,…
Kanbayashi…Dˎ1,2,…Kubo…Hˎ1,…Noda…M�…Norovirus…GII.17…
detected…in…Osaka…City,…Japan.
第63ճ本ウイルス学会学ज़ू会（2015.11）

ˎ1…大ࢢࡕ立ڥՊ学研究所
ˎ2…大ࡕ公ऺ衛生研究所

Saito…Hˎ,…Akino…Wˎ,…Noda…M�…Optimization… of…RT-
PCR…to…detect…Sapovirus…RNA…recovered…by…PANtrap…
method.
第63ճ本ウイルス学会学ज़ू会（2015.11）

ˎ…秋田ݝ健ڥ߁ηンター

Nagoya…Mˎ,… Inasaki… Nˎ,… Shima… Iˎ,… Itamochi…Mˎ,…
Inahata…Rˎ,…Obuchi…Mˎ,…Noda…M,…Sata…Tˎ,…Takizawa…
Tˎ�… Detection… of… noroviruses… from… outbreaks… of…
gastroenteritis…by…metagenomic…analysis.
第63ճ本ウイルス学会学ज़ू会（2015.11）

ˎ…富山ݝ衛生研究所

吉富ल྄ˎ，Ѷ塚由紀ˎ，野田衛ɿൢࢢカキかΒ検出͞
れたノロウイルスGII.17の分子Ӹ学解析.
第36ճ本食品ඍ生物学会学ज़総会（2015.11）

ˎ…岡ݝ衛生研究所

野田衛ɿ感છ性ਪ定遺，ڡ上間，ˎ࢚ণ美，খੁ大ݩࡾ
伝子検査法を用いた高ѹ処理によるノロウイルスにରす
るෆ活化ޮՌの検ূɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ˎ…麻大学・生໋ڥՊ学部

上間ڡ，র山Ꮼࡊˎ，ງ内ඦ恵ˎ，ઙ川Ѫˎ，ݩࡾণ美，
野田衛ɿカキかΒのノロウイルス検出に͓ける௨法，
改良法，感છ性ਪ定遺伝子検査法のൺֱɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）
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ˎ…明࣏薬Պ大学

等による食品ഔ（VTEC）ە嶋३ɿϕロ毒素産生大ࣉ
介感છの分子Ӹ学的解析ɽ
食品ഔ介感છࢭにけた食品安全確保のたΊの定
性的・定量的アプローチに関する国ࡍシンポジウム

（2015.12）

Terajima… J,… Izumiya…Hˎ,… Ohnishi…Mˎ�…Molecular…
Epidemiological…Analysis… of… Foodborne… Infection…
with…Enterohemorrhagic…E.… coli… and…other…Bacterial…
Pathogens.
50th…Toxic…Microorganisms…Joint…Panel…Meeting…(2016.1)

ˎ…National…Institute…of…Infectious…Diseases

野ধˎ1，ླ木࢙恵ˎ2，山崎ঊ子ˎ3，খయ子ˎ4，٠
理ؠ，5ˎܛᔹ߳৫ˎ6，Ӭ井༎樹ˎ7，ү部ॱ子ˎ8，山田裕
子ˎ9，坂本ҁˎ10，上田泰11ˎ࢙，森哲也ˎ12，中川13ˎ߂，
大塚Ղ子ˎ1，工藤由ى子ɿ食品に͓ける出݂性大
6݂ە清܈試験法のコラϘレイティϒスタディによる
評価ɽ
第19ճ出݂性大ە感છ研究会（2015.7）

ˎ1…࡛玉ݝ衛生研究所
ˎ2…੩岡ڥࢢ保健研究所
ˎ3…ਿฒ۠衛生試験所
ˎ4…౦ژ健߁安全研究ηンター
ˎ5…島ݝ衛生研究所
保健研究ηンターڥݝ手ؠ…6ˎ
研究所ڥ保健ݝॏࡾ…7ˎ
ˎ8…富山ݝ衛生研究所
ηンターڥ立総߹ٕज़研究所保健ݝ島…9ˎ

衛生研究所ࢢ島…10ˎ
ˎ11…ਆށ検Ӹ所
ˎ12…（Ұࡒ）౦ݦژඍڸӃ
BMLフード・サイエンス（ג）…13ˎ

，子ى٠裕，工藤由，原美子ٶ，崎敦隆，山㟒朗子ۼ
をϞデルとしە性ບԌ原Ҽە嶋३，ล麻衣子ɿਅࣉ
た細胞調製品のඍ生物ਝ速測定法の検討ɽ
本ەᴓ学会第42ճ年࣍大会（2015.9）

森哲也ˎ，ඌ清߳，؛野かなえˎ，๛ˎ，高田薫，
工藤由ى子ɿ出݂性大ەの食品かΒの検出に͓け
るDNAந出法͓よび遺伝子検出法の検討ɽ

本ەᴓ学会第42ճ年࣍大会（2015.9）

ˎ…（Ұࡒ）౦ݦژඍڸӃ

ਿ山ؠ，1ˎ࣏出ٛ人ˎ2，ಙ岡ӳ྄ˎ3，ඌ智裕ˎ1，ᜊ
藤志保子ˎ4，大༑良ޫˎ5，খপത隆ˎ6，中川7ˎ߂，田中
ኍ行ˎ8，工藤由ى子ɿԌϏϒリΦのೋຕかΒの分
状況とӸ学的؍かΒのTRHの病原性に関するߟɽ
第49ճԌϏϒリΦシンポジウム（2015.10）

ˎ1…੩岡ڥݝ衛生Պ学研究所
研究所ڥ保健ݝॏࡾ…2ˎ
研究所ڥ保健ݝ本۽…3ˎ
ˎ4…秋田ݝ健ڥ߁ηンター
લ大学߂…5ˎ
ˎ6…౦ւ大学
BMLフード・サイエンス（ג）…7ˎ
ˎ8…本食品分析ηンター

大塚Ղ子ˎ1，大ࡕ美ࣿˎ1，工藤由ى子，খপത隆ˎ2，
୩進ˎ6，ਔ۽，5ˎ߂Ӭˎ3,4，૿田高志ˎ3,5，খᖒҰݑྠࡾ
Պಙ4ˎܒɿ人工ւ水によるྨڕに͓けるԌϏϒリΦԚ
છのݮ化͓よびエラ・内ଁに͓ける高ەԚછɽ
第49ճԌϏϒリΦシンポジウム（2015.10）

ˎ1…࡛玉ݝ衛生研究所
ˎ2…౦ւ大学
ˎ3…੩岡ڥݝ衛生Պ学研究所
ˎ4…౦ւ大学ظ大学部
ˎ5中部衛生検査ηンター
ˎ6…౦ژ大学大学Ӄ

ੴ川ெ子ˎ1，ᜊ藤明美ˎ1，吉田৴Ұ郎ˎ1，ࢢ川ر美ˎ2，
森哲也ˎ2，伊藤ˎ2，本ঘ人ˎ3，加藤Ұ郎ˎ4，ྛ ৳೭ˎ5，
工藤由ى子ɿθリーҿྉ͓よびܗݻ化成分を含有するค
清ྋҿྉの細ە試験法の題とͦの改ળ法の検討ɽ
第36ճ本食品ඍ生物学会学ज़総会（2015.11）

ˎ1…（Ұࡒ）本食品分析ηンター
ˎ2…（Ұࡒ）౦ݦژඍڸӃ
ˎ3…サントリーϏジωスエキスύート（ג）
伊藤Ԃ（ג）…4ˎ
ˎ5…キリン（ג）

大塚Ղ子ˎ1，森哲也ˎ2，上田泰3ˎ࢙，中川4ˎ߂，清水
大ีˎ4，ߕ൹明美ˎ5，খయ子ˎ5，ඌ清߳，ࣉ嶋३，
工藤由ى子ɿ食品の出݂性大ە検査に͓けるVT
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遺伝子検出機ث及び試薬の検討ɽ
第36ճ本食品ඍ生物学会学ज़総会（2015.11）

ˎ1…࡛玉衛生研究所
ˎ2…（Ұࡒ）౦ݦژඍڸӃ
ˎ3…ਆށ検Ӹ所
BMLフードサイエンス（ג）…4ˎ
ˎ5…౦ژ健߁安全研究ηンター

松୩佐子ɿ転写Ҽ子ArtAのDNA݁߹解析のたΊの
৽しい手法の開発とͦの݁߹部位ɽ
第38ճ本分子生物学会年会（2015.12）

崎敦隆ɿヒトഓཆ細胞を用いたエϐジェωティック毒ۼ
性検出ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

ล麻衣子，ԡ方智也子ˎ1，ᜊ藤明美ˎ1，ੴ田խ2ˎ࢚，
খྛҰˎ2，内勝ˎ2，ח田༸Ұˎ3，ࣉ嶋३，木ᖒঘ
実ˎ1ɿ౦本大ࡂに͓けるԠٸԾઃॅॅຽをରと
したثٵݺアレルギーूஂ検1・ਅە調査ɽ
第64ճ本アレルギー学会学ज़大会（2015.5）

ˎ1…（ಠ）国立病Ӄ機ߏ૬原病Ӄ
ˎ2…ੴר十ࣈ病Ӄ
手大学ؠ…3ˎ

木ᖒঘ実ˎ1，ԡ方智也子ˎ1，ੴ田խ2ˎ࢚，খྛҰˎ2，
内勝ˎ2，ᜊ藤明美ˎ1，ח田༸Ұˎ3，ࣉ嶋३，ล麻衣子ɿ
౦本大ࡂに͓けるԠٸԾઃॅॅຽをରとしたݺ
アレルギーूஂ検2・Ӹ学調査ɽثٵ
第64ճ本アレルギー学会学ज़大会（2015.5）

ˎ1…（ಠ）国立病Ӄ機ߏ૬原病Ӄ
ˎ2…ੴר十ࣈ病Ӄ
手大学ؠ…3ˎ

ԡ方智也子ˎ1，ล麻衣子，ੴ田խ2ˎ࢚，খྛҰˎ2，
ᜊ藤明美ˎ1，ח田༸Ұˎ3，ࣉ嶋३，内勝ˎ2，木ᖒঘ
実ˎ1ɿ౦本大ࡂに͓けるԠٸԾઃॅॅຽをରと
したثٵݺアレルギーूஂ検3・͏つの調査ɽ
第64ճ本アレルギー学会学ज़大会（2015.5）

ˎ1…（ಠ）国立病Ӄ機ߏ૬原病Ӄ
ˎ2…ੴר十ࣈ病Ӄ
手大学ؠ…3ˎ

ᜊ藤明美ˎ1，木ᖒঘ実ˎ1，ԡ方智也子ˎ1，ੴ田խ2ˎ࢚，
খྛҰˎ2，内勝ˎ2，ח田༸Ұˎ3，ࣉ嶋३，ล麻衣子ɿ
౦本大ࡂに͓けるԠٸԾઃॅॅຽをରとしたݺ
アレルギーूஂ検4・݂清学的調査ɽثٵ
第64ճ本アレルギー学会学ज़大会（2015.5）

ˎ1…（ಠ）国立病Ӄ機ߏ૬原病Ӄ
ˎ2…ੴר十ࣈ病Ӄ
手大学ؠ…3ˎ

ੴ田խ1ˎ࢚，内勝ˎ1，大久保༇Ұˎ1，ຬ田৻介ˎ1，
花ז正和ˎ1，খྛҰˎ1，ᜊ藤明美ˎ2，ԡ方智也子ˎ2，
木ᖒঘ実ˎ2，ล麻衣子ɿ౦本大ޙࡂに発した
Aspergillus…versicolorによるアレルギーࢧؾഏਅە
の1ྫɽ
第64ճ本アレルギー学会学ज़大会（2015.5）

ˎ1…ੴר十ࣈ病Ӄ
ˎ2…国立病Ӄ機ߏ૬原病Ӄ

Watanabe , … M � … Re la t i onsh ip … between… Funga l…
contamination…and…health…hazard…in…Temporary…Houses…
after…the…Great…East…Japan…Calamity.…
The…9…International…Symposium…on…Heating,…Ventilation…
and… Air… Conditioning… and… the… 3… International…
Conference… on…Building…Energy… and…Environment…
(2015.7)

ԡ方智也子ˎ1，ล麻衣子，ੴ田խ2ˎ࢚，খྛҰˎ2，
ᜊ藤明美ˎ1，ח田༸Ұˎ3，ࣉ嶋३，内勝ˎ2，木ᖒঘ
実ˎ1ɿ౦本大ࡂに͓けるԠٸԾઃॅॅຽをରと
したثٵݺかびアレルギーूஂ検1・ྟচɽ
第24ճ本ྟচڥ医学会学ज़総会（2015.6）

ˎ1…（ಠ）国立病Ӄ機ߏ૬原病Ӄ
ˎ2…ੴר十ࣈ病Ӄ
手大学ؠ…3ˎ

ล麻衣子，ԡ方智也子ˎ1，ᜊ藤明美ˎ1，ੴ田խ2ˎ࢚，
খྛҰˎ2，ח田༸Ұˎ3，ࣉ嶋३，内勝ˎ2，木ᖒঘ
実ˎ1ɿ౦本大ࡂに͓けるԠٸԾઃॅॅຽをରと
したثٵݺかびアレルギーूஂ検2・ૅجɽ
第24ճ本ྟচڥ医学会学ज़総会（2015.6）

ˎ1…（ಠ）国立病Ӄ機ߏ૬原病Ӄ
ˎ2…ੴר十ࣈ病Ӄ
手大学ؠ…3ˎ
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ล麻衣子，ᜊ藤明美ˎ1，ԡ方智也子ˎ1，খপルミˎ2，
ੴ田խ3ˎ࢚，খྛҰˎ3，ח田༸Ұˎ4，ࣉ嶋३，内勝ˎ3，
木ᖒঘ実ˎ1ɿԠٸԾઃॅॅຽをରとしたثٵݺア
レルギーूஂ検1・ਅە調査ɽ
第46ճ本職業・ڥアレルギー学会総会・学ज़大会

（2015.7）

ˎ1…（ಠ）国立病Ӄ機ߏ૬原病Ӄ
ˎ2…౦ژ立産業ٕज़研究ηンター
ˎ3…ੴר十ࣈ病Ӄ
手大学ؠ…4ˎ

木ᖒঘ実ˎ1，ԡ方智也子ˎ1，ੴ田խ2ˎ࢚，খྛҰˎ2，
ᜊ藤明美ˎ1，ח田༸Ұˎ3，ڮ本Ұ浩ˎ4，ࣉ嶋३，内勝ˎ2，
ล麻衣子ɿԠٸԾઃॅॅຽをରとしたثٵݺアレ
ルギーूஂ検2・ᄶଉのӸ学調査ɽ
第46ճ本職業・ڥアレルギー学会総会・学ज़大会

（2015.7）

ˎ1…（ಠ）国立病Ӄ機ߏ૬原病Ӄ
ˎ2…ੴר十ࣈ病Ӄ
手大学ؠ…3ˎ
エフシージー総߹研究所（ג）…4ˎ

ԡ方智也子ˎ1，ล麻衣子，ੴ田խ2ˎ࢚，খྛҰˎ2，
ᜊ藤明美ˎ1，খྛ樹ˎ3，ח田༸Ұˎ4，ࣉ嶋३，内勝ˎ2，
木ᖒঘ実ˎ1ɿԠٸԾઃॅॅຽをରとしたثٵݺア
レルギーूஂ検3・ᄶଉと͏つɽ
第46ճ本職業・ڥアレルギー学会総会・学ज़大会

（2015.7）

ˎ1…（ಠ）国立病Ӄ機ߏ૬原病Ӄ
ˎ2…ੴר十ࣈ病Ӄ
ˎ3…麻大学
手大学ؠ…4ˎ

ᜊ藤明美ˎ1，木ᖒঘ実ˎ1，ԡ方智也子ˎ1，ੴ田խ2ˎ࢚，
খྛҰˎ2，内勝ˎ2，山㟒朗子ˎ3，ח田༸Ұˎ3，ࣉ嶋३，…
ล麻衣子ɿԠٸԾઃॅॅຽをରとしたثٵݺアレ
ルギーूஂ検4・݂清学的調査ɽ
第46ճ本職業・ڥアレルギー学会総会・学ज़大会

（2015.7）

ˎ1…（ಠ）国立病Ӄ機ߏ૬原病Ӄ
ˎ2…ੴר十ࣈ病Ӄ
手大学ؠ…3ˎ

川上裕1ˎ࢘，ԣ山ڮ，2ˎ࣏ߞ本ルイコˎ3，ڮ本Ұ浩ˎ1，
ઙ野勝Ղˎ4，ӄٛ樹ˎ4，岡༸平ˎ4，খ田ঘ幸ˎ1，
ล麻衣子，∁࣏ڮஉˎ2ɿমய工に͓けるྨە߿ࠇの調
査とマイコトキシン産生ɽ
ࢢ有生物理学会第36ճ大会・総会（2015.7）

エフシージー総߹研究所（ג）…1ˎ
ˎ2…千葉大学ਅە医学研究ηンター
ˎ3…千葉ݝ衛生研究所
ˎ4…奈良ڥ・؍ܠݝ総߹ηンター

大内༐樹ˎ1，富༑അˎ2，井和1ˎ࠸，খྛ樹ˎ3，
ล麻衣子，ח田༸Ұˎ1ɿੈ࣍シークエンサーによる
Aspergillus…restrictusの৽نアレルゲンのಉ定と解析ɽ
第158ճ本्医学会学ज़ू会（2015.9）

手大学ؠ…1ˎ
ˎ2…（ಠ）国立病Ӄ機ߏ૬原病Ӄ
ˎ3…麻大学

大内༐樹ˎ1，༑അˎ2，井和1ˎ࠸，খྛ樹ˎ3，
ล麻衣子，ח田༸Ұˎ1ɿੈ࣍シークエンサーを用いた
৽نカϏアレルゲンのಉ定と解析ɽ
本ەᴓ学会第42ճ年࣍大会（2015.9）

手大学ؠ…1ˎ
ˎ2…（ಠ）国立病Ӄ機ߏ૬原病Ӄ
ˎ3…麻大学

ԡ方智也子ˎ，ᜊ藤明美ˎ，ล麻衣子，ງ田ҁ子ˎ，安
枝浩ˎ，ᜊ藤生朗ˎ，木ᖒঘ実ˎɿங10年マンシϣンの
外น工ࣄを機に発しChaetomium…globosumの関༩が
ࣔࠦ͞れたա敏性ഏԌのҰྫɽ
第59ճ本医ਅە学会総会・学ज़ू会（2015.10）

ˎ…（ಠ）国立病Ӄ機ߏ૬原病Ӄ

吉本༏ཬˎ1，ล麻衣子，吉成也，∁࣏ڮஉˎ2，খ
良子ˎ1，ࣉ嶋३ɿ༌入খഴに͓けるフβリウムトキシン
産生ەの分に関する研究ɽ
本マイコトキシン学会第78ճ学ज़講演会（2016.1）

ˎ1…麻大学
ˎ2…千葉大学ਅە医学研究ηンター

Watanabe…M�…Study…on…distribution…of… trichothecens-
producing…Fusarium…isolated…adzuki…beans.
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UJNR有毒ඍ生物専門部会第50ճ大会ถ߹ಉ部会

，本Ұ浩ˎ3，খ田ঘ幸ˎ3ڮ，本ルイコˎ1，中川ത೭ˎ2ڮ
川上裕3ˎ࢘，ล麻衣子，岡༸平ˎ4，ӄٛ樹ˎ4，ԣ
山࣏ڮ∁，5ˎ࣏ߞஉˎ5ɿ本ワイナリーかΒ分͞れた
フϞニシン産生Fusarium…ଐەの性状とछ試験ɽ
本マイコトキシン学会第78ճ学ज़講演会（2016.1）

ˎ1…千葉ݝ衛生研究所
ˎ2……（国研）業・食品産業ٕज़総߹研究機ߏ食品総߹研

究所
エフシージー総߹研究所（ג）…3ˎ
ˎ4…奈良ݝ保健研究ηンター
ˎ5…千葉大学ਅە医学研究ηンター

大純Ұˎ1，খྛ樹ˎ2，ล麻衣子，山田मˎ3，水୩
，本Ұ浩ˎ5，清水公ಙˎ6ڮ，5ˎ࢘పˎ4，川上裕ڮ高，3ˎ࣏
田༸Ұˎ8ɿデータϕースかΒח，7ˎ࣏உ，花ത࣏ڮ∁
બ出͞れたカϏアレルゲンީิ遺伝子のAspergillusଐ
内に͓けるྻൺֱとアレルゲン性の検討ɽ
第10ճ本ゲノムඍ生物学会年会（2016.3）

ˎ1…JST・όイΦサイエンスデータϕースηンター
ˎ2…麻大学
ˎ3…（ಠ）ञྨ総߹研究所
ෞηラπク製所ذ（ג）…4ˎ
エフシージー総߹研究所（ג）…5ˎ
ˎ6…౦ژ理Պ大学
ˎ7…千葉大学
手大学ؠ…8ˎ

Ohnishi…T,…Kikuchi…Y,… Furusawa…H,…Yoshinari…T,…
Yamazaki…A,…Kamata…Yˎ1,…Sugita-Konishi…Yˎ2�…Electron…
Microscopic…Study…on…Kudoa…septempunctata…Infecting…
Olive…Flounder.
IAFP…European…Symposium…on…Food…Safety…(2015.4)

ˎ1…Iwate…University
ˎ2…Azabu…University

Takeuchi…F,…Sekizuka…Tˎ1,…Ogasawara…Yˎ1,…Yokoyama…
Hˎ2,…Kamikawa…Rˎ3,… Inagaki…Yˎ4,…Nozaki…Tˎ1,4,…Sugita-
Konishi…Yˎ5,…Ohnishi…T,…Kuroda…Mˎ1�… Phylogenetic…
analysis…of… a…Myxozoan…Genus…Kudoa…Mitochondrial…
Genomes,…and…the…modulation…of…host…innate…immunity…
by…Kudoa…infection.
2nd… International… Symposium…Matryoshka-type…

Evolution…of…Eukaryotic…Cells…(2015.9)

ˎ1…National…Institute…of…Infectious…Diseases
ˎ2…The…University…of…Tokyo
ˎ3…Kyoto…University
ˎ4…University…of…Tsukuba
ˎ5…Azabu…University

大߂و，ؙ亜ر子，吉成也，ח田༸Ұˎ1，খ良
子ˎ2ɿ原Ҽෆ明有ۤྫࣄ検体かΒの೪液胞子の検
出ɽ
第36ճ本食品ඍ生物学会学ज़総会（2015.11）

手大学ؠ…1ˎ
ˎ2…麻大学

吉成也ɿアフラトキシンM1֨نઃ定の֓ཁとܦҢɽ
ifia…JAPAN…2015食の安全・Պ学フΥーラム　第14ճη
ミナー �国ࡍシンポジウム（2015.5）

吉成也，ླ木ዳརˎ，খ良子ˎ，ࣉ嶋३ɿϖプチジ
ルψクレΦシド系化߹物のアフラトキシン生産્活
性ɽ
本マイコトキシン学会第77ճ学ज़講演会（2015.9）

ˎ…麻大学

吉成也ɿマイコトキシンの分析法とԚછ実態についてɽ
平成27年度マイコトキシン研म会（2015.9）

吉成也，ࣉ嶋३ɿ本に༌入͞れるখഴに含·れるカ
Ϗ毒のԚછ実態ɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ླ木݁子ˎ，ล麻衣子，খ良子ˎ，ࣉ嶋३，吉成也ɿ
খഴかΒ単͞れたフβリウムଐەのँ物の解析とエ
ンニアチンྨのԚછ実態ɽ
本マイコトキシン学会第78ճ学ज़講演会（2016.1）

ˎ…麻大学

Kikuchi…Y,…Yusa…S,…Kubosaki…A,…Terajima…J,…Kanayasu-
Toyoda…T,…Yamaguchi…T�…Expression…of…a…splice…variant…
of…prion…protein… in…human…glioblastoma…cell… line…T98G…
regulated…by…the…overexpression…of…bHLH…transcription…
factor…DEC1.
The…3rd…Conference…of… the…Japanese…Association… for…
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Hypoxia…Biology…(2015.7)

๛田॔ߐ，田中建志ˎ，٠裕，内田恵理子，山ޱরӳɿ
単֩ٿ由来݂内ൽલۦ細胞の細胞ਁ潤に͓けるບ݁߹
MMP ʖ 9のׂとヒアルロニμーθ処理による્ɽ
第38ճ本分子生物学会年会第88ճ本生化学会大会

（2015.12）

ˎ…本薬Պ大

山村൏志ˎ，大村ҁ子ˎ，ᓎ井美ӫˎ，੪藤麻紀子ˎ，松
ඌ健Ұˎ，井千恵，₫島由ೋ，٠裕ɿΦκン ʖ ա酸
化水素ࠞ߹ガスのエンドトキシンෆ活化ޮՌɽ
本ەᴓ学会第42ճ年࣍大会（2015.9）

IHI（ג）…ˎ

ᓎ井美ӫˎ，山村൏志ˎ，大村ҁ子ˎ，੪藤麻紀子ˎ，松
ඌ健Ұˎ，井千恵，₫島由ೋ，٠裕ɿΦκン ʖ ա酸
化水素ࠞ߹ガスのޮەࡴՌɽ

IHI（ג）…ˎ

٠裕ɿ本薬ہ方生物試験法のݱ状とޙࠓのల開ɽ
第31ճGMPとόリデʵシϣンをΊ͙るॾ題に関する
シンポジウムʵ第17改正本薬ہ方の最৽報を౿·え
てʵ（2016.3）

₫島由ೋ，٠裕，山村൏志ˎɿΦκン ʖ ա酸化水素
ࠞ߹ガスによるエンドトキシンのෆ活化なΒびにޮەࡴ
Ռɽ
第31ճGMPとόリデʵシϣンをΊ͙るॾ題に関する
シンポジウムʵ第17改正本薬ہ方の最৽報を౿·え
てʵ（2016.3）

IHI（ג）…ˎ

出水༱介，ࡾᖒ隆࢙，久保࠸و，諫田泰成，Ԟ平ܡҰ
郎，関野祐子，内藤װ，栗原正明ɿエストロゲン受༰
体転写活性化્を有するϔリカルϖプチドの開発ɽ
έミカルόイΦロジー第10ճ年会（2015.6）

出水༱介，栗原正明ɿϔリカルϖプチドを用，࢙ᖒ隆ࡾ
いたϏタミンD受༰体（VDR）-コアクチϕータ૬ޓ作
用્剤の創製ɽ
έミカルόイΦロジー第10ճ年会（2015.6）

ԭߤཅ，出水༱介，ࡾᖒ隆࢙，正田卓࢘，部隆行，
内藤װ，栗原正明ɿHisタグタンύク࣭Ԡ性ޫܬプ
ローϒの開発ɽ
έミカルόイΦロジー第10ճ年会（2015.6）

ࡗ 原 紀 和ˎ1，Gianfranco…Balboniˎ2，Cenzo…Congiuˎ2，
Valentina…Onnisˎ2，出水༱介，ࡾᖒ隆࢙，栗原正明，
加藤ળ久ˎ1，ؙ山ಙ1ˎݟ，外山政明ˎ1，岡本実Ղˎ3，അ
ণൣˎ3ɿ৽نトリアジン༠ಋ体の߹成とͦれΒの߅
HIV-1活性評価ɽ
έミカルόイΦロジー第10ճ年会（2015.6）

ˎ1…ಙ島文理大学߳川薬学部
ˎ2…University…of…Cagliari
ˎ3…ࣛ児島大学医学部

大庭ˎ，古川か΄りˎ，加藤巧അˎ，山Լത子，出水༱介，
栗原正明，田中正Ұˎɿアルギニン含有ϖプチドの細胞
ບಁա性とpDNAデリόリーに関する研究ɽ
第31ճ本DDS学会学ज़ू会（2015.7）

ˎ…崎大学大学Ӄ医ࣃ薬学総߹研究Պ

山Լത子，出水༱介，ࡾᖒ隆࢙，大庭ˎ，田中正Ұˎ，
部隆行，内藤װ，栗原正明ɿDDSキϟリアをࢦし
たカチΦン性ඇఱવアミノ酸ಋ入ϖプチドの開発ɽ
第31ճ本DDS学会学ज़ू会（2015.7）

ˎ…崎大学大学Ӄ医ࣃ薬学総߹研究Պ

出水༱介，ᴳ島ˎ，栗原正明ɿノンηコス，࢙ᖒ隆ࡾ
テロイドܕVDRリガンドの創製ɽ
第1ճNeo…Vitamin…D…Workshop（2015.8）

ˎ…本大学医学部

，ґ岡౧子，出水༱介，大岡৳௨，木Լ恵Ѫ，࢙ᖒ隆ࡾ
ᴳ島ˎ，内藤װ，栗原正明ɿアルキルجを有す
るϏタミンD受༰体リガンドの創製ɽ
第59ճ本薬学会関౦ࢧ部大会（2015.9）

ˎ…本大学医学部

ґ岡౧子，ࡾᖒ隆࢙，出水༱介，大岡৳௨，ᴳ島ˎ1，
ೆӢਈ2ˎ࢙，内藤װ，栗原正明ɿジフェニルメタンを
剤͓よび分としたエストロゲン受༰体転写્֨ࠎ本ج
解༠ಋ剤の開発ɽ
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第59ճ本薬学会関౦ࢧ部大会（2015.9）

ˎ1…本大学医学部
ˎ2…工学Ӄ大学

田中ࡾ，࠸ࠀᖒ隆࢙，出水༱介，諫田泰成，ᴳ島ˎ，
関野祐子，内藤װ，栗原正明ɿジフェニルメタンをج
本֨ࠎとするエストロゲン受༰体アンタゴニストの創
製ɽ
第59ճ本薬学会関౦ࢧ部大会（2015.9）

ˎ…本大学医学部

出水༱介，ࡾᖒ隆࢙，内山奈穂子，花尻瑠理，袴塚高志，
栗原正明ɿコンϐュータシミュレーシϣンによる߹成カ
ンナϏノイドのCB1受༰体の݁߹༷ࣜ解析ɽ
第59ճ本薬学会関౦ࢧ部大会（2015.9）

山Լത子，出水༱介，ࡾᖒ隆࢙，部隆行，大庭ˎ，
田中正Ұˎ，内藤װ，栗原正明ɿ細胞ບಁա性の上
をࢦしたカチΦン性アミノ酸の߹成͓よびͦのԠ用ɽ
第41ճԠと߹成の進าシンポジウム（2015.10）

ˎ…崎大学大学Ӄ医ࣃ薬学総߹研究Պ

，ґ岡౧子，出水༱介，大岡৳௨，木Լ恵Ѫ，࢙ᖒ隆ࡾ
ᴳ島ˎ，内藤װ，栗原正明ɿアルキルを有する
ノンηコステロイドܕVDRリガンドの創製ɽ
第41ճԠと߹成の進าシンポジウム（2015.10）

ˎ…本大学医学部

ࡾ，原紀和ˎ1，五十嵐३介ˎ2，高田麻紀ˎ2，出水༱介ࡗ
ᖒ隆࢙，栗原正明，খ良士ˎ2，加藤ળ久ˎ1，ؙ 山ಙ1ˎݟ，
塚本Ү子ˎ2ɿ݂৽生促進剤をࢦした2-クロル素
ΦキηタノシンA（COA-Cl）の৽ن༠ಋ体の創製研究ɽ
第54ճ薬学会中国࢛国ࢧ部学ज़大会（2015.10）

ˎ1…ಙ島文理大学߳川薬学部
ˎ2…߳川大学医学部

ਿ山܂，1ˎږ田ܒ子ˎ2，ࠓ村保ˎ3，出水༱介，栗原
正明，高野ਅ٦，1ˎ࢙高敦1ˎ࢙ɿSynthesis…of…PNA…
oligomers…containing…modified…deazaguanines… for… the…
development…of…functional…PNA.
第52ճϖプチド討論会（2015.11）

ˎ1…ఇژ大学薬学部
ˎ2…名古大学ITbM
ˎ3…工学Ӄ大学

古ඦ߹恵ˎ1，上田ಞ志ˎ1，大庭ˎ1，井ޫெˎ2，…
出水༱介，栗原正明，田中正Ұˎ1ɿConformational…
analysis…of…peptides…composed…of…chiral… cyclic…amino…
acids.
第52ճϖプチド討論会（2015.11）

ˎ1…崎大学大学Ӄ医ࣃ薬学総߹研究Պ
ˎ2…大ࡕ薬Պ大学

ԭߤཅ，部隆行，出水༱介，ࡾᖒ隆࢙，正田卓
，࢘ 内 藤 װ ， 栗 原 正 明ɿDevelopment…of…His-tag…
fused…protein…degradation… inducer…based…on…protein…
knockdown…strategy.
第52ճϖプチド討論会（2015.11）

山Լത子，出水༱介，ࡾᖒ隆࢙，部隆行，大庭ˎ，…
田中正Ұˎ，内藤װ，栗原正明ɿDevelopment…of…
helix-stabilized…cationic…peptides…with…cell-membrane…
penetrating…ability.
第52ճϖプチド討論会（2015.11）

ˎ…崎大学大学Ӄ医ࣃ薬学総߹研究Պ

…出水༱介，栗原正明ɿDesign…and…synthesis，࢙ᖒ隆ࡾ
of…short…helical…peptides…as…vitamin…D…receptor…(VDR)-
coactivator…interaction…inhibitors.
第52ճϖプチド討論会（2015.11）

出水༱介，ࡾᖒ隆࢙，諫田泰成，大岡৳௨，関野祐子，
内藤װ，栗原正明ɿDevelopment…of…helical…peptide…as…
inhibitors…of…estrogen…receptor-mediated…transcription.
第52ճϖプチド討論会（2015.11）

ࡾ，原紀和ˎ1，五十嵐३介ˎ2，高田麻紀ˎ2，出水༱介ࡗ
ᖒ隆࢙，栗原正明，খ良士ˎ2，加藤ળ久ˎ1，ؙ 山ಙ1ˎݟ，
塚本Ү子ˎ2ɿ݂৽生促進作用を有する৽2ن-クロル
素ΦキηタノシンA（COA-Cl）༠ಋ体の創製ɽ
第33ճ メ デ ィ シ ナ ル έ ミ ス ト リ ー シ ン ポ ジ ウ ム

（2015.11）

ˎ1…ಙ島文理大学߳川薬学部
ˎ2…߳川大学医学部
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ਿ山܂，1ˎږ田ܒ子ˎ2，ࠓ村保ˎ3，出水༱介，栗原正明，
高野ਅ٦，1ˎ࢙高敦1ˎ࢙ɿम০デアβグアニン含有PNA
Φリゴマーの߹成ɽ
第33ճ メ デ ィ シ ナ ル έ ミ ス ト リ ー シ ン ポ ジ ウ ム

（2015.11）

ˎ1…ఇژ大学薬学部
ˎ2…名古大学ITbM
ˎ3…工学Ӄ大学

正田卓࢘，加藤խ士，藤ཬ卓ຏ，ࡾᖒ隆࢙，出水༱介，
井上ӳ࢙ˎ，内藤װ，栗原正明ɿラロキシフェン֨ࠎ
を有する৽نエストロゲン受༰体分解༠ಋ剤の開発ɽ
第33ճ メ デ ィ シ ナ ル έ ミ ス ト リ ー シ ン ポ ジ ウ ム

（2015.11）

ˎ…౦ژ薬Պ大学

藤ཬ卓ຏ，正田卓࢘，大岡৳௨，井上ӳ࢙ˎ，内藤װ，
栗原正明ɿNaphthoqavoneをར用した৽نプロテイン
ノックμウン法の開発ɽ
第33ճ メ デ ィ シ ナ ル έ ミ ス ト リ ー シ ン ポ ジ ウ ム

（2015.11）

ˎ…౦ژ薬Պ大学

ґ岡౧子，ࡾᖒ隆࢙，出水༱介，大岡৳௨，諫田泰成，
ᴳ島ˎ1，ೆӢਈ2ˎ࢙，関野祐子，内藤װ，栗原正明ɿ
エストロゲン受༰体転写્剤͓よび分解༠ಋ剤の創
製ɽ
第33ճ メ デ ィ シ ナ ル έ ミ ス ト リ ー シ ン ポ ジ ウ ム

（2015.11）

ˎ1…本大学医学部
ˎ2…工学Ӄ大学

，ґ岡౧子，出水༱介，୩内出༑美ˎ1，大岡৳௨，࢙ᖒ隆ࡾ
木Լ恵Ѫ，野尻久雄ˎ2，٦高敦2ˎ࢙，G 島ˎ3，内藤װ，
栗原正明ɿノンηコステロイドܕϏタミンD受༰体リガ
ンドの創製ʕجมによる活性制御ʕɽ
第33ճ メ デ ィ シ ナ ル έ ミ ス ト リ ー シ ン ポ ジ ウ ム

（2015.11）

ˎ1…౦ژ大学分子細胞生物学研究所
ˎ2…ఇژ大学薬学部
ˎ3…本大学医学部

出水༱介，ࡾᖒ隆࢙，諫田泰成，大岡৳௨，関野祐子，
内藤װ，栗原正明ɿエストロゲン受༰体をඪ的とした
転写活性化્͓よび分解༠ಋϖプチドの創製ɽ
第33ճ メ デ ィ シ ナ ル έ ミ ス ト リ ー シ ン ポ ジ ウ ム

（2015.11）

ࡾ，原紀和ˎ1，五十嵐३介ˎ2，高田麻紀ˎ2，出水༱介ࡗ
ᖒ隆࢙，栗原正明，খ良士ˎ2，加藤ળ久ˎ1，ؙ 山ಙ1ˎݟ，
塚本Ү子ˎ2ɿ2-クロル素ΦキηタノシンA…（COA-Cl）
の৽ن༠ಋ体の߹成とͦの݂৽生促進作用ɽ
第45ճෳ素化学討論会（2015.11）

ˎ1…ಙ島文理大学߳川薬学部
ˎ2…߳川大学医学部

出水༱介，山Լത子，ࡾᖒ隆࢙，大庭ˎ，田中正Ұˎ，
栗原正明ɿグアニジノجを有する状アミノ酸の߹成と
細胞ບಁա性ϖプチドのԠ用ɽ
第45ճෳ素化学討論会（2015.11）

ˎ…崎大学大学Ӄ医ࣃ薬学総߹研究Պ

野尻久雄ˎ，村田٦，ˎ࠸高敦࢙ˎ，出水༱介，ࡾᖒ隆࢙，
栗原正明ɿノンηコステロイドܕVDRリガンドによる
ATRA性ٸ性લࠎٿ性ന݂病細胞の分化༠ಋɽ
第36ճ本ྟচ薬理学会学ज़総会（2015.12）

ˎ…ఇژ大学薬学部

出水༱介，大岡৳௨，ࡾᖒ隆࢙，内藤װ，栗原正明ɿ
エストロゲン受༰体分解༠ಋϖプチドの創製ɽ
本薬学会第136ճ年会（2016.3）

，ˎ山Լത子，加藤巧അˎ，部隆行，大庭，࢙ᖒ隆ࡾ
田中正Ұˎ，内藤װ，出水༱介，栗原正明ɿϔリカル
プロϞーターಋ入によるΦリゴアルギニンのߏ制御と
ບಁաのޮՌɽ
本薬学会第136ճ年会（2016.3）

ˎ…崎大学大学Ӄ医ࣃ薬学総߹研究Պ

山Լത子，出水༱介，加藤巧അˎ，大岡৳௨，ࡾᖒ隆࢙，
部隆行，田中正Ұˎ，内藤װ，大庭ˎ，栗原正明ɿ
ม化をར用した細胞ບ高ಁա性ϖプߏ࣍ೋܕԠڥ
チドの開発ɽ
本薬学会第136ճ年会（2016.3）
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ˎ…崎大学大学Ӄ医ࣃ薬学総߹研究Պ

ԭߤཅ，部隆行，出水༱介，ࡾᖒ隆࢙，正田卓࢘，
内藤װ，栗原正明ɿHisタグタンύク࣭分解༠ಋ分子
の開発ɽ
本薬学会第136ճ年会（2016.3）

খᖒ༎ే，出水༱介，ࡾᖒ隆٠，࢙裕，栗原正明ɿೋ
ϖプチドフΥルμマーの開発ɽە߅ͮ͘ج制御にߏ࣍
本薬学会第136ճ年会（2016.3）

正田卓࢘，加藤խ士，藤ཬ卓ຏ，ࡾᖒ隆࢙，出水༱介，
井上ӳ࢙ˎ，内藤װ，栗原正明ɿエストロゲン受༰体
分解活性を有するラロキシフェン༠ಋ体の開発ɽ
本薬学会第136ճ年会（2016.3）

ˎ…౦ژ薬Պ大学

古ඦ߹恵ˎ1，上田ಞ志ˎ1，大庭ˎ1，井ޫெˎ2，出
水༱介，栗原正明，田中正Ұˎ1ɿエチレンアηタールを
有するキラル5員アミノ酸を含有するϖプチドのϔリ
カルೋߏ࣍ɽ
本薬学会第136ճ年会（2016.3）

ˎ1…崎大学大学Ӄ医ࣃ薬学総߹研究Պ
ˎ2…大ࡕ薬Պ大学

ਿ山܂，1ˎږ田ܒ子ˎ2，ࠓ村保ˎ3，出水༱介，栗原正明，
高野ਅ٦，1ˎ࢙高敦1ˎ࢙ɿデアβグアニン༠ಋ体を࣋つ
PNAの߹成ɽ
本薬学会第136ճ年会（2016.3）

ˎ1…ఇژ大学薬学部
ˎ2…名古大学ITbM
ˎ3…工学Ӄ大学

藤ཬ卓ຏ，正田卓࢘，大岡৳௨，井上ӳ࢙ˎ，内藤װ，
栗原正明ɿ๕߳化水素受༰体のϢϏキチンリガーθ
活性をར用した৽نプロテインノックμウン法の開発ɽ
本薬学会第136ճ年会（2016.3）

ˎ…౦ژ薬Պ大学

Misawa…T,…Demizu…Y,…Kurihara…M�…Structure-activity…
relationship…analysis…of…short…helical…peptides…as…VDR-
coactivator…interaction…inhibitors.
第43ճߏ活性૬関シンポジウム，第10ճ薬物の分子ઃ

と開発に関する中シンポジウム（2015.9）ܭ

Oba…Mˎ,…Furukawa…Kˎ,…Kato…Tˎ,…Demizu…Y,…Yamashita…
H,…Kurihara…M,…Tanaka…Mˎ�…Cell-penetrating…ability…
and…plasmid…DNA…delivary…using… fluorescein-labeled…
arginine-rich…peptides.
The…11th…Australian…Peptide…Conference…2015…(2015.10)

ˎ…崎大学大学Ӄ医ࣃ薬学総߹研究Պ

Demizu…Y,…Misawa…T,…Kanda…Y,…Sekino…Y,…Kurihara…M�…
Development…of…cell-penetrating… fragment…conjugated…
helical… peptides… as… inhibitors… of… estrogen… receptor-
mediated…transcription.
The…11th…Australian…Peptide…Conference…2015…(2015.10)

Demizu…Y,…Misawa…T,…Kurihara…M�…Development… of…
stabilized…helical…peptides…and…their…functionalization.
13th…International…Kyoto…Conference…on…New…Aspects…
of…Organic…Chemistry…(2015.11)

Shoda…T,…Kato…M,…Okuhira…K,…Demizu…Y,… Inoue…Hˎ,…
Naito…M,…Kurihara…M�…Design,…synthesis…and…evaluation…
of… tamoxifen…derivatives… as…new… selective… estrogen…
receptor…down-regulators.
PACIFICHEM…2015…(2015.12)

ˎ…౦ژ薬Պ大学

Misawa… T,… Demizu… Y,… Kurihara… M�… Structural…
development… of… stapled… short… helical… peptides… as…
vitamin…D… receptor… (VDR)-coactivator… interaction…
inhibitors.
PACIFICHEM…2015…(2015.12)

๘ਢլڿ子，ીզܚ介，最上（ר）子，花尻（木倉）
瑠理ɿ৽ྲྀن௨ݥةドラッグのエクΦリン�受༰体ڞ発
え細胞を用いた薬理活性評価ɽݱ
本法中毒学会第34年会（2015.6）

๘ਢլڿ子ɿ食品及びۭؾ中の์ࣹ性物࣭の測定法ɽ
フΥーラム2015ɿ衛生薬学・ڥトキシコロジー（2015.9）

ીզܚ介，ُ井ढ़೭，๘ਢլڿ子，最上（ר）子ɿ
食品中の์ࣹ性物࣭トリチウム試験法の検討ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）
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ીզܚ介，ُ井ढ़೭，๘ਢլڿ子，最上（ר）子ɿ
食品中ࣗ由水に含·れるトリチウムのڞৠཹによる分
・分析法ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

中村公྄，ੴ֞実，ۙ藤Ұ成，最上（ר）子ɿ࣍
ੈゲノムฤूٕज़による遺伝子え食品の内ࡏ性遺
伝子発ݱのӨڹɽ
本食品化学学会第21ճ総会・学ज़大会（2015.5）

ੴ֞実，中村公྄，ۙ藤Ұ成，最上（ר）子ɿ遺
伝子えヒϤコマメ検査法確立にけたヒϤコマメ内
性遺伝子（CaNCED）特ҟ的検法の開発ɽࡏ
本食品化学学会第21ճ総会・学ज़大会（2015.5）

ਅ野潤Ұˎ1，田野म子ˎ2，藤૱ˎ2，็؛恭3ˎ，ೋ
ۙ，健ೋˎ4，中村公྄ٶ 藤Ұ成，手島玲子，高ിྩԦ奈ˎ1，
٦田和美ˎ1ɿ食品遺伝子検査を؆қ化するμイレクトリ
アルタイムPCRɽ
2015年度AOAC…International本ηクシϣン年࣍大会

（2015.6）

ˎ1……（ಠ）業・食品産業ٕज़総߹研究機ߏ食品総߹研究
所

フΝスマック（ג）2ˎ
ニッポンジーン（ג）3ˎ
島製作所（ג）4ˎ

中村公྄，ੴ֞実，坂田ͣ͜え，田のͧΈ，野ޱ秋雄，
穐山浩，ۙ 藤Ұ成，ਅ野潤Ұˎ，高ിྩԦ奈ˎ，٦田和美ˎ，
最上（ר）子ɿະঝ認遺伝子え食品検法の開
発ɿະঝ認遺伝子えジϟガイϞ検をྫにɽ
第1ճੈ࣍を୲͏ए手のたΊのレギュラトリーサイエ
ンスフΥーラム（2015.9）

ˎ……（ಠ）業・食品産業ٕज़総߹研究機ߏ食品総߹研究
所

中村公྄，ۙ藤Ұ成，ੴ֞実，野ޱ秋雄，坂田ͣ͜
え，田のͧΈ，大森清美ˎ1，ਅ野潤Ұˎ2，٦田和美ˎ2，
最上（ר）子ɿ安全性ະঝ認遺伝子えύύイϠ

（PRSV-HN系౷）の検出と検法開発ɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ˎ1…ਆ奈川ݝ衛生研究所
ˎ2……（ಠ）業・食品産業ٕज़総߹研究機ߏ食品総߹研究

所

野ޱ秋雄，ۙ藤Ұ成，最上（ר）子ɿLAMP法を用
いた遺伝子え作物の؆қ検査法の開発ɽ
第67ճ本生物工学会大会（2015.10）

野ޱ秋雄，ொ井߳බˎ1，中村公྄，坂田ͣ͜え，田の
ͧΈ，ੴ֞実，ਅ野潤Ұˎ2，高ിྩԦ奈ˎ2，٦田和美ˎ2，
川上浩ˎ1，ۙ藤Ұ成，最上（ר）子ɿ…遺伝子え
トウϞロコシの؆қཻ検査法の開発ɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

立ঁ子大学ڞ…1ˎ
ˎ2……（ಠ）業・食品産業ٕज़総߹研究機ߏ食品総߹研究

所

坂田ͣ͜え，ۙ藤Ұ成，野ޱ秋雄，中村公྄，田のͧ
Έ，ੴ֞実，最上（ר）子ɿLAM-PCRを用いた
え作物中のະྖҬ解析法の検討ɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ੁ野ཅ平ˎ，坂田ͣ͜え，野ޱ秋雄，中村公྄，খྛ༑子，
田のͧΈ，佐藤正幸ˎ，੨塚ܓೋˎ，ླ木智宏ˎ，最上
子，手島玲子，ۙ藤Ұ成ɿπキϤタέのPCR-RFLP…
を用いたਝ速ಉ定法の検討（第2報）ɿ加，ফ化処理サ
ンプルのద用ɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ˎ…ւಓ立衛生研究所

高ിྩԦ奈ˎ1，ݤΏかりˎ1，็؛恭2ˎ，Sabina…
Yeasminˎ3，ឌ૱ˎ4，野ޱ秋雄，ۙ 藤Ұ成，最上（ר）
子，ਅ野潤Ұˎ1，٦田和美ˎ1ɿLAMP法による安全性
審査ࡁΈ遺伝子えμイζ͓よびトウϞロコシのཏ
的؆қਝ速検法の開発ɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ˎ1……（ಠ）業・食品産業ٕज़総߹研究機ߏ食品総߹研究
所

ニッポンジーン（ג）2ˎ
ˎ3…μッカ大学
フΝスマック（ג）4ˎ

ਅ野潤Ұˎ1，௰泰೭ˎ2，野間૱ˎ2，٠༸介ˎ2，ཹ
ਅҰˎ2，川上裕೭ˎ3，佐藤恵美ˎ3，৽ാ智也ˎ3，栗本༸
Ұˎ3，藤૱ˎ4，野ޱ秋雄，ۙ藤Ұ成，最上（ר）
子，高ിྩԦ奈ˎ1，٦田和美ˎ1ɿリアルタイムPCRによ
るDNAஅย化測定法の改良とൢࢢ加工食品の分析ɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）
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ˎ1……（ಠ）業・食品産業ٕज़総߹研究機ߏ食品総߹研究
所

ˎ2…清製คグループ本社
ˎ3…本製ค
フΝスマック（ג）4ˎ

ۙ藤Ұ成ɿ健߁食品の安全性確保に関する試験研究ɽ
第13ճ食品安全フΥーラム（2015.11）

田（佐藤）のͧΈ，ۙ藤Ұ成，坂田ͣ͜え，中村公྄，
野ޱ秋雄，最上（ר）子ɿ遺伝毒性試験͓よび全ゲ
ノム解析を用いたCRISPR�Cas9のDNA2本அポテ
ンシϟルɽ
第38ճ本分子生物学会年会（2015.12）

野ޱ秋雄，中村公྄，坂田ͣ͜え，田のͧΈ，ੴ֞実，
ਅ野潤Ұˎ，高ിྩԦ奈ˎ，٦田和美ˎ，ۙ 藤Ұ成，最上（
スクリーニنえトウϞロコシの৽子ɿ遺伝子（ר
ング検査法のଥ性評価ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

ˎ……（ಠ）業・食品産業ٕज़総߹研究機ߏ食品総߹研究
所

中村公྄，ۙ藤Ұ成，穐山浩，ੴ֞実，野ޱ秋雄，坂
田ͣ͜え，田のͧΈ，大森清美ˎ1，ࢪ୩実૱ˎ2，川
上浩ˎ2，田中लయˎ3，明ੴ良ˎ3，ਅ野潤Ұˎ4，٦田和美ˎ4，
最上（ר）子ɿզが国に͓けるະঝ認遺伝子え
ύύイϠの食品のࠞ入に関するྫࣄと検法開発のݱ
状ɽ
第52ճ全国衛生化学ٕज़ڠ議会年会（2015.12）

ˎ1…ਆ奈川ݝ衛生研究所
立ঁ子大学ڞ…2ˎ
崎大学ٶ…3ˎ
ˎ4……（ಠ）業・食品産業ٕज़総߹研究機ߏ食品総߹研究

所

Nakamura…K,… Ishigaki…T,…Hanada…Kˎ1,…Akimoto…Sˎ2,……
Kondo…K,…Nishimaki-Mogami…T�…DNA…methylation…
pattern…analysis…of…common…plant…virus…promoter…used…
to…develop…genetically…modified…crops.
Pacifichem…2015…(2015.12)

ˎ1……（ಠ）業・食品産業ٕज़総߹研究機ߏ食品総߹研究
所

GLサイエンス（ג）…2ˎ

中村公྄，ੴ֞実，ۙ藤Ұ成，最上（ר）子ɿ൚
用性ウィルスプロϞーターಋ入によるクロマチンループ
内の内ࡏ性遺伝子発ݱのӨڹɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

美穂ˎ，安達玲子，ञ井৴夫，൘֞宏ˎ，最上（ר）
子ɿ͘͞河性及び෧性サέ・マスྨのアレルゲンタ
ンύク࣭に関する検討ɽ
本食品化学学会第21ճ総会・学ज़大会（2015.5）

ˎ…ԣ国立大学大学Ӄ工学

安達玲子ɿアレルゲンを含Ή食品の表ࣔと検査法，͓よ
び最ۙの題についてɽ
第13ճ食品安全フΥーラム（2015.11）

Adachi…R,…Sakai…S,…Akiyama…H,…Nishimaki-Mogami…T�……
Enzyme-linked… immunosorbent… assay… for… detecting…
food…allergens…in…processed…food…in…Japan.
Pacifichem…2015…(2015.12)

安達玲子ɿ食物アレルゲンの表ࣔ制度と分析法のՊ学ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

安達玲子，木村美恵，ञ井৴夫，最上（ר）子ɿタ
ンύク࣭ܦൽ感作にରする酸化チタンナノマテリアルの
Өڹɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

木村美恵，安達玲子，ञ井৴夫，手島玲子，最上（ר）
子ɿマウスϞデル系を用いたタンύク࣭ܦൽ感作性試
験に͓けるཅ性ରর物࣭の検討ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

੨木良子，ླ 木ࡊ穂，લ田ॳ，ؙ 野有ར子，ఱপت美子，
य़文子ɿEudraVigilanceを用いたޙൢࢢ副作用報告の
薬をྫとしてɽ薬SGLT2્ྍ࣏的調査ʕ病࣌ܦ
本薬学会第136年会（2016.3）

Kubota…K,…Amanuma…H,…Yanagisawa…Hˎ1,…Shimojima…
Mˎ2,… Yamashita… Tˎ3,… Sakurai… Yˎ4,… Komatsu…Mˎ4,……
Kasuga… F�… Estimating… the… burden… of… foodborne…
illness… for… Campylobacter,… Salmonella… and…Vibrio…
parahaemolyticus…in…Japan,…2006-2012（本に͓けるカ
ンϐロόクター，サルϞωラ͓よびԌϏϒリΦの食品
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由来感છඃ実態のਪ定，2006-2012）ɽ
International… Association… for… Food… Protection,…
2015Annual…Meeting…(2015.7)

ミロクメディカルラϘラトリー（ג）…1ˎ
Ϗー・エム・エル（ג）…2ˎ
ˎ3…LSIメディエンス（ג）
ηンター߁医師会健ݝٶ…4ˎ

Kubota…K,…Amanuma…H,…Yanagisawa…Hˎ1,…Shimojima…
Mˎ2,… Yamashita… Tˎ3,… Sakurai… Yˎ4,… Komatsu…Mˎ4,……
Kasuga… F�… Estimating… the… Burden… of… Foodborne…
Illness… for… Campylobacter,… Salmonella… and…Vibrio…
parahaemolyticus…in…Japan…from…Laboratory…Confirmed…
Numbers… of… Infections… and…Data… from…Telephone…
Surveys（ྟচ検査機関Ͱのە検出とॅຽ電調査
データかΒの本に͓けるカンϐロόクター，サルϞω
ラ͓よびԌϏϒリΦの食品由来感છඃ実態のਪ
定）ɽ
International… Conference… on…Emerging… Infectious…
Diseases…2015…(2015.8)

ミロクメディカルラϘラトリー（ג）…1ˎ
Ϗー・エム・エル（ג）…2ˎ
ˎ3…LSIメディエンス（ג）
ηンター߁医師会健ݝٶ…4ˎ

田宏，ఱপ宏，य़文子ɿアジアかΒԤभ各国に༌ۼ
出͞れる食品のඍ生物Ԛછの状況　ʵRASFF௨デー
タϕースをར用した分析ʵɽ
第36ճ本食品ඍ生物学会学ज़総会（2015.11）

中島Ұ敏ˎ1,2,4，࠭川富正ˎ2，大ੴ和ಙˎ2，୩ޱ清भˎ3，ᜊ
藤智也ˎ4，緒方߶ˎ5，山6ˎ྄ޱ，中瀬ࡾ，7ˎݾࠀ崎و子ˎ8，…
ླ木智೭ˎ9，調߃明ˎ10，加ိ浩11ˎث，ਿԼ由行ˎ12，…
機理に…イϕة߁田宏，ۚ୩泰宏ˎ4ɿզが国の健ۼ
ントϕースサーϕイランス（EBS）ඞཁか　ʵワーク
シϣップ報告ʵɽ
第74ճ公ऺ衛生学会総会（2015.11）

ˎ1…౦大学病Ӄ検査部
ˎ2…国立感છ研究所感છӸ学ηンター
ˎ3…国立病Ӄ機ࡾߏॏ病Ӄྟচ研究部
ˎ4…国立保健医ྍՊ学Ӄ健ة߁機理研究部
ˎ5…ҵݝ古河保健所
ˎ6…ւಓ۴࿏保健所
ˎ7…岡山大学大学Ӄ医ࣃ薬総߹研究Պ

ˎ8…川崎ࢢ健߁安全研究所
衛生Պ学ηンターݝլ࣎…9ˎ

ˎ10…山ڥݝޱ保健ηンター
ˎ11…衛医Պ大学ߍ衛医学研究ηンター
ˎ12…౦ژ中ԝ۠保健所健߁ਪ進課

佐久川͞つ͖ˎ1，ొ田美ࡩ，間幸ढ़ˎ1，高ྮேయˎ1，
๛ഹˎ2，大խɿԭೄݝに͓けるྨڕ食中毒シガテ
ラのɽ
第110ճ本食品衛生学会学ज़講演会（2015.10）

ˎ1…ԭೄݝ衛生ڥ研究所
ˎ2…山ޱ大学大学Ӄ総߹्医学部

Toda…M,…Sakugawa…Sˎ1,…Nakama…Yˎ1,…Takamine…Tˎ1,……
Toyofuku…Hˎ2,…Oshiro…N�…Trends… of…Ciguatera… fish…
poisonings…in…Japan.
Pacifichem…2015…(2015.12)

ˎ1……Okinawa… Prefectural… Institute… of… Health… and…
Environment

ˎ2……Yamaguchi…University…Joint…Faculty…of…Veterinary…
Medicine

山智߳子ɿ食品中化学物࣭の安全性についてɽ
第118ճ本খ児Պ学会学ज़ू会（2015.4）

山智߳子ɿʮ์ࣹઢと食品のリスクʙ食の安全を確保
するたΊにʙʯɽ
第43ճ本์ࣹઢٕज़学会秋ق学ज़大会（2015.10）

Kajinami…Kˎ1,…Akao…Hˎ1,…Sai…K,…Maekawa…K,…JPDSCˎ2,…
Saito…Y�…Genetic…background…of…stain-related…myopathy…
in…Japanese.
第79ճ本॥ث学会学ज़ू会（2015.4）

ˎ1…ۚ医Պ大学
ˎ2……Japanese… Pharmacogenomics… Data… Sc ience…

Consortium

ᴡ藤公྄，ੴ川কݾ，Ӝ田政，村山ਅ由子，ຓඌ༐，
山田߂ˎ，中ଇ೭ˎ，લ川ژ子，斎藤嘉朗ɿリϐドミ
クスを用いた薬剤性؊リン࣭ࢷの݂中όイΦマーカー
୳索ɽ
第57ճ本࣭ࢷ生化学会（2015.5）

ˎ…（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所
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中村྄介，ࣛ 庭な΄子，上田ਅ由美ˎ1，岡本（内田）ւ，
ਿ山Ӭݟ子，高ڮ幸རˎ2，古୩ത和ˎ3，上থ子ˎ4，松
倉અ子ˎ5，ᖒળ郎ˎ5，松ӬՂੈ子ˎ4，ಙӬ勝士ˎ6，外
Ԃ千恵ˎ1，૬原ಓ子ˎ5，木Լໜˎ1，斎藤嘉朗ɿॏ؟೪
ບোを͏SJS�TENの発と関連するඃٙ薬͓よび
HLAܕについてɽ
第64ճ本アレルギー学会学ज़大会（2015.5）

立医Պ大学ژ…1ˎ
ˎ2…੩岡てんかん・ਆܦ医ྍηンター
ˎ3…高大学
ˎ4…藤田保健衛生大学
ˎ5…ԣࢢ立大学
ˎ6…౦ژ大学

秋山ˎ1，政岡智Ղˎ1，中村྄介，খ野Ղˎ2，田中
裕ˎ2，ߕ൹ໜ美ˎ1，栗原和幸ˎ2，ٶᖒᚸ紀ˎ1ɿE9iLE法
を用いたޱܦ໔Ӹྍ法実࣌ࢪに͓けるݮ感作状態の評価
法の検討ɽ
第64ճ本アレルギー学会学ज़大会（2015.5）

ˎ1…ਆ奈川ݝ衛生研究所
ˎ2…ਆ奈川ݝ立͜Ͳ医ྍηンター

斎藤嘉朗，લ川ژ子，ᴡ藤公྄，中村྄介，۽୩雄࣏ˎɿ
国内の動ɿྟচ試ྉを用いた安全性όイΦマーカー୳
索と検ূɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

ˎ…ཬ大学

斎藤嘉朗，ᴡ藤公྄，લ川ژ子ɿMetabolomicsの安全
性όイΦマーカー研究のԠ用ɽ
第22ճHAB研究機ߏ学ज़年会（2015.6）

Maekawa…K,…Matsuzawa…Y,…Adachi…Mˎ,…Kuroki…Rˎ,…
Saito…Y�…Purification…of…cytochrome…P450…2C9.1,…2C9.3…
and…2C9.30… expressed… in…E.… coli… and… their… activities…
toward…arachidonic…acid…in…vitro.
19th…ICCP450…2015…(2015.6)

ˎ…Japan…Atomic…Energy…Agency

ᴡ藤公྄，ੴ川কݾ，山田߂ˎ，中ଇ೭ˎ，લ川ژ子，
斎藤嘉朗ɿメタϘロミクスを用いた薬物性؊ઢҡ化マー
カーの୳索ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

ˎ…（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所

佐井ߐ܅，中村྄介，ࠓ也，岡本（内田）ւ，ֿ
߁ೋˎ1，松ӬՂੈ子ˎ2，૬原ಓ子ˎ3，斎藤嘉朗ɿॏಞ
副作用発に͓ける感છซ発のӨڹ…ʕ…ԣ筋༥解
及びॏ薬のྫࣄ…ʕɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6ŋ7）

ˎ1…ۚ医Պ大学
ˎ2…藤田保健衛生大
ˎ3…ԣࢢ立大学

ླ木ܚ幸ˎ1，খ松߂幸ˎ1，門田ར人ˎ1，及川߶ˎ2，田ޱ
子，清水ໜҰˎ1ɿژ子ˎ2，ੁ୩健ˎ2，斎藤嘉朗，લ川ܠ
各छ薬剤性ٸ性ਛোラットに͓ける中L-FABPとଞ
の中ਛোόイΦマーカーの࣌ܦ的ม化ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6ŋ7）

シミックόイΦリサーチηンター（ג）…1ˎ
ˎ2…シミックϗールディングス（ג）

佐井ࠓ，ߐ܅也，斎藤嘉朗ɿ医ྍ報データϕース
を用いた行政ࡦࢪの医ྍݱに͓けるө・ޮ Ռの評価ɽ
医ྍ薬学フΥーラム2015（2015.7）…

斎藤嘉朗ɿ医薬品の開発࣌に͓ける৽たな薬物૬ޓ作用
ガイドラインの最ऴҊについてɽ
第158ճ本्医学会学ज़大会（2015.9）

佐井ߐ܅，ֿ ߁ೋˎ，ඌ浩ࠓ，ˎܚ也，松ᖒ由美子，
લ川ژ子，斎藤嘉朗ɿ本人スタチン༠Ҽ性筋ো発
と関連するHLA遺伝子ܕɽ
第22ճ本໔Ӹ毒性学会学ज़年会（2015.9）

ˎ…ۚ医Պ大学

中村྄介，岡本（内田）ւ，松ᖒ由美子，ੴ井明子，
斎藤嘉朗ɿE9iLE法を用いたϞデル߅原のIgEエϐトー
プ解析ɽ
第22ճ本໔Ӹ毒性学会学ज़年会（2015.9）

Takikawa…Hˎ,…Aiso…Mˎ,…Maekawa…K�…Recent…status…of…
DILI…in…Japan.
第23ճ本ফ化ث関連学会ि間（2015.10）

ˎ…ఇژ大学医学部
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Takikawa…Hˎ1,… Aiso…Mˎ1,… Tanaka…Aˎ1,… JPDSCˎ2,…
Maekawa…K,…Saito…Y�…A…survey…of…drug-induced… liver…
injury…(DILI)…cases…in…Japan.
European…Gastroenterology…Week…2015…(2015.10)

ˎ1…Teikyo…University…School…of…Medicine
ˎ2……The… Japan… Pharmacogenomics… Data… Science…

Consortium

斎藤嘉朗，ੴ井明子ɿόイΦ医薬品が関༩する薬物૬ޓ
作用のྫࣄと評価ɽ
本薬物動態学会第30ճ年会（2015.11）

Kajinami…Kˎ1,…Akao…Hˎ1,…Sai…K,…Maekawa…K,…JPDSCˎ2,……
Saito…Y�…Asian-specific…HLA…Genotypes… as…Genetic…
Background…of…Stain-related…Myopathy…in…Japanese.
AHA2015…(2015.11)

ˎ1…ۚ医Պ大学
ˎ2……Japanese… Pharmacogenomics… Data… Sc ience…

Consortium

佐井ߐ܅，中村྄介，斎藤嘉朗ɿ本人に͓けるॏಞ副
作用の発ճආにけたゲノムマーカー୳索…ʵॏ薬
及びԣ筋༥解のྫࣄʵɽ
第25ճ本医ྍ薬学会年会（2015.11）

લ川ژ子，Գ本和உ，ባ本和久，๛島ࠀ子，Ӝ田政，
村山ਅ由子，ੴ川কݾ，ᴡ藤公྄，۽୩雄࣏ˎ，斎藤嘉
朗ɿཏ的リϐドミクス解析により明Βかになった健ৗ
本人݂ᕶ中の࣭ࢷँ物レϕルに関するஉঁࠩ及び年
ྸࠩɽ
本薬物動態学会第30ճ年会（2015.11）

ˎ…ཬ大学

Saito…K,…Maekawa…K,…Kinchen… Jˎ1,… Kumagai…Yˎ2,…
Saito…Y�…Gender-… and…Age-associated…differences… in…
serum…metabolite… profiles… among… Japanese…healthy…
populations.
本薬物動態学会第30ճ年会（2015.11）

ˎ1…Metabolon,…Inc.
ˎ2…Kitasato…University…School…of…Medicine

佐井ߐ܅，中村྄介，ࠓ也，岡本（内田）ւ，ֿ
߁ೋˎ1，松ӬՂੈ子ˎ2，૬原ಓ子ˎ3，斎藤嘉朗ɿॏಞ

副作用の発・ॏಞ性と感છซ発との関連ʕ…ԣ筋
༥解及びॏ薬とのൺֱ…ʕɽ
第36ճ本ྟচ薬理学会学ज़総会（2015.12）

ˎ1…ۚ医Պ大学
ˎ2…藤田保健衛生大学
ˎ3…ԣࢢ立大学

斎藤嘉朗，ࠓ也，伊藤幸子，ਿ山Ӭݟ子，佐井ߐ܅ɿ
౦及び౦ೆアジアॾ国に͓ける薬物動態・薬ྗ学関連遺
伝子多ܕのຽࠩɽ
第36ճ本ྟচ薬理学会学ज़総会（2015.12）

，ˎ࢙瀬川勝智，木村௨உˎ，ງ雄，ߐ܅也，佐井ࠓ
川上純Ұˎ，斎藤嘉朗ɿ医ྍ報データϕースを用いた
SSRIとスタチン系薬剤のซ用による病リスクの検
討ɽ
第36ճ本ྟচ薬理学会学ज़総会（2015.12）

ˎ…松医Պ大学

Գ本和உ，લ川ژ子，田島ཅ子，಄ۚ正തˎ，斎藤嘉
朗ɿCross-classification…of…human…urinary… lipidome…by…
gender,…age,…and…body…mass…index.
第38ճ分子生物学会年会・第88ճ生化学会大会߹ಉ大会
BMB2015（2015.12）

ˎ…名古ࢢ立大学薬学部

安達ج泰ˎ，ࠇ木良ଠˎ，લ川ژ子，松ᖒ由美子，斎藤嘉朗ɿ
ヒト由来薬物ँ߬素CYP2C9のҰ塩ج置体（ˎ3及
びˎ30）と߅高݂ѹ薬ロサルタンとのෳ߹体の9ઢ݁থ
解析ɽߏ
第38ճ分子生物学会年会・第88ճ生化学会大会߹ಉ大会
BMB2015（2015.12）

ˎ…本原子ྗ研究開発機ߏ

ᴡ藤公྄，લ川ژ子，Jason…Kinchenˎ1，۽୩雄2ˎ࣏，
斎藤嘉朗ɿ݂清中ँ物レϕルの人छࠩɽ
第36ճ本ྟচ薬理学会学ज़総会（2015.12）

ˎ1…Metabolon,…Inc.
ˎ2…ཬ大学

Nakamura…R,…Kaniwa…N,…Ueta…Mˎ1,…Okamoto-Uchida…Y,…
Sugiyama…E,…Maekawa…K,…Takahashi…Yˎ2,…Furuya…Hˎ3,…
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Yagami…Aˎ4,…Matsukura…Sˎ5,… Ikezawa…;ˎ5,…Matsunaga…
Kˎ4,… Sotozono…Cˎ1,…Aihara…Mˎ5,…Kinoshita…Sˎ1,… Saito…
Y�…Drugs… and…HLA… types… associated…with…Stevensr
Johnson… syndrome�toxic… epidermal… necrolysis…with…
severe… ocular… surface… involvements… in… Japanese…
patients.
1st … Internat ional … Stevens -Johnson… Syndrome…
Symposium…(2016.1)

ˎ1…Kyoto…Prefectural…University…of…Medicine
ˎ2……Shizuoka… Institute… of…Epilepsy… and…Neurological…

Disorders
ˎ3…Kochi…Medical…School
ˎ4…Fujita…Health…University
ˎ5…Yokohama…City…University

斎藤嘉朗，佐井ࠓ，ߐ܅也，಄ۚ正തˎ1，ᬒ裕2ˎ࢘ɿ
中ؖのఴ文ॻߏと薬物動態・副作用報のൺֱɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…名古ࢢ立大学
ˎ2…松医Պ大学

佐井ࠓ，ߐ܅也，ਂ ᖒͪ͞とˎ，野村༃ˎ，斎藤嘉朗ɿ
副作用報告データϕースを用いた感છซ発とॏ薬
͓よびԣ筋༥解との関連解析ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…本医ྍ報ηンター

平ᖒయ保ˎ，斎藤嘉朗ɿ副作用，ߐ܅原麻由ˎ，佐井ࢢ
報告データϕース（JADER）を用いたデノスマϒの
カルシウム݂にରする行政ࡦࢪのޮՌの解析ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…౦大学大学Ӄ薬学研究Պ

ਂ，ߐ܅也，佐井ࠓ ᖒͪ͞とˎ，野村༃ˎ，斎藤嘉朗ɿ
副作用報告データϕースを用いた感છซ発と薬物性؊
ো͓よび間࣭性ഏ࣬ױとの関連解析ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…本医ྍ報ηンター

લ川ژ子，松ᖒ由美子，斎藤嘉朗，୩内田ਅҰˎɿ本
人ೕがんऀױのजᙾ部，及びඇがん部に͓けるΦーフΝ
ンP450mRNA発ݱ量と酸化ࢷ酸ँ物レϕルɽ

第89ճ本薬理学会年会（2016.3）

ˎ…（国研）国立がん研究ηンター

子ɿژԼઇ子ˎ，上田哲也ˎ，中村྄介，斎藤嘉朗，લ川ٶ
全ࣗ動遺伝子検査装置を用した߅てんかん薬にରする
ॏ薬発関連SNP解析ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…プレシジϣンŋシステム・サイエンス（ג）

河原㟒正1ˎو，લ川ژ子，内ඌͣ͜えˎ2，根本ˎ3，
岡ल4ˎڵ，ᜊ藤嘉朗ɿਛ࣬ױϞデルラットに͓ける݂ᕶ
の࣭ࢷメタϘローム解析ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…マルϋニチロ᷂
ˎ2…（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所
ˎ3…産業ٕज़総߹研究所
ˎ4…ૣҴ田大学

લ川ژ子，ᴡ藤公྄，Գ本和உ，ባ本和久，๛島ࠀ子，
ੴ川কݾ，田中理ӳ子ˎ，۽୩雄࣏ˎ，斎藤嘉朗ɿ健ৗ
本人，ന人及びࠇ人に͓ける݂ᕶ中の࣭ࢷँ物レϕ
ルの૬違ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…ཬ大学

Kadota…Tˎ1,…Suzuki…Yˎ1,…Komatsu…Hˎ1,…Oikawa…Tˎ2,……
Sugaya…Tˎ2,…Saito…Y,…Maekawa…K�…Comparison…of…Time…
Course… of…Urinary… Liver-type…Fatty…Acid-Binding…
Protein… (L-FABP)…with…Other…Urinary…Nephrotoxicity…
Biomarkers…of…Drug-induced…Acute…Kidney… Injury… in…
Rats.
The…Society…of…Toxicology…55th…Annual…Meeting…(2016.3)

ˎ1…CMIC…BIORESEARCH…CENTER…Co.,…Ltd.
ˎ2…CMIC…HOLDINGS…Co.,…Ltd.

岡本（内田）ւ，中村྄介，千؏祐子ˎ1，एྛཌྷˎ2，
ଧ田ޫ宏ˎ2，敏行ˎ2，斎藤嘉朗，森田ӫ৳ˎ1ɿηルϕー
ストアッηイによるڇアレルギー݂ऀױ清中IgEの
原のԠ性の解析ɽ߅
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…島根大学
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ˎ2…MeijiSeikaフΝルマ（ג）

Hirabayashi…Y,…Yoon…BIˎ1,…Tsuboi…Iˎ2,…Kanno…J,…Trosko…
JEˎ3,… Inoue…T�…Connexin… 32…maintains… stemness… of…
hematopoiesis�…Maintaining… cell… cycling… ratio… and…
reconstitution…capability.
The…13th…Annual…meeting…for…the…International…Society…
for…Stem…Cell…Research…(ISSCR)…(2015.6)

ˎ1…Kangwon…National…University
ˎ2…Nihon…University
ˎ3…Michigan…State…University

Kanno… J�…Construction…of… lDynamic…Biomarkersz…by…
Percellome…Toxicology…based… on… a…new…Concept… of…
lSignal…Toxicityz.
The…7th… International…Congress… of…Asian…Society…of…
Toxicology…(ASIATO9…2015)…(2015.6)

ੁ野純，高ڮ祐࣍，高木ಞ也，খ川幸உ，瀬明，ੴ
ؙˎ1，ࠓ井田2ˎݾࠀɿTaquann…全࿐ٵ入
法によるナノマテリアル有性評価ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

ˎ1…ಙ島大学
ˎ2…߳川大学

田༸幸ˎ，ঃ݁ᢼˎ，ञʑ井ਅˎ，ೋޱ充ˎ，ਂ ொ勝າˎ，
・瀬明，ੁ野純ɿ多छのカーϘンナノチューϒの
中ظ安全性評価手法のఏҊɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

ˎ…名古ࢢ立大学

嶋૱，छ村健ଠ郎ˎ，ੁ野純ɿ医ྍݱのؐݩに
けたPercellome…Toxicogenomicsによる中ਆܦ毒性の
動的όイΦマーカーந出研究ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

ˎ…౦大学

嶋૱，छ村健ଠ郎ˎ1，古川༎介，খ川幸உ，高ڮ祐
大ˎ2，૬ү成敏ˎ2，૬㟒健Ұ，ੁ野純ɿシック，࣍
ϋウスީ܈レϕルのۃೱ度࿐のࡍのւഅに͓ける
Percellome法によるٵ入トキシコゲノミクスと発性中
Өڹ解析ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

ˎ1…౦大学
ˎ2…本όイΦアッηイ研究ηンター

Tsuda…Hˎ,…Jiegou…9uˎ,…David…B…Alexanderˎ,…William…T…
Alexanderˎ,…Numano…Tˎ,…Suzui…Mˎ,…Kanno…J,…Hirose…A�…
Involvement…of…macrophage… in… inducing…proliferative…
and…neoplastic… lesion…development… of… the…pleura… of…
rats… intrapulmonary…treated…with…multi-walled…carbon…
nanotubes.
The…7th… International…Congress… of…Asian…Society…of…
Toxicology…(ASIATO9…2015)…(2015.6)

ˎ…Nagoya…City…University

Taquahashi…Y,…Takagi…A,…Tsuji…M,…Morita…K,…Ogawa…
Y,…Kanno… J�…Development… of…High…Dispersion-Small…
Scale…Whole…Body…Inhalation…System…for…Nanomaterials…
(Taquann…System)�…Application… to…Multi-wall…Carbon…
Nanotube.
The…7th… International…Congress… of…Asian…Society…of…
Toxicology…(ASIATO9…2015)…(2015.6)

Kitajima…S,…Aisaki…K,…Kanno…J�…Dynamic…biomarkers…
translatable… to… clinical… outcomes… generated… by…
Percellome…Toxicogenomics.
The…7th… International…Congress… of…Asian…Society…of…
Toxicology…(ASIATO9…2015)…(2015.6)…

ੁ 野 純， ૬ 㟒 健 Ұ，  嶋 ૱ɿPercellome…
Toxicogenomicsに͓ける動的όイΦマーカー（Dinamic…
Biomaker）のカタログ化とͦの毒性༧測ར用ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.7）

平ྛ༰子，௷井ޭˎ1，五十嵐勝लˎ2，ੁ 野純，ೇ༸Ұ郎ˎ3ɿ
์ࣹઢোのະ分化݂װ・લۦ細胞にہݶしたরࣹि
ྸにґଘしないભԆ性ม化とͦの加ྸӨڹɿ細胞動態と
遺伝子発ݱプロフΝイルɽ
第42ճ本毒性学会（2015.7）

ˎ1…本大学
ˎ2…薬Պ大学
ˎ3…์ࣹઢӨڹ研究所

ੁ野純，छ村健ଠ郎ˎɿヒトのٸ性中毒状を動物実験
Ͱݱ࠶Ͱ͖るかʵ有機リン剤等മ࿐ޙの発性毒性の発
実験よりʵɽݱ
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第37ճ本中毒学会総会・学ज़ू会（2015.7）

ˎ…౦大学

ੁ野純ɿシグナル毒性の֓೦の，内分ൻか͘ཚ化学物࣭
題関連する ň用量，ૣظ࿐-発Өڹŉ の毒ܕ
性の研究ܭըのಋ入についてɽ
ল平成27年度化学物࣭の内分ൻか͘ཚ作用に関するڥ
公開ηミナー（E9TEND2010）（2015.8）

Kanno … J , … K i t a j ima … S , … A i sak i … K � … Perce l l ome…
Toxicogenomics… for…Mechanistic…Analysis…Towards…
Chronic…Toxicity…by…a…Newly…Designed…Repeated…Dose…
Study.
51st…Congress…of…the…European…Societies…of…Toxicology…
(EUROTO92015)…(2015.9)

平ྛ༰子，௷井ޭˎ1，ੁ野純，ೇཅҰ郎ˎ2ɿएྸظ単ճ
রࣹޙにظに遺する…マウス݂װ細胞分ըのഒ加
間のԆɽ࣌
第74ճ本؞学会学ज़総会（2015.10）

ˎ1…本大学
ˎ2…์ࣹઢӨڹ研究所

平ྛ༰子，௷井ޭˎ1，ሩᜐҰˎ2，ੁ野純，૬ᖒ৴ˎ1�…Role…
of… connexin…32… in…hematopoiesis�…maintenance…of… the…
capability…to…reconstitute…the…bone…marrow.
第77ճ本݂液学会総会（2015.10）

ˎ1…本大学
原大学ߐ…2ˎ

原田智紀ˎ，௷井ޭˎ，平ྛ༰子，平ྛ幸生ˎ，ੁ野純，
૬ ᖒ ৴ ˎ�…Mechanism…for…sustaining…polycythemia… in…
mice…under…hypoxic…condition.
第77ճ本݂液学会総会（2015.10）

ˎ…本大学

Kanno… J�… Important… attributes… of… nanomaterials… in…
predicting…their…long-term…e⒎ects�…In…vivo…studies.
7th… International… Symposium… on…Nanotechnology,…
Occupational… and…Environmental…Health… (NanOEH…
2015)…(2015.10)

Kanno…J,…Kitajima…S,…Tanemura…K,…Aisaki…K�… lSignal…

Toxicityz… to… study…Endocrine…Disruptors… Issues…and…
Children’s…Toxicology,… and… to…make…molecular-based…
linkage…with…Classical…Toxicology.
2nd…Malaysian…Congress…of…Toxicology… (MyCOT2015)…
(2015.10)

Kanno…J�…Percellome…Toxicogenomics…Project.
9th…Congress…of…Toxicology… in…Developing…Countries…
(CTDC9)…(2015.11)

Kanno… J�… Introduction… of… Percellome…Project…with…
special…reference…to…the…concept…of…lsignal…toxicityz.
ECETOC…Workshop… lThe… Role… of… Epigenetics… in…
Reproductive…Toxicityz…(2015.11)

Kanno… J�…The… concept… of… lrepeated… exposurez… and…
possible… links… to…epigenetic…regulations.-with…repeated…
dose… studies… introducing… baseline… responses… and…
transient…responses…with…possible…link…to…epigenetics.
ECETOC…Workshop… lThe… Role… of… Epigenetics… in…
Reproductive…Toxicityz…(2015.11)

Kanno…J,…Kitajima…S,…Tanemura…Kˎ�…The…Concept…of…
lSignal…Toxicityz… for… the…Planning… of…Research… on…
Endocrine…Disrupting…Chemicals…Issues.
The… 63rd… NIBB… Conference… lEnvironment… to…
Bioresponsez…(2015.12)

ˎ…Tohoku…University

平ྛ༰子，௷井ޭˎ1，五十嵐勝लˎ2，ੁ 野純，ೇ༸Ұ郎ˎ3ɿ
マウス݂װ・લۦ細胞にہݶしてظに遺する์ࣹ
ઢのભԆޮՌと加ྸ表ɿ݂װ細胞分ըのഒ加࣌間の
Ԇɽ
BMB2015（第38ճ本分子生物学会年会・第88ճ本
生化学会大会…߹ಉ大会）（2015.12）

ˎ1…本大学
ˎ2…薬Պ大学
ˎ3…์ࣹઢӨڹ研究所

Takahashi…Y,…Yasuhiko…Y,…Koike-Ikeno…E,…Kanno… J�…
Rab23,…a…negative…regulator…of…Shh…signaling,…modulates…
intervertebral… disc�vertebral… body… (IVD�VB)…
patterning…and…neural…arch…morphogenesis… in…mouse…
vertebral…column…formation.
第38ճ本分子生物学会年会・第88ճ本生化学会大会
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߹ಉ大会（2015.12）

Okubo…Y,…Ohtake…F,…Igarashi…Kˎ1,…Yasuhiko…Y,…Saga…Yˎ2,…
Kanno…J�…Cleaved…Dll1… intracellular…domain… fine-tunes…
DRG…development…as…the…reverse…signal…of…Notch.
第38ճ本分子生物学会年会・第88ճ本生化学会大会
߹ಉ大会（2015.12）

ˎ1…Hoshi…University
ˎ2…National…Institute…of…Genetics

ੁ野純ɿOECD…EDTA-AG�EAGMST…に͓けるAOPと，
ToxicogenomicԠ用の試Έɽ
ϗルϞン学会第18ճ研究発表会（2015.12）ڥ

छ村健ଠ郎ˎ，古川祐介，੪藤༸ࠀˎ，നܗ๕樹ˎ，原健
士朗ˎ，嶋૱，ੁ野純ɿ༮एظマウスのωΦニコチ
ノイド系薬༩によるਆܦ行動毒性発ݱɽ
第18ճڥϗルϞン学会研究発表会（2015.12）

ˎ…౦大学

ੁ野純ɿସ試験法の題とޙࠓの方性…-毒性学的
ɽ-ߟかΒの؍
本動物実験ସ法学会第28ճ大会（2015.12）

ੁ野純ɿෳ߹Өڹのߟえ方ʵマウンテン・Φϒ・ϋϐω
スかΒʮϗルミシスʯ·Ͱʵɽ
化学物࣭の安全理に関するシンポジウム-ෳ化学物
࣭のリスク評価-（2016.2）

Hirabayashi…Y,…Tsuboi… Iˎ1,…Kuramoto…Kˎ2,…Kusunoki……
Yˎ3� … Dece lera t i on … o f … ce l l … cyc le … o f … pr imi t ive…
hematopoietic…progenitors… (CFU-S13)… from…senescent…
mice…at…steady…state…was…reactively…accelerated…after…
2-Gy…whole-body…irradiation.
Society… of… Toxicology… 55th… Annual…Meeting… �…
ToxExpo…(2016.3)

ˎ1…Nihon…University
ˎ2…Tokyo…Metropolitan…Institute…of…Gerontology
ˎ3…Radiation…E⒎ects…Research…Foundation
…
Kanno…J�…Percellome…Project… for…Mechanistic…Analysis…
of…Chronic…Toxicity…by…a…New…Concept…of…Repeated…
Dose…Study.
Society…of…Toxicology…55th…Annual…Meeting…(2016.3)

Sekino…Y�…Regulatory…Science…on… the…Application…of…
Human-iPSC…Derived…Cardiomyocytes… to… the…Safety…
Pharmacology.
2015… International…WIC…Institute…Workshop…on…Brain…
Big…Data…Based…Wisdom…Service…(2015.12)

Sekino…Y�…Current…Situation…and…Future…Plan…in…Japan…
iPS…Cardiac…Safety…Assessment…(J-iCSA).
15th…Annual…Meeting… of… the… Safety…Pharmacology…
Society…(2015.10)

Sekino…Y�…Regulatory… and… safety… pharmacology… in…
Japan.
4th… International…Workshop… (CSPS)… China… Safety…
Pharmacology…Society…(2015.5)

関野祐子ɿੈ࣍の医薬品安全性評価法の確立と公定化
のプロηスɽ
iPS細胞を用いた࣬ױ・創薬研究（2015.12）

関野祐子ɿヒトiPS由来分化心筋細胞と安全性薬理の最
৽動ɽ
安全性評価研究会2015年ౙのηミナー（2015.11）

関野祐子ɿ医薬品安全評価の国ࡍルールのイニシアティ
ϒɽ
第3ճJMACシンポジウム（2015.11）

関野祐子ɿiPSC由来心筋細胞を用いた安全性評価試験
法の公定化にけてのੈք的連ܞɽ
第5ճレギュラトリーサイエンス学会学ज़大会（2015.9）

関野祐子ɿ薬理部の研究介とヒトiPSC由来分化細胞
をった最৽の安全性スクリーニングɽ
第35ճヒューマンサイエンスૅج研究講श会（2015.9）

関野祐子ɿヒトiPS細胞の分化ٕज़進าと医薬品安全性
評価試験法ガイドライン改訂ɽ
平成27年度国立医薬品食品衛生研究所シンポジウム

（2015.7）

関野祐子ɿヒトiPS細胞由来分化細胞の医薬品安全性評
価法の活用と国ڠࡍ調の動͖ɽ
医ྍ薬学フΥーラム2015�第23ճクリニカルフΝーマ
シーシンポジウム（2015.7）

関野祐子，؎田泰成ɿヒトiPS心筋細胞をར用した࠵ෆ
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຺リスク強化とICHS7B改訂に関する国ࡍ動につい
てɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

Shirao…Tˎ,…Koganezawa…Nˎ,…Ishizuka…Yˎ,…Yamazaki…Hˎ,……
Sekino…Y�…Toxic…Effects… of…Astemizole… on…Neurite…
Growth…and…Synaptogenesis…of…CNS…Neurons.
55th…Annual…Meeting…of…Society…for…Toxicology…(2016.3)

ˎ…Gunma…University

Yoshida…Sˎ1,…Hozumi…Nˎ1,…Fueta…Yˎ2,…Ueno…Sˎ2,…Sekino…
Y�…Prenatal…Administration…of…Valproic…Acid…Alters…
Both…the…Purkinje…Cell…Dendrites…and…the…Granule…Cell…
Proliferation…in…Rat…Developing…Cerebellum.
55th…Annual…Meeting…of…Society…for…Toxicology…(2016.3)

ˎ1…Toyohashi…University…of…Technology
ˎ2…University…of…Occupation…and…Environmental…Health

Fueta… Yˎ1, … Sekino… Y, … Yoshida… Sˎ2, … Ueno… Sˎ1�…
Prenatal…Single…Administration…of…Tributyltin…Alters…
Developmental…Transient… of…Spontaneous…Behaviors…
and…Basic…Excitability… in… the…Hippocampal…Slices… of…
Immature…Rats.
55th…Annual…Meeting…of…Society…for…Toxicology…(2016.3)

ˎ1…University…of…Occupation…and…Environmental…Health…
ˎ2…Toyohashi…University…of…Technology

吉田子ˎ1，థ田由紀子ˎ2，上野৾ˎ2，関野祐子�…
Prenatal… administration… of… valproic… acid… or… SAHA…
alters…the…development…of…Purkinje…cell…dendrites…and…
network…formation…in…rat…cerebellum.
第58ճ本ਆܦ化学会大会（2015.9）

ˎ1…๛ٕڮज़Պ学大学
ˎ2…産業医Պ大学

థ田由紀子ˎ1，関野祐子，吉田子ˎ2，上野৾ˎ1�…
Prenatal…administration…of…vallproic…acid…or…tributyltin…
alters… developmental… transient… of… hippocampal…
excitability…in…juvenile…rats.
第58ճ本ਆܦ化学会大会（2015.9）

ˎ1…産業医Պ大学
ˎ2…๛ٕڮज़Պ学大学

関野祐子�…Pioneer…discovery…of…the…CA2…function…in…the…
hippocampus.
第58ճ本ਆܦ化学会大会（2015.9）

Sato…K,…Shigemoto-Mogami…Y,…Hoshikawa…K,…Sekino…Y�…
Microglia…have…roles… in…both…of…maturation…and…break…
down…of…the…barrier…function…of…blood…brain…barrier.
GLIA2015…(2015.7)

Koganezawa…Nˎ,…Ohara…Yˎ,…Yamazaki…Hˎ,…Roppongi…
RTˎ,…Sato…K,…Sekino…Y,…Shirao…Tˎ�…Slow…axonal…growth…
of…human…iPSC-derived…neurons.
International…Society…for…Neurochemistry…2015…(2015.8)

ˎ…Gunma…University

Shigemoto-Mogami…Y,…Hoshikawa…Y,…Sekino…Y,…Sato…
K�…Microglia… affect…blood-brain…barrier… function…via…
cytokines…and…chemokines…release.
第38ճ本ਆܦՊ学大会（2015.8）

Takahashi…K,…Irie…T,…Sekino…Y,…Sato…K�…Study…about…the…
mechanisms…for…the…regulation…of…glial…excitatory…amino-
acid… transporter…EAAT2… function…by…docosahexanoic…
acid.
第38ճ本ਆܦՊ学大会（2015.8）

Sato…K,…Takahashi…K,…Shigemoto-Mogami…Y,… Ikegaya……
Yˎ1,…Koyama…Rˎ1,…Miyamoto…Nˎ2,…Shirao…Tˎ3,…Sekino…
Y�…iPSC…Non-Clinical…Experiments…for…Nervous…System
　(iNCENS)�…A…research…project…for…developing…new…in…
vitro…safety…pharmacological…evaluation…systems…using…
human-induced…pluripotent…stem…cells.
第38ճ本ਆܦՊ学大会（2015.8）

ˎ1…University…of…Tokyo
ˎ2…Eisai…Co.…Ltd
ˎ3…Gunma…University

Shigemoto-Mogami…Y,…Hoshikawa…K,…Sekino…Y,…Sato…K�……
Microglia…regulate… the…cytokine�chemokine…dynamics…
in…the…brain…and…enhance…the…functional…maturation…of…
blood-brain…barrier.
第58ճ本ਆܦ化学会大会（2015.9）

Sato…K,…Takahashi…K,…Shigemoto-Mogami…Y,…Shimizu…H,…
Ikegaya…Yˎ1,…Koyama…Rˎ1,…Hiragi…Tˎ1,…Miyamoto…Nˎ2,……
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Shirao…Tˎ3,…Sekino…Y�… iPSC…Non-Clinical…Experiments…
for…Nervous…System… (iNCENS)�…A…project… to…establish…
the…CNS…safety…pharmacological…evaluation…of…the…risks…
of…cognitive…impairment…and…epilepsy…by…in…vitro…use…of…
human-induced…pluripotent…stem…cell-derived…neurons.
15th…Annual…Meeting… of… the… Safety…Pharmacology…
Society…(2015.9)

ˎ1…University…of…Tokyo
ˎ2…Eisai…Co.…Ltd
ˎ3…Gunma…University

Hoshikawa…K,…Takahashi…K,… Irie…T,… Sekino…Y,… Sato…
K�… Study… about… the…mechanisms… of…DHA-induced…
enhancement…of…glial…excitatory…amino-acid…transporter…
EAAT2…function.
第58ճ本ਆܦ化学会大会（2015.9）

Sato…K�… iPSC…Non-Clinical…Experiments… for…Nervous…
System… (iNCENS)…project-An…attempt… to… evolve… the…
CNS… safety…pharmacological… evaluation…by… in…vitro…
use…of…human-induced…pluripotent… stem…cell-derived…
neurons.
第58ճ  本 ਆ ܦ 化 学 会 大 会…iNCENS�JSN…joint…
symposium… bProgress… in… the…CNS…non-clinical… study…
achieved…by…iPS…technique’…(2015.9)

佐藤薫，清水ӳ雄，খ࠼奈ˎ1，花村健2ˎ࣍，നඌ智明ˎ2，
田ลޫஉˎ1，関野祐子ɿਆܦ細胞のඍ細ߏイメージン
グにͮ͘ج中ਆܦ系有Ԡ…in…vitro…評価系の開発ɽ
第24ճ本όイΦイメージング学会学ज़ू会（2015.9）

ˎ1…ཬ大学
അ大学܈…2ˎ

Takahashi…K,…Shigemoto-Mogami…Y,…Shimizu…H,…Chujo…
K,…Hoshikawa…K,…Okada…Yˎ1,…Okano…Hˎ2,… Sekino…Y,…
Sato…K�…Comparison…of…the…NMDA…receptor…expression…
and… the… extent… of… excitotoxicity… in…human… induced…
pluripotent…stem…cell…(hiPSC)-derived…neurons.
CBI…学会2015年大会（2015.10）

ˎ1…Ѫ医Պ大学
ጯ大学ܚ…2ˎ

Shigemoto-Mogami…Y,…Sato…K,…Hoshikawa…K,…Kikura-
Hanajiri…R,…Hakamatsuka…T,…Sekino…Y�…Evaluation…of…

drug-induced…CB2…cannabinoid…receptor…activity…in…the…
CNS…using… the…ERK1�2…phosphorylation…pathway…of…
microglial…cells.
CBI学会2015年大会（2015.10）

Sato…K,…Shigemoto-Mogami…Y,…Hoshikawa…Y,…Sekino…
Y�… Microglia… affect… functional… maturation… and…
inflammation-induced…breakdown…of… the…blood…brain…
barrier…by…modulating…the…dynamics…of…cytokines…and…
chemokines.
Society…for…Neuroscience…2015…(2015.10)

高ڮ՚奈子，ॏ本-最上由߳ཬ，清水ӳ雄，中ᑍか͓り，
川和枝，岡田༸平ˎ1，岡野ӫ೭ˎ2，関野祐子，佐藤薫ɿׯ
ヒトiPS細胞由来ਆܦ細胞ඪ本の機的NMDA受༰体発
間ൺֱɽגのݱฃ毒性発ڵとグルタミン酸ݱ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…Ѫ医Պ大学
ጯ大学ܚ…2ˎ

佐藤薫，高ڮ՚奈子，ॏ本-最上由߳ཬ，清水ӳ雄，
୩裕ೋˎ1，খ山隆ଠˎ1，平木ढ़ޫˎ1，ٶ本ݑ༏ˎ2，花
村健ೋˎ3，খۚᖒ紀子ˎ3，നඌ智明ˎ3，関野祐子ɿ
iNCENS（iPSC…Non-Clinical…Experiments… for…Nervous…
System）プロジェクトーヒトiPS…細胞由来ਆܦ細胞を
用いた認機োリスク͓よびਆܦҟৗ活動リスク༧
測評価系確立の試Έɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ1…౦ژ大学
ˎ2…エーβイ（ג）
അ大学܈…3ˎ

ॏ本-最上由߳ཬ，ย倉明美ˎ，୩川ཅ介ˎ，関野祐子，
田ลޫஉˎ，佐藤薫ɿਆװܦ細胞մかΒ機的ਆܦ細胞
をޮ的に分化༠ಋするプロトコルの検討と分化に͏
機的受༰体分ม化ɽ
本薬学会第136年会（2016.3）

ˎ…ཬ大学

佐藤薫ɿミクログリアの中ਆܦ系発達機とͦの創薬・
のԠ用ɽྍ࣏
第89ճ本薬理学会年会（2016.3）

ྛਅ理子ˎ，安井正人ˎ，佐藤薫ɿグルタミン酸トラン
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スポーターのࡏہ制御とヒアルロン酸ɽ
第89ճ本薬理学会年会（2016.3）

ጯ大学ܚ…ˎ

清水ӳ雄，খ࠼奈ˎ1，ਢ由ະ子ˎ1，花村健2ˎ࣍，ന
ඌ智明ˎ2，田ลޫஉˎ1，関野祐子，佐藤薫ɿシナプスイメー
ジングにͮ͘ج中ਆܦ系有Ԡのin…vitro評価のた
Ίの৽نύラメータ確立の試Έɽ
第89ճ本薬理学会年会（2016.3）

ˎ1…ཬ大学
അ大学܈…2ˎ

ॏ本-最上由߳ཬ，ׯ川和枝，関野祐子，佐藤薫ɿ活性
化ܕミクログリアが引͖͜ىす݂液関門のόリア่յ
աఔに͓けるサイトカイン・έϞカイン動態の解析ɽ
第89ճ本薬理学会年会（2016.3）

高ڮ՚奈子，ּ原のͧΈˎ，খ原༔ˎ，高瀬ক߂ˎ，中ᑍ
か͓り，関野祐子，田ลޫஉˎ，佐藤薫ɿNeurosphere…
ҡظ࣋間がਆܦ分化に及΅すӨڹɽ
第89ճ本薬理学会年会（2016.3）

ˎ…ཬ大学

Hirata…N,…Demizu…Y,…Kurihara…M,…Sekino…Y,…Kanda…Y�…
Estrogen… induces…proliferation…of…breast…cancer…stem…
cells…via…NO�sGC�cGMP…signaling…pathway.
第13ճװ細胞シンポジウム（2015.5）

1ɿϖーˎ࢙諫田泰成，古川哲，2ˎ࢘و川ᔪ子ˎ1，Ѷ原ࠇ
シングՄなヒトiPS細胞由来心筋細胞を用いた2TԆ
薬剤の作用解析ɽ
第10ճトランスポーター研究会年会（2015.6）

ˎ1…౦ژ医ՊࣃՊ大学
լ医Պ大学࣎…2ˎ

諫田泰成ɿエストロゲンによる…NO…シグナルを介した
ೕװ؞細胞の૿৩機ߏɽ
生໋Պ学研究会（2015.6）

山田ໜ，古Ұ郎ˎ，中野ਸ਼穂，関野祐子，諫田泰成ɿ
ミトコンドリア品࣭理にରするトリϒチルスζのӨ
ɽڹ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.7）

島大学…ˎ

ੴ田ܚ士ˎ1，古Ұ郎ˎ1，੨木߳৫ˎ1，୍Լ智子ˎ1，
木村๎紀ˎ2，諫田泰成，ଠ田ໜˎ1ɿ有機スζਆܦ毒性に
関༩する֩ٵݺҼ子-1(NRF-1)્機ߏの解明ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.7）

島大学…1ˎ
ˎ2…ઁೆ大学

平田ঘ也，山田ໜ，出水༱介，栗原正明，関野祐子，諫
田泰成ɿエストロゲンによるNOを介したೕװ؞細胞の
૿৩機ߏɽ
第132ճ本薬理学会関౦部会（2015.7）

Ѷ原ࠇ，1ˎ࢘و川ᔪ子ˎ2，諫田泰成，関野祐子，原3ˎ྄ޱ，
Ҵ田৻ˎ3，中Ұ雄ˎ3，ງ1ˎູߐɿIn…SilicoヒトiPS細胞
由来心筋細胞のߏஙとෆ຺研究のԠ用Մ性ɽ
第51ճ本খ児॥ث学会総会（2015.7）

լ医Պ大学࣎…1ˎ
ˎ2…౦ژ医ՊࣃՊ大学
ˎ3…国立॥ث病研究ηンター

諫田泰成ɿ化学物࣭のin…vitro…発達ਆܦ毒性評価にけ
たऔりΈɽ
第34ճ生体とۚଐ・化学物࣭に関する研究会（チϣーク
トーク2015）（2015.8）

ɿヒトが創った心ଁɿˎ࢙川ᔪ子ˎ，諫田泰成，古川哲ࠇ
iPS細胞かΒ大人の心筋細胞を創るൿଂのレシϐ公開ɽ
生体機と創薬シンポジウム2015（2015.8）

ˎ…౦ژ医ՊࣃՊ大学

児玉ণ美ˎ1，ཥ敏ˎ1，Ѷ原2ˎ࢘و，諫田泰成，関野祐子，
古川哲ࠇ，1ˎ࢙川ᔪ子ˎ1ɿヒトカリウムチϟωル遺伝子
ಋ入によるヒトiPS細胞由来心筋細胞の成ख़化のメカニ
ζムʵ発ݱレϕルかΒのߟʵɽ
生体機と創薬シンポジウム2015（2015.8）

ˎ1…౦ژ医ՊࣃՊ大学
լ医Պ大学࣎…2ˎ

ੴ田ܚ士ˎ1，古Ұ郎ˎ1，੨木߳৫ˎ1，୍Լ智子ˎ1，
木村๎紀ˎ2，諫田泰成，ଠ田ໜˎ1ɿೱ度トリϒチルス
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ζによるニューロン੬ऑ化機ߏの解明ɽ
第10ճメタルόイΦサイエンス研究会（2015.8）

島大学…1ˎ
ˎ2…ઁೆ大学

山田ໜ，古Ұ郎ˎ，関野祐子，諫田泰成ɿミトコン
ドリア品࣭理にରするトリϒチルスζの৽たな毒性作
用ɽ
第58ճ本ਆܦ化学会（2015.9）

島大学…ˎ

麻ಽ美紀，山田ໜ，古Ұ郎，൘֞宏，関野祐子，諫
田泰成ɿヒトະ分化細胞を用いた化学物࣭の毒性評価ɽ
フΥーラム2015衛生薬学・ڥトキシコロジー（2015.9）

諫田泰成ɿヒトiPS細胞をར用した医薬品の心ଁ安全性
評価系の開発と国ࡍඪ४化ɽ
安全性評価研究会・ՆのフΥーラム2015（2015.9）

平田ঘ也，諫田泰成ɿલ立થװ؞細胞にରするスフィン
ゴシン̍リン酸の機ɽ
第74ճ本؞学会学ज़総会（2015.10）

平田ঘ也，関野祐子，諫田泰成ɿスフィンゴシン1リン
酸によるNotch3を介したグリΦーマװ細胞の૿৩ɽ
第133ճ本薬理学会関౦部会（2015.10）

山田ໜ，関野祐子，諫田泰成ɿミトコンドリア品࣭Լ
を介した有機スζの৽ن毒性メカニζムɽ
第38ճ分子生物学会年会・第88ճ生化学会大会߹ಉ大会
BMB2015（2015.12）

諫田泰成ɿヒトະ分化細胞のエωルギーँにͮ͘ج
ϗルϞンの毒性評価ɽڥ
第18ճڥϗルϞン学会シンポジウム（2015.12）

諫田泰成ɿGPCRによるリガンドඇґଘ的なNotchシグ
ナルの活性化機ߏɽ
第38ճ分子生物学会年会・第88ճ生化学会大会߹ಉ大会
BMB2015（2015.12）

山崎大樹，安藤ത೭ˎ1，吉Ӭ2ˎ࢙و，山本বˎ3，ே倉ܓ
Ұˎ4，୩ޱ智ˎ2，宇田फ1ˎߊ，諫田泰成，田智5ˎ࣏，…
ྛٶ，4ˎ࣏本ݑ༏ˎ2，智恵子ˎ6，田ौ߂行ˎ7，ݘ
塚隆志ˎ8，ਿ山ಞˎ9，ᖒ田ޫ平ˎ2，関野祐子ɿヒト

iPS細胞由来分化心筋細胞を用いたTdPリスク評価 ʖ
JiCSA60化߹物を用いて ʖ ɽ
第89ճ本薬理学会年会（2016.3）

ˎ1…JiCSA，খ野薬品工業（ג）
ˎ2…JiCSA,…エーβイ（ג）
ˎ3…JiCSA,…ఇ人フΝーマ
ˎ4…JiCSA,…本৽薬（ג）
ˎ5…JiCSA,…LSIメディエンス
ˎ6…JiCSA,…アステラス製薬
ˎ7…JiCSA,…イナリサーチ
ˎ8…（Ұ社）本薬理評価機ߏ
ˎ9…౦大学

山田ໜ，麻ಽ美紀ˎ，平田ঘ也，൘֞宏ˎ，関野祐子，
諫田泰成ɿヒトiPS細胞のミトコンドリアμイナミクス
を用いた細胞毒性評価ɽ
第89ճ本薬理学会年会（2016.3）

ˎ…ԣ国立大学

麻ಽ美紀ˎ，山田ໜ，平田ঘ也，൘֞宏ˎ，関野祐子，
諫田泰成ɿヒトະ分化細胞を用いた発達ਆܦ毒性評価の
試Έɽ
第89ճ本薬理学会年会（2016.3）

ˎ…ԣ国立大学

木村ྷ子ˎ1，児玉ণ美ˎ1，古୩和य़ˎ2，諫田泰成，倉智
嘉久ˎ2，関野祐子，古川哲ࠇ，1ˎ࢙川ᔪ子ˎ1ɿヒトiPS細
胞由来心筋の活動電位ܗ成に関連する遺伝子の定量的発
解析に͓けるリフΝレンス遺伝子のબ定ɽݱ
第89ճ本薬理学会年会（2016.3）

ˎ1…౦ژ医ՊࣃՊ大学
ˎ2…大ࡕ大学

ྛӳཬ奈ˎ1，木村ྷ子ˎ1，ཥ敏ˎ1，安藤๎子ˎ1，Ѷ原2ˎ࢘و，
関野祐子，古川哲1ˎ࢙，諫田泰成，ࠇ川ᔪ子ˎ1ɿ内͖
ྲྀ性カリウムチϟωルをա発ͤ͞ݱたヒト…iPS…由
来心筋細胞を用いた薬理作用解析ɽ
第89ճ本薬理学会年会（2016.3）

ˎ1…౦ژ医ՊࣃՊ大学
լ医Պ大学࣎…2ˎ

井出吉紀，খྛਅཬ子，山崎大樹，諫田泰成，関野祐子ɿ
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ヒトiPS細胞由来心筋細胞を用いた৽しい安全性薬理試
験法ɿບ電位感受性色素イメージング（VSO）と多電
測による検ূ実験ɽܭ࣌のಉ（MEA）ۃ
第89ճ本薬理学会年会（2016.3）

平田ঘ也，関野祐子，諫田泰成ɿリκフΥスフΝチジン
酸トリプルωガティϒೕװ؞細胞の૿৩を༠ಋする.
第89ճ本薬理学会年会（2016.3）

久保祐྄，山田ໜ，ݘ塚隆志ˎ，諫田泰成，関野祐子ɿ
創薬Ԡ用をࢦしたヒトiPS細胞かΒGABA作動性ਆܦ
細胞のޮ的な分化༠ಋ法の確立ɽ
第15ճ本࠶生医ྍ学会総会（2016.3）

ˎ…（Ұ社）本薬理評価機ߏ

諫田泰成ɿリκリン࣭ࢷによるೕװ؞細胞の૿৩制御と
創薬Ԡ用ɽ
第136ճ本薬学会シンポジウム（2016.3）

諫田泰成ɿヒトiPS細胞ٕज़を用いたੈ࣍心ଁ安全性
評価�…JiCSAのऔりΈɽ
第89ճ本薬理学会年会（2016.3）

井出吉紀，ࢢ川ಓڭˎ，খྛਅཬ子，௶倉健࢘ˎ，山崎大樹，
諫田泰成，関野祐子ɿヒトiPS細胞由来心筋細胞を用い
た安全性評価のたΊのແછ色イメージングٕज़の開発ɽ
第93ճ本生理学会大会（2016.3）

ˎ…ϒレインϏジϣン（ג）

Ashihara…Tˎ1,…Kurokawa…Jˎ2,…Kanda…Y,…Haraguchi…Rˎ3,……
Nakazawa…Kˎ3,…Horie…Mˎ1�… Spiral…wave… behaviors…
and…antiarrhythmic…drug…efficacy… in…human… induced…
pluripotent… stem…cell-derived…myocardial… sheet… are…
different… from… those… in… original…heart�…A… simulation…
study.
Heart…Rhythm…2015…Scientific…Sessions…(2015.5)

լ医Պ大学࣎…1ˎ
ˎ2…౦ژ医ՊࣃՊ大学
ˎ3…国立॥ث病研究ηンター

Kanda…Y�…S1P…induces…proliferation…of…cancer…stem…cells…
via…a…ligand-independent…Notch…activation.
FASEB…Summer…research…conference…(2015.8)

Kanda…Y,…Li…Mˎ1,…Ashihara…Tˎ2,…Sekino…Y,…Furukawa…
Tˎ1,…Kurokawa…Jˎ1�…Assessment…of…drug-induced…2T…
prolongation…using…human… iPS… cell-derived…mature…
cardiomyocytes.
15th…Annual…Meeting… of… the… Safety…Pharmacology…
Society…(2015.9)

ˎ1…౦ژ医ՊࣃՊ大学
լ医Պ大学࣎…2ˎ

Kanda…Y,…Yamada…Y,…Sekino…Y�…Toxicity…Assessment…
by…Mitochondrial…Dynamics…in…Human…iPS…Cells.
55th…Annual…Meeting… of… the…Society… of…Toxicology…
(2016.3)

山崎大樹ɿ݂平筋のখ胞体カウンターイΦンチϟω
ルを介した݂ѹ調અ機ߏɽ
第57ճ本平筋学会総会（2015.8）

山崎大樹，ுئॻˎ1，ۨ 崎৳ೋˎ2，内ҁ子ˎ3，Ԧே1ˎ߂，
᪅成चˎ1，Ki…Ho…Parkˎ4，美幸ˎ1，松岡達ˎ3，Jianjie…
Maˎ4，島浩ˎ1ɿTRIC-Aܽଛによるイιプロテレノー
ル༠発性心ଁઢҡ化ɽ
生理学研究所研究会2015心ଁ・݂系のแׅ的な機౷
߹研究（2015.10）

大学ژ…1ˎ
ˎ2…࡛玉医Պ大学
ˎ3…井大学
ˎ4…Ohio…State…University

Yamazaki…D,…Takeuchi…Aˎ1,… ;hao…Cˎ2,… Nishi…Mˎ2,……
Matsuoka… Sˎ1,… Takeshima… Hˎ2�… Beta-adrenergic…
stimulation…induced…cardiac…fibrosis…in…Tric-a-knockout…
mice.
第93ճ本生理学会大会（2016.3）

ˎ1…Fukui…University
ˎ2…Kyoto…University

Lin…Pˎ1,…Cai…Cˎ1,…;hu…Hˎ1,…Ko…JKˎ1,…Hwang…Mˎ1,…Pan…;ˎ1,……
Tan…Tˎ1,…Yamazaki…D,…Takeshima…Hˎ2,…Korichneva…Iˎ1,……
Ma… Jˎ1�… ;inc… bbinding… to…MG53… facilitatesrepair… of…
injury…to…cell…membrane.
60th…Biophysical…Society…Annual…Meeting…(2016.2)

ˎ1…Ohio…State…University
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ˎ2…Kyoto…University

;hao… Cˎ1,… 2ian…Nˎ1,… Ichimura…Aˎ1,… Yamazaki… D,…
Asagiri…Mˎ1,…Yamamoto…Kˎ1,…Komazaki…Sˎ2,…Nishi…Mˎ1,……
Takeshima…Hˎ1�…Compromised…collagen…production… in…
Tric-b-knockout…osteoblast.
60th…Biophysical…Society…Annual…Meeting…(2016.2)

ˎ1…Kyoto…University
ˎ2…Saitama…Medical…University

ੴ田Ұɿ؊細胞を用いたin…vitro毒性試験法開発のऔ
りΈɽ
本化学会第96य़ق年会（2016.3）

Ishida…S,…Horiuchi…S,…Kuroda…Y,…Ishida…R,…Uchida…S,…Kim…
SR,…Sekino…Y�…Evaluation…of…applicability…of…human…iPS…
cell-derived…hepatocyte… to… the…safety…test…of…chemical…
compound…or…drug.
CiRA…�…ISSCR…International…Symposium…2016…(2016.3)

ੴ田Ұɿ؊実࣭細胞લۦ細胞HepaRGと細胞のڞഓ
ཆによる生体を฿したin…vitroഓཆ系ߏஙɽ
本動物実験ସ法学会第28ճ大会（2015.12）

Ishida…S,…Horiuchi…S,…Kuroda…Y,…Ishida…R,…Uchida…S,…Kim…
SR,…Sekino…Y�…Evaluation…of…drug…metabolism…activities…
in…human…iPS…cell-derived…hepatocytes.
第30ճ本薬物動態学会年会（2015.11）

ੴ田Ұ，ງ内৽Ұ郎，原ৄ子ˎ1，ࠇ田幸恵，内田ᠳ子，
ੴ田ཬ穂，ۚल良，松Ӝ和ˎ2，খ嶋૱Ұˎ1，関野祐子ɿ
VECELLഓཆثによるഓཆの細胞の活性化ޮՌɽ
第29ճ؊ྨಎน細胞研究会学ज़ू会（2015.10）

ˎ1…理化学研究所
ˎ2…౦࣊ژ恵医Պ大学

Ishida… S,… Horiuchi… S,… Kubo…Tˎ,…Kuroda…Y,… Ishida…
R,… Uchida… S,… Kim… SR,… Sekino… Y�… Evaluation… of…
applicability…of…Human… iPS…cell-derived…Hepatocyte…to…
Pharmacokinetic…Studies.
CBI学会2015年大会（2015.10）

ˎ…国立がんηンター

ੴ田Ұɿ細胞を用いた薬物安全性評価ɽ

細胞アッηイ研究会第3ճ討論会（2015.9）

Ishida… S�… Contribution… of…Human… iPS…Cell-derived…
Hepatocytes…to…Drug…Safety.
iForum…2015（2015.9）

ੴ田ҰɿiPS細胞由来の؊細胞なͲを用いた医薬品の
安全性に関Θるスクリーニングとデータのѻいɽ
JASIS2015（2015.9）

ੴ田ҰɿiPS細胞由来؊細胞のݱ状とͦの薬物安全性
評価のԠ用のՄ性ɽ
TaKaRa…Gene…�…Cell…Academy…Symposium…(2015.7)

ੴ田Ұ，ງ内৽Ұ郎，ࠇ田幸恵，ੴ田ཬ穂，内田ᠳ子，
関野祐子ɿൢࢢヒトiPSC細胞由来؊細胞の薬物ँ
と毒性Ԡの評価報告ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

ੴ田Ұ，ࠇ田幸恵，ੴ田ཬ穂，内田ᠳ子，児玉྄ˎ，
ۚल良，ງ内৽Ұ郎，関野祐子ɿ酸素ಁա性VECELL…
96…wellプレートを用いた薬物性؊ো評価系の検討ɽ
第22ճHAB研究機ߏ学ज़年会（2015.6）

ˎ…ϕηル（ג）

ੴ田ҰɿヒトiPS細胞の創薬Ԡ用のظと動͖ɽ
第22ճHAB研究機ߏ学ज़年会（2015.6）

宇佐ݟ，高松美奈ˎ1，෩間崇1ˎޗ，ຬࠀˎ2，入ߐ
智，ٶ島敦子，井कˎ3ɿ化学物࣭がഓཆラットਆܦ
堤細胞の૿৩に及΅すӨڹに関する研究ɽ
第55ճ本ઌఱҟৗ学会学ज़ू会・第38ճ本খ児遺伝
学会学ज़ू会（2015.7）

ˎ1…麻大学
ˎ2…౦大学
ෞ大学ذ…3ˎ

Toyoda…T,…Cho…YM,…Akagi… J,…Mizuta…Y,…Ogawa…K�…
Expression… ofЍH2A9…as… a…biomarker… of… genotoxic…
carcinogen…in…the…urinary…bladder…of…rats.
American…Association… for…Cancer…Research…Annual…
Meeting…2015…(2015.4)

℧Ӭ൩，水田保子，๛田士，木純Ұ，平田，ླ木
༐，খ川久美子ɿF344ラットに͓ける硫酸アルミニウ
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ムカリウムの90間෮༩毒性試験及びクエン酸ڞ
༩のӨڹɽ
本食品化学学会第21ճ総会・学ज़大会（2015.5）

Ogawa…K�…Pathology… and…molecular… carcinogenesis�…
Histopathological…analysis…of…molecular…mechanism… in…
the…urinary…bladder… carcinogenesis… for… toxicological…
evaluation.
ASIATO9…2015…(2015.6)

Cho…YM,…Mizuta…Y,…Toyoda…T,…Akagi… J,…Hirata…T,…
Suzuki… I,…Ogawa…K�…A…13-week… subchronic… toxicity…
study… of… aluminum… potassium… sulfate… and… co-
administration…of…sodium…citrate…in…F344…rats.
ASIATO9…2015…(2015.6)

村྄平，森川๎美，児ࢢ，美和ڮ田和ྙ，井上薫，高܂
玉幸夫，吉田緑ɿAciquorfen༠発؊োのCARの関༩ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

℧Ӭ൩，水田保子，๛田士，木純Ұ，平田，安達
玲子，木村美恵，最上（ר）子，খ川久美子ɿナノ
銀のܦൽമ࿐によるアジュόント作用のマウスϞデル実
験系を用いた検討ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

高ڮ美和，ࢢ村྄平，井上薫，森川๎美，ลݩˎ，吉田緑ɿ
17Ћ-ethynylestradiol（EE）৽生児ظമ࿐による発達ظ
ԼɽݱচԼ部のkiss1発ࢹ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

ˎ…౦ژ工大学

๛田士，℧Ӭ൩，木純Ұ，水田保子，平田，川秋Ղ，
খ川久美子ɿDNAೋॏஅマーカー（ЍH2A9）を
検出ɽظඪとした遺伝毒性ᡦ発がん物࣭のૣࢦ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

平田，℧Ӭ൩，๛田士，木純Ұ，ླ木༐，
川秋Ղ，খ川久美子ɿp53-�-…gpt…deltaマウスに͓ける
1,2-dichloropropane及びdichloromethaneの強制ޱܦ
༩によるin…vivoมҟ原性試験ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

卓ຏ，ੴ井雄ೋ，高ਢ৳ೋ，木島ҁر，ԣඌ་，খ
川久美子，梅村隆志ɿ酸化ストレス産生物࣭のෳ߹༩
による酸化的DNAଛইฒびに遺伝子ಥવมҟの加ࢉ

ޮՌɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

田崎խ子，ؠࠇ有Ұ，井上紀，ൺ大介，松Լ幸平，
ੴ井雄ೋ，美健，川秋Ղ，梅村隆志ɿҟなるܦ
࿏Ͱ酸化ストレスを発生するඇ遺伝毒性؊発がん物࣭
によるp53遺伝子ܽଛgpt…deltaマウス؊DNA中の酸化的
DNAଛইとin…vivoมҟ原性ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

木島ҁر，ੴ井雄ೋ，高ਢ৳ೋ，ԣඌ་，卓ຏ，児
玉幸夫，খ川久美子，梅村隆志ɿਛ発がん剤ニトロフラ
ントインの遺伝毒性発ݱ機ংに͓ける酸化ストレスの関
༩ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

田ᚸ理子ˎ，吉田緑ɿ༮ए動物を用いた毒性評価に͓
いて認ࣝす͖発達ظのൟ৩生物学の特ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

ˎ…麻大学

梅村隆志ɿgpt…deltaラットを用いた中ظ発がん評価系の
開発ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

野村幸ੈˎ，๛田士，田སൺ人ˎ，ࢢ田ߊˎ，大༸ˎ，
ੴڮ祐子ˎ，Ѫߕˎ，ੁ 原ೡˎ，ᅳయ߂ˎ，瀬ށ泰೭ˎɿ
ң؞，ᢄ؞，ೕがんૣظ発ݟόイΦマーカーとしての݂
清TFF3のݯىとͦの上ঢ機ংの解明ɽ
第70ճ本ফ化ث外Պ学会総会（2015.7）

ˎ…౦ژ大学

吉田緑，খ川久美子，川秋Ղɿエストロゲンྨྟքظ
മ࿐による生৩内分ൻ機の発Өڹの主原Ҽとしての
চԼ部キスϖプチンニューロンの部位特ҟ的ม化ɽࢹ
第30ճ発؞病理研究会（2015.8）

খ川久美子，高ਢ৳ೋɿະن制೩剤の毒性評価ɽ
Պ学会2015年会（2015.9）ڥ

Takasu…S,… Ishii…Y,…Kijima…A,…Yokoo…Y,…Tsuchiya…T,…
Nohmi…T,…Nishikawa…A,…Umemura…T�…The…effects…of…
a…high-fat…diet… on…in…vivo …mutagenicity… induced…by…
heterocyclic…amines…in…the…colon…of…gpt…delta…rats.
51st…Congress…of…the…European…Societies…of…Toxicology…
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(2015.9)

Ishii…Y,…Kuroda…K,…Takasu… S,…Yokoo…Y,…Tsuchiya…
T,… Kijima… A,… Nohmi… T,… Ogawa… K,… Umemura… T�…
Contribution… of… cell… proliferation… possibly… due… to…
inactivation… of… protein… phosphatase… 2A… to… gene…
mutations…induced…by…estragole.
51st…Congress…of…the…European…Societies…of…Toxicology…
(2015.9)

๛田士，℧Ӭ൩，木純Ұ，平田，川秋Ղ，খ川
久美子ɿЍH2A9໔Ӹછ色による遺伝毒性ᡦ発がん物
࣭のૣظ検出ɽ
第74ճ本؞学会学ज़総会（2015.10）

木純Ұ，ԣ井խ幸ˎ，℧Ӭ൩，๛田士，花岡文雄ˎ，
খ川久美子ɿPolБ，Г，Дࡾॏܽଛ細胞のมҟ原にର
する高感受性遺伝毒性のࢦඪとして有用Ͱ͋るɽ
第74ճ本؞学会学ज़総会（2015.10）

ˎ…学शӃ大学

ੴ井雄ೋ，高ਢ৳ೋ，木島ҁر，ԣඌ་，卓ຏ，খ
川久美子，梅村隆志ɿ遺伝毒性؊発がん物࣭エストラ
ゴールのಥવมҟ༠発性に͓けるフルメキンซ用༩の
Өڹɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

高ਢ৳ೋ，ੴ井雄ೋ，木島ҁر，ԣඌ་，卓
ຏ，খ川久美子，梅村隆志ɿgpt…deltaマウスを用いた
decabromodiphenyl…etherのin…vivo遺伝毒性の検討ɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

松Լ幸平，木島ҁر，高ਢ৳ೋ，ੴ井雄ೋ，ࠇ田ݦ，
美健ˎ，梅村隆志ɿF344系gpt…deltaラットのࣗવ発生
जᙾスϖクトラムɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

ˎ…（国研）医薬ج൫・健߁・ӫཆ研究所

木純Ұ，ԣ井խ幸ˎ，℧Ӭ൩，๛田士，大森࣏夫ˎ，
花岡文雄ˎ，খ川久美子ɿଛইりӽえܕDNAポリメラー
θБ・Г・Дࡾॏܽଛ細胞༷ʑな機ংの遺伝毒性物࣭
に感受性をࣔし，遺伝毒性物࣭のスクリーニングに有用
Ͱ͋るɽ
第38ճ本分子生物学会年会（2015.12）

ˎ…学शӃ大学

村྄平，森川๎美，児ࢢ，美和ڮ田和ྙ，井上薫，高܂
玉幸夫，吉田緑ˎɿAciquorfen༠発؊जᙾのCARの関
༩ɽ
第32ճ本毒性病理学会総会及び学ज़ू会（2016.1）

ˎ…食品安全委員会

田崎խ子，ؠࠇ有Ұ，井上紀，ൺ大介，松Լ幸平，
木島ҁر，川秋Ղ，梅村隆志ɿϐロニルϒトキシド
のマウス؊発がんաఔに͓ける酸化ストレスの関༩ɽ
第32ճ本毒性病理学会総会及び学ज़ू会（2016.1）

松Լ幸平，高ਢ৳ೋ，ࠇ田ݦ，ੴ井雄ೋ，木島ҁر，
Ӝ敬介ˎ，佐藤྄ˎ，松本智志ˎ，梅村隆志ɿਛোに
͏ਁಁѹ性ਛの病態૿ѱ機ংの解明-2-ɽ
第32ճ本毒性病理学会総会及び学ज़ू会（2016.1）

大塚製薬（ג）…ˎ

ԣඌ་，木島ҁر，ੴ井雄ೋ，高ਢ৳ೋ，卓ຏ，খ
川久美子，梅村隆志ɿヒト大発がん動物Ϟデルを用い
たNrf2…遺伝子多ܕがたΒす大発がんリスクɽ
第32ճ本毒性病理学会総会及び学ज़ू会（2016.1）

℧Ӭ൩，水田保子，๛田士，木純Ұ，平田，ી根
ਸ਼ق，安達玲子，木村美恵，最上（ר）子，খ川久
美子ɿܦൽമ࿐したナノ銀のアジュόントޮՌ解析ɽ
第32ճ本毒性病理学会総会及び学ज़ू会（2016.1）

平田，℧Ӭ൩，๛田士，木純Ұ，ી根ਸ਼ق，中
村志ˎ1，পᖒ૱ˎ2，খ川久美子ɿラット؊ଁに͓ける
DEN…༠発遺伝毒性にରするMTBITC…による制ޮՌと
ͦの作用メカニζムの解析ɽ
第32ճ本毒性病理学会総会及び学ज़ू会（2016.1）

立大学ژ…1ˎ
ˎ2…昭和大学

ੴ井雄ೋ，高ਢ৳ೋ，ԣඌ་，卓ຏ，木島ҁر，খ
川久美子，梅村隆志ɿ؊発がん物࣭エストラゴールのಥ
વมҟ༠発աఔに͓ける細胞૿৩発ݱ機ংの検討ɽ
第32ճ本毒性病理学会総会及び学ज़ू会（2016.1）

卓ຏ，ੴ井雄ೋ，高ਢ৳ೋ，木島ҁر，ԣඌ་，খ
川久美子，梅村隆志ɿ酸化的DNA…ଛইを引͖͜ىすਛ
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発がん物࣭による遺伝子ಥવมҟɽ
第32ճ本毒性病理学会総会及び学ज़ू会（2016.1）

ી根ਸ਼ق，๛田士，℧Ӭ൩，木純Ұ，水田保子，平田，
川秋Ղ，খ川久美子ɿЍH2A9…を用いた遺伝毒性
ᡦ発がん物࣭のૣظ検出系ߏங-…マウスͰの検討ɽ
第32ճ本毒性病理学会総会及び学ज़ू会（2016.1）

๛田士，℧Ӭ൩，木純Ұ，水田保子，川秋Ղ，খ
川久美子ɿ高݂ࢷラットを用いたෆ確実のଥ性
の検ূɽ
第32ճ本毒性病理学会総会及び学ज़ू会（2016.1）

高ਢ৳ೋ，ੴ井雄ೋ，ԣඌ་，卓ຏ，木島ҁ
খ川久美子，梅村隆志ɿTris(2,3-dibromopropyl)，ر
isocyanurate…の28…間෮༩毒性試験ɽ
第32ճ本毒性病理学会総会及び学ज़ू会（2016.1）

Suzuki… I,… Cho… YM,… Hirata… T,… Toyoda… T,… Akagi…
J , … N i s h i k awa … A , … N ak amur a … Yˎ, … Og awa … K �…
Chemomodulatory… action… of… 4-methylthio-3-butenyl…
isothiocyanate…on…carcinogenesis…in…rats.
55th…Annual…Meeting… of… the…Society… of…Toxicology…
(2016.3)

ˎ…Kyoto…Prefectural…University

Kuwata… K,… Inoue… K,… Takahashi…M,… Ichimura… R,…
Morikawa…T,…Kodama…Y,…Yoshida…M�…Mouse…CAR… is…
mainly…involved…in…liver…injury…and…tumor…development…
induced…by…the…protoporphyrinogen…oxidase… inhibitor…
herbicide…aciquorfen.
55th…Annual…Meeting… of… the…Society… of…Toxicology…
(2016.3)

Hibi…D,…Yokoo…Y,…Tsuchiya…T,…Ishii…Y,…Takasu…S,…Kijima…
A,…Ogawa…K,…Umemura…T�…Lack… of… involvement… of…
mutagenicity…in…the…modes…of…action…underlying…furan-
induced…hepatocarcinogenesis.
55th…Annual…Meeting… of… the…Society… of…Toxicology…
(2016.3)

Hirata…T,… Cho…YM,… Suzuki… I,… Toyoda…T,…Akagi… J,…
Nakamura…Yˎ1,…Numazawa…Sˎ2,…Ogawa…K�…The…possible…
mechanism…of…chemopreventive…action…of…4-methylthio-
3-butenyl…isothiocyanate…in…human…esophageal…epithelial…
cells.

55th…Annual…Meeting… of… the…Society… of…Toxicology…
(2016.3)

ˎ1…Kyoto…Prefectural…University
ˎ2…Showa…University

Cho…YM,…Mizuta…Y,…Toyoda…T,…Akagi… J,…Hirata…T,…
Adachi…R,…Kimura…Y,…Nishimaki-Mogami…T,…Ogawa…K�…
Evaluation…of… the…adjuvant…e⒎ects…of… transcutaneously…
exposed… silver… nanoparticles…with… different… size… in…
mouse…model.
55th…Annual…Meeting… of… the…Society… of…Toxicology…
(2016.3)

Honma…M�…Trend…and…Progress…of…OECD…Genotoxicity…
Testing…Guidelines.
39th…Annual…Meeting… of… Environmental…Mutagen…
Society…of…India…(2015.5)

Honma…M,…Ukai…A,…Hamasaki…Kˎ,…Kodama…Yˎ,…Noda…Aˎ,…
Kusunoki…Yˎ�…Genome…mapping…of…chromosome…regions…
damaged…by…ionizing…irradiation…of…human…blood…T-cells,…
using…CGH-microarray…analysis.
15th… International…Congress… of…Radiation…Research…
(2015.5)

ˎ…（公ࡒ）์ࣹઢӨڹ研究所

GrÙz… P,… Shimizu…Mˎ,… Hosoda…Aˎ,… Kojo…Aˎ,… Usui…
Yˎ,… Sugiyama… K,… Honma,… M�… Mutagenic ity… of…
polyunsaturated…fatty…acid…peroxidation…products…in…the…
standard…Ames…assay.
12th…Asian…Congress…of…Nutrition…(2015.5)

ˎ…Tokyo…Healthcare…University

清水խ富ˎ，グルーζ…ϐーター，細田明美ˎ，Ӓ井೭雄ˎ，
ਿ山ܓҰ，本間正充ɿТ-3系多価ෆ和ࢷ酸のա酸化
Ԡによって産生͞れるアルデヒドྨによるมҟ原性試
験ɽ
第57ճ…本࣭ࢷ生化学会（2015.5）

ˎ౦ژ医ྍ保健大学

本間正充ɿOECDテストガイドラインのมߋɽ
JEMS・MMS研究会第66ճ定ྫ会（2015.6）
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ງࠀ良ɿڞಉ研究報告…IɿPig-a…アッηイɽ
JEMS・MMS研究会第66ճ定ྫ会（2015.6）

Honma…M�…Ames…2SAR…Collaborative…Study.
ICCA-LRI…workshop…(2015.6)

Takeiri…Aˎ1,…Wada…NAˎ1,…Motoyama…Sˎ1,…Matsuzaki……
Kˎ1,…Tateishi…Hˎ2,…Matsumoto…Kˎ2,…Niimi…N,… Sassa…
A,…GrÙz…P,…Masumura…K,…Yamada…M,…Mishima…Mˎ1,…
Jishage…Kˎ1,…Nohmi…T�…Sensitivity…of… inactivated…DNA…
polymerase…kappa…knock-in…mice…to…mitomycin…C.
The…7th… International…Congress… of…Asian…Society…of…
Toxicology…(2015.6)

ˎ1…Chugai…Pharmaceutical…Co.,…Ltd.
ˎ2…Chugai…Research…Institute…for…Medical…Science,…Inc.

Yamada…M，Takamune…M，Matsuda…Tˎ�…Application…
of… a…next…generation… sequencer… to…a…novel…mutation…
test.
The…7th… International…Congress… of…Asian…Society…of…
Toxicology…(2015.6)

ˎ…Kyoto…University

ഡඌफҰ郎ˎ1，খ川いͮΈˎ1，Ѩ部正ٛˎ1，ྛ清1ˎޗ，
௰ࡊ穂ˎ1，ࠇ田雄介ˎ1，古川1ˎݡ，ീ木2ˎ࢘，本間正充，
૿村健Ұɿgpt…deltaマウスを用いたアクリルアミドの生
৩細胞遺伝子ಥવมҟの解析ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

ˎ1…産化学工業（ג）
ˎ2…大ࡕ立大学

安井学，佐ʑজ，יԼॷ，本間正充ɿDNAଛই1分子の
部位特ҟ的なゲノムಋ入とͦの遺伝的Өڹの解析ɽ
第29ճ宇生物Պ学会（2015.9）

Honma…M,…Suzuki…T�…DNA…Double…Strand…Break…Repair…
in…BLM…Deficient…Human…Cells.
46th…Annual…Meeting…of…Environmental…Mutagenesis…
and…Genomics…Society…(2015.9)

Horibata…K,…Yamada…M,…Ukai…A,…Kimoto…Tˎ1,…Chikura…
Sˎ1,…Miura…Dˎ1,… Itoh…Sˎ2,…Muto…Sˎ3,…Uno…Yˎ3,…Sanada…
Hˎ4,…Takashima…Rˎ5,… Shigano…Mˎ5,…Takasawa…Hˎ5,…
Hamada…Sˎ5,…Yamamoto…Mˎ6,…Hori…Hˎ7,…Tsutsumi…Eˎ7,……

Wada…Kˎ8,…Maeda…Aˎ9,…Kikuzuki…Rˎ10,…Ogiwara…Yˎ10,…
Kyoya…Tˎ11,…Adachi…Hˎ12,…Uematsu…Yˎ12,…Yoshida…Iˎ13,…
Narumi…Kˎ14,…Fujiishi…Yˎ14,…Fukuda…Tˎ15,…Suzuki…Yˎ15,…
Goto…Kˎ15,…Morita…T,…Honma…M�… Interlaboratory…Trial…
of… the…PIGRET…Assay…As…a…Short-term…Genotoxicity…
Test�…Collaborative…Study…by…Mammalian…Mutagenicity…
Study… (MMS)… Group… of… Japanese… Environmental…
Mutagen…Society…(JEMS).
46th…Annual…Meeting…of…Environmental…Mutagenesis…
and…Genomics…Society…(2015.9)

ˎ1…Teijin…Pharma
ˎ2…Daiichi…Sankyo
ˎ3…Mitsubishi…Tanabe…Pharma
ˎ4…Kaken…Pharmaceutical
ˎ5…LSI…Medience
ˎ6…Astellas…Pharma
ˎ7…Suntory…Business…Expert
ˎ8…The…Institute…of…Environmental…Toxicology
ˎ9…Toray…Industries
ˎ10…Taisho…Pharmaceutical
ˎ11…Kumiai…Chemical…Industry
ˎ12…Sumitomo…Dainippon…Pharma
ˎ13…Takeda…Pharmaceutical
ˎ14…Yakult…Honsha
ˎ15…Bo;o…Research…Center

Sugiyama…K,… Furusawa…H,… Honma…M�…Molecular…
b r e e d i n g … o f … y e a s t s … f o r … d e t e c t i o n … o f … DNA…
methyltransferase…inhibitor.
46th…Annual…Meeting…of…Environmental…Mutagenesis…
and…Genomics…Society…(2015.9)

૿村健Ұ，森田健，本間正充ɿトランスジェニック動物
遺伝子ಥવมҟ試験に͓けるin…vivoมҟ原性と発がん性
の૬関に関する研究ɽ
第74ճ本؞学会学ज़総会（2015.10）

本間正充ɿ部位特ҟ的ଛইをゲノム中にಋ入したヒト細
胞に͓けるಥવมҟ༠発機ߏの研究（本ڥมҟ原学
会学会受講演）ɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

本間正充ɿ遺伝毒性試験ガイドラインࡦ定の貢献（
೦受講演）ɽه࢘多ت݄
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）
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本間正充ɿզʑ͜れ·ͰͲれͩけݥةな食品を食て
͖たのͩΖ͏かʁ -食品中に含·れる発がん物࣭の評価
-ɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会ࢢຽ公開講࠲…食の安全
　-リスクをͲ͏ߟえたΒ良いのか-（2015.11）

森田健，ᖛ田मҰˎ，૿村健Ұ，本間正充ɿIn…vitro͓よ
びin…vivo遺伝毒性試験の߹ͤによるᴩྨࣃ発がん物࣭
の検出ྗɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

ˎ…LSIメディエンス（ג）

૿村健Ұɿアクリルアミドの生৩細胞に͓けるมҟ原性
の検討ɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

૿村健Ұ，ӏࣂ明子，๛田ঘ美，ݖ藤༸Ұˎ，美健，
本間正充ɿマウス全エキιーム解析によるENU༠発生
৩細胞มҟスϖクトルの解析ɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

ˎ…理化学研究所όイΦリιースηンター

੨木߁లˎ1，中島大介ˎ1，松本Έͪよˎ1，松本理ˎ1，༄
ᖒར枝ˎ2，ޙ藤純雄ˎ3，૿村健Ұ，美健ɿࢢ大ؾ
ුཻ子ந出物がgpt…deltaマウスഏͰࣔすมҟ原性とಥવ
มҟスϖクトルɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

ˎ1…国立ڥ研究所ڥリスク研究ηンター
ˎ2…国立ڥ研究所ڥ健߁研究ηンター
ˎ3…麻大学生໋・ڥՊ学部

本山ໜ1ˎه，入ষˎ1，松ඌࠫ৫ཬˎ1，和田子ˎ2，ࣉ
社Լ浩Ұˎ2，ࡾ島խ೭ˎ1，৽ݟ子，Petr…GrÙz，૿ 村健Ұ，
山田խາ，美健ɿDNA…polymerase…kappain…vivo
に͓いて，cisplatinにରするଛইӽえDNAෳ製に関༩
するɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

ˎ1…中外製薬（ג）研究本部
中外医Պ学研究所（ג）…2ˎ

ഡඌफҰ郎ˎ1，Ѩ部正ٛˎ1，ྛ清1ˎޗ，௰ࡊ穂ˎ1，ࠇ田
雄介ˎ1，古川1ˎݡ，ീ木2ˎ࢘，本間正充，૿村健Ұɿ
gpt…deltaマウスの生৩細胞に͓けるアクリルアミド༠発

ಥવมҟの解析ɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

ˎ1…産化学工業（ג）安全性研究部
ˎ2…大ࡕ立大学大学Ӄ理学系研究Պ

松田成ˎ，松田ढ़ˎ，山田խາɿSMRT…DNAシーέン
サーを用いたಥવมҟ検出法の開発ɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

大学ژ…ˎ

佐ʑজ，יԼॷ，ؙ݉祐紀，本間正充，安井学ɿψクレ
Φチドআڈम෮酸化的クラスター DNAଛইによって
༠発͞れるಥવมҟを制するɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

佐ʑজ，יԼॷ，ؙ݉祐紀，本間正充，安井学ɿヒトリ
ンύٿ細胞のゲノムにಋ入したシトシンम০体のજࡏ的
なಥવมҟ༠発ɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

ਿ山ܓҰ，古ത子，本間正充ɿ߬をプラットフΥー
ムとしたエϐジェωティックมҟ原検出系ߏஙの試Έɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

ງࠀ良，山田խາ，ӏࣂ明子，木本崇文ˎ1，千͞つ
…，宇野๕文ˎ3，3ˎ࣏藤ॏ，2ˎޛӜ大志郎ˎ1，伊౦ࡾ，1ˎ͖
ਅ田ঘ和ˎ4，高島理恵ˎ5，志լ野美幸ˎ5，高തमˎ5，
⅓田मҰˎ5，山本美Ղˎ6，ງ൲佐子ˎ7，堤絵སˎ7，和田
生ˎ8，લ田ߊԝˎ9，٠݄隆ଠˎ10，Ԯ原༱介ˎ10，ژ୩恭
߳ݟ立ल樹ˎ13，上松泰明ˎ12，吉田།ਅˎ13，成，11ˎ߂
ਸ਼ൣˎ14，藤ੴ༸平ˎ14，田隆೭ˎ15，ླ木裕ଠˎ15，ޙ藤
森田健，本間正充ɿPig-a�PIGRETアッηイの，15ˎݰ
ಉ研究報告ɽڞ試験としての有用性ɿMMSظ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

ˎ1…ఇ人フΝーマ
ˎ2…第Ұڞࡾ
ˎ3…田ลࡾඛ製薬
ˎ4…Պ研製薬
ˎ5…LSIメディエンス
ˎ6…アステラス製薬
ˎ7…サントリー
研…8ˎ
ˎ9…౦レ

ˎ10…大正製薬
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ˎ11…クミアイ化学
ˎ12…大本ॅ༑製薬
ˎ13…田薬品工業
ˎ14…Ϡクルト本社
ˎ15…Ϙκリサーチηンター

山田խາ，大ਿ1ˎ߂，∁木久ٓˎ1，和田生ˎ2，松ݩ
…，ˎ2，大۱༑߳ˎ3，ਅ田ঘ和ˎ3，ඦೆҁ՚ˎ4，堤絵སˎ4ڷ
ງ൲佐子ˎ4，পࡾ恵ˎ5，૿村健Ұ，本間正充ɿICHガ
イドラインS2（R1）に͓けるin…vivo試験߹ͤの検討ɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

ˎ1…本エスエルシー（ג）
ˎ2…（Ұࡒ）ཹ薬研究所
ˎ3…Պ研製薬（ג）
ˎ4…サントリーϏジωスエキスύート（ג）
クレϋ（ג）…5ˎ

ਢ井࠸ˎ，川上久美子ˎ，根هࠫ؛ˎ，૿ᔹ恵美ˎ，Ԃ原
ଠˎ，山田խາɿϋイ・スループットඍ生物遺伝毒性ܒ
試験法の検討10ɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

ˎ…Ұൠஂࡒ法人食品薬品安全ηンターਇ野研究所

本間正充ɿICH-M7ガイドラインとExpert…Reviewɽ
ඍ生物มҟ試験研究会第53ճ定ྫ会（2015.11）

ງࠀ良ɿPig-aアッηイɽ
JEMS・MMS研究会第67ճ定ྫ会（2015.11）

ਿ山ܓҰ，古ത子，本間正充ɿIn…vivo…DNAメチル化
߬素્Մࢹ化システムの開発ɽ
第88ճ本生化学会大会（2015.12）

Sugiyama…K,… Furusawa…H,…Honma…M�… Epigenetic…
modifiers… are…visibly…detectable…by…human…DNMTs…
transgenic…yeast.
International… Symposium… for… RIKEN…Epigenetics…
Program,…(2016.2)

ਿ山ܓҰ，古ത子，清水խ富ˎ，本間正充ɿ߬ूڽ
Ԡをར用した৽نなエϐมҟ原Մࢹ化検出系の開発ɽ
本ܳ化学会2016年度大会（2016.3）

ˎ…౦ژ医ྍ保健大学

Masumura…K,…Toyoda-Hokaiwado…N,…Ukai…A,…Gondo…Yˎ,……
Honma…M,…Nohmi…T�…Analysis… of… inherited…germline…
mutations… of… ENU-treated…mice… by…whole… exome…
sequencing.
Society…of…Toxicology…55th…Annual…meeting…(2016.3)

ˎ…RIKEN…BioResource…Center

Honma…M,…Kanemaru…Y,…Kamoshita…N,… Suzuki…T,…
Arakawa…Tˎ,… Yasui…M�… Tracing… the… fate… of… site-
specifically… introduced…oxidative…DNA…damage… in… the…
human…genome.
14th…International…Workshop…on…Radiation…Damage…to…
DNA…(2016.3)

ˎ…ւಓ医ྍ保健大学

Morita…T�…GHS…classification…of…CMR…substances…in…EU…
and…Japan.
AsiaTox…2015…(2015.6)

森田健ɿCMR物࣭のGHS分ྨൺֱɿEUと本ɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

森田健ɿLD50による毒性評価と行政ར用ɽ
第37ճ本中毒学会（2015.7）

Morita…T,…Hamada… Sˎ,…Masumura…K,…Honnma…M�…
Detection…of… rodent…carcinogens…and…non-carcinogens…
by… in…vivo…erythrocyte…micronucleus…and… transgenic…
rodent…mutation…tests.
2015…European…Environmental…Mutagen…and…Genomics…
Society…(2015.8)

ˎ…LSI…Medience…Corporation

Hamada… Sˎ1,…Morita… T,… Narumi… Kˎ2,…Wako… Yˎ1,…
Kawasako…Kˎ1,…Ohyama…Wˎ2,…Honma…M,…Hayashi…Mˎ3�…
Detection…of…hepatocarcinogens…by…combination…of…liver…
micronucleus…assay…and…histopathological…examination…
in…2-week…or…4-week…repeated…dose…studies.
46th…Environmental…Mutagen…and…Genomics…Society…
(2015.9)

ˎ1…LSI…Medience…Corporation
ˎ2…Yakult…Honsha
ˎ3…Biosafety…Research…Center
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Horibata…K,…Yamada…M,…Ukai…A,…Kimoto…Tˎ1,…Chikura…
Sˎ1,…Miura…Dˎ1,… Itoh…Sˎ2,…Muto…Sˎ3,…Uno…Yˎ3,…Sanada…
Hˎ4,…Takashima…Rˎ5,… Shigano…Mˎ5,…Takasawa…Hˎ5,…
Hamada…Sˎ5,…Yamamoto…Mˎ6,…Hori…Hˎ7,…Tsutsumi…Eˎ7,……
Wada…Kˎ8,…Maeda…Aˎ9,…Kikuzuki…Rˎ10,…Ogiwara…Yˎ10,…
Kyoya…Tˎ11,…Adachi…Hˎ12,…Uematsu…Yˎ12,…Yoshida…Iˎ13,…
Narumi…Kˎ14,…Fujiishi…Yˎ14,…Fukuda…Tˎ15,…Suzuki…Yˎ15,…
Goto…Kˎ15,…Morita…T,…Honma…M�… Interlaboratory…Trial…
of… the…PIGRET…Assay…As…a…Short-term…Genotoxicity…
Test�…Collaborative…Study…by…Mammalian…Mutagenicity…
Study… (MMS)… Group… of… Japanese… Environmental…
Mutagen…Society…(JEMS).
46th…Environmental…Mutagen…and…Genomics…Society…
(2015.9)

ˎ1…Teijin…Pharma
ˎ2…Daiichi…Sankyo
ˎ3…Mitsubishi…Tanabe…Pharma
ˎ4…Kaken…Pharma
ˎ5…LSI…Medience
ˎ6…Astellas…Pharma
ˎ7…Suntory…Business…Expert
ˎ8…The…Inst.…Env.…Tox.
ˎ9…Toray…Industries

ˎ10…Taisho…Pharma
ˎ11…Kumiai…Chemical…Ind.
ˎ12…Dainippon…Sumitomo…Pharma
ˎ13…Takeda
ˎ14…Yakult…Honsha
ˎ15…Boso…Research…Center

ᖛ田मҰˎ1，森田健，成߳ݟਸ਼ൣˎ2，༚生ΏΈˎ1，川ഭ
Ұ1ˎ࢙，大山ワカ子ˎ2，本間正充，ྛਅˎ3ɿ4ि間の
෮༩毒性試験݁Ռ（؊ଁখ֩試験͓よび病理৫学的
検査）かΒ؊発がん性を༧測するɽ
関実験動物研究会第128ճ研究会（2015.12）

ˎ1…LSIメディエンス
ˎ2…Ϡクルト本社
ˎ3…安評ηンター

૿村健Ұ，森田健，本間正充ɿトランスジェニック動物
遺伝子ಥવมҟ試験に͓けるin…vivoมҟ原性と発がん性
の૬関に関する研究ɽ
第74ճ本؞学会学ज़総会（2015.10）

森田健，ᖛ田मҰˎ，૿村健Ұ，本間正充ɿIn…vivo݂

ಥવมҟ試験にྨࣃখ֩試験とトランスジェニックᴩٿ
よるᴩྨࣃ発がん物࣭の検出ɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

ˎ…LSIメディエンス

森田健，山智߳子ɿカラメル色素中の4-メチルイミμ
κールのリスク評価ɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

ງࠀ良，山田խາ，ӏࣂ明子，木本崇文ˎ1，千͞つ
…，宇野๕文ˎ3，3ˎ࣏藤ॏ，2ˎޛӜ大志郎ˎ1，伊౦ࡾ，1ˎ͖
ਅ田ঘ和ˎ4，高島理恵ˎ5，志լ野美幸ˎ5，高തमˎ5，
⅓田मҰˎ5，山本美Ղˎ6，ງ൲佐子ˎ7，堤絵སˎ7，和田
生ˎ8，લ田ߊԝˎ9，٠݄隆ଠˎ10，Ԯ原༱介ˎ10，ژ୩恭
߳ݟ立ल樹ˎ12，上松泰明ˎ12，吉田།ਅˎ13，成，11ˎ߂
ਸ਼ൣˎ14，藤ੴ༸平ˎ14，田隆೭ˎ15，ླ木裕ଠˎ15，ޙ藤
試験ظ森田健，本間正充ɿPIGRETアッηイの，15ˎݰ
としての有用性ɿMMSڞಉ研究報告ɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

ˎ1…ఇ人フΝーマ
ˎ2…第Ұڞࡾ
ˎ3…田ลࡾඛ製薬
ˎ4…Պ研製薬
ˎ5……LSIメディエンス
ˎ6…アステラス製薬
ˎ7…サントリー
研…8ˎ
ˎ9…౦レ

ˎ10…大正製薬
ˎ11…クミアイ化学
ˎ12…大本ॅ༑製薬
ˎ13…田薬品工業
ˎ14…Ϡクルト本社
ˎ15…Ϙκリサーチηンター

本田大士ˎ，藤田ါཬ߳ˎ，松村士ˎ，川本泰ีˎ，伊
藤༐Ұˎ，森田健，山宏ˎɿછ色体ҟৗ試験のཅ性
物࣭リストかΒ有用なِཅ性原ྉをٹえII-学的手法を
用いた大ن及評価-ɽ
本ڥมҟ原学会第44ճ大会（2015.11）

ˎ…花Ԧ

Nishimura… Tˎ1,… Hirata-Koizumi…M,… Yamada… Tˎ2,…
Kawamura…T,…Ono…A,…Hirose…A,…Ema…Mˎ3�…Derivation…
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of… the…health…advisory…guidance…values… for…sub-acute…
exposure…of…drinking…water.
第55ճถ国トキシコロジー学会（2016.3）

ˎ1…Teikyo…Heisei…University
ˎ2…National…Institute…of…Technology…and…Evaluation
ˎ3……National… Institute…of…Advanced… Industrial…Science…

and…Technology

Hirose…A,…Hirata-Koizumi…M,…Kawamura…T,…Matsumoto…
M,…Takahashi…M,…Nishimaki-Mogami…T,…Nishimura…Tˎ1,……
Ema…Mˎ2,…Ono…A�…Derivation…of… subacute… reference…
doses…for…drinking…water…quality…management.
The…51st…EUROTO92015…(2015.9)

ˎ1…Teikyo…Heisei…University
ˎ2……National… Institute…of…Advanced… Industrial…Science…

and…Technology

Ono…A,…Matsumoto…M,…Takahashi…M,…Kawamura…T,…
Hirata-Koizumi…M,…Hirose…A�… Is…a…14-day…dose…setting…
study…able…to…predict…its…28-day…repeated…dose…toxicity .
The…51st…EUROTO9…2015…(2015.9)

Hirose…A�…Metal…contaminants… in…drugs�… ICH…point…of…
view.…The…9th…Congress…of…Toxicology… in…Developing…
Countries.…(2015.10)

Hirose…A,…Taquahashi…Y,…Takagi…A,…Ogawa…Y,…Kanno…
J�… Characterization… of…mesothelioma… induction… by…
i.p… injection… of… the…MWCNT… dispersed…with… the…
Taquann…method.… International…Congress…on…Safety…of…
Engineered…Nanoparticles…and…Nanotechnologies…(SENN…
2015).…(2015.4)

Hirose…A,… Sakamoto…Yˎ1,…Ogata…Aˎ1,…Yuzawa…Kˎ1,…
Kubo…Yˎ1,…Ando…Hˎ1,…Nagasawa…Aˎ1,…Nishimura…Tˎ2,…
Inomata…Aˎ1,…Nakae…Dˎ3�…Chronic…toxicity…by…repeated…
intratracheal… administration…of…MWCNT… in… rat.…The…
7th… International… Symposium… on…Nanotechnology,…
Occupational…and…Environmental…Health.…(2015.10)

ˎ1…Tokyo…Metropolitan…Institute…of…Public…Health
ˎ2…Teikyo…Heisei…University
ˎ3…Tokyo…University…of…Agriculture

Hirose…A�…Japanese…Current…Chemical…Regulation…and…

Contribution… to… the…OECD…Cooperative…Chemicals…
Assessment…Programme…(CoCAP).
The…7th… International…Congress… of…Asian…Society…of…
Toxicology…(2015.7)

山 ޱ 宏 ೭ ˎ1,2， খ 島 ഹ，  ᖒ ढ़ 明 ˎ1ɿVitrigel-Eye…
Irritancy…Test…(EIT…)method�…Assessment…of…predicitive…
performance…using…118…test…chemilcas.
本৫ഓཆ学会第88ճ大会（2015.5）

ˎ1…業生物ݯࢿ研究所
ˎ2…関౦化学（ג）

Kojima…H,…Kleinstreuer…Nˎ1,…Schae⒎er…MWˎ2,…Kim…TSˎ3,……
Chen…Wˎ4,… Sozu…Tˎ5,…Watanabe…Mˎ6,…Niitsma…Tˎ6,…
Yamashita…Kˎ7,…Miyazaki…Hˎ7,…Fukuda…Tˎ8,…Yamaguchi…
Nˎ8,…Fujiwara…Sˎ8,…Yamaguchi…Hˎ9,10,…Takezawa…Tˎ10�……
Validation…study…of…Vitrigel-EIT… (Eye… Irritancy…Test)…
method.
II… International…Conference…of…Alternatives…to…Animal…
Experimentation…(2015.5)

…ˎ1…ILS�NICEATM�ICCVAM
…ˎ2…EURL…ECVAM…IHCP�JRC�European…Commission
…ˎ3…KOCVAM�MFDS
…ˎ4…Taiwan…Industrial…Technology…Research…Institute
…ˎ5…Kyoto…University
…ˎ6……Hatano…Research… Institute,…Food…and…Drug…Safety…

Center
…ˎ7…Daicel…Corporation…
…ˎ8…Bo;o…Research…Center…Inc.
…ˎ9…Kanto…Chemical…Co.…Inc.
ˎ10…National…Institute…of…Agrobiological…Sciences

খ島ഹɿ本Ͱ開発·た評価͞れたOECDテストガイ
ドラインɽ
生物化学的測定研究会第20ճ学ज़ू会（2015.6）

細井Ұ߂ˎ，খ島ഹɿシンポジウム6　トランスレーシϣ
ンに有用な試験系ߏஙのج本的ߟえ方ɿROSアッηイを
ྫにしてɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

（ג）ఱ製薬ࢀ…ˎ

Kojima…H,…Kleinstreuer…Nˎ1,…Schae⒎er…MWˎ2,…Kim…TSˎ3,……
Chen…Wˎ4,… Sozu…Tˎ5,…Watanabe…Mˎ6,…Niitsma…Tˎ6,…
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Yamashita…Kˎ7,…Miyazaki…Hˎ7,…Fukuda…Tˎ8,…Yamaguchi…
Nˎ8,…Fujiwara…Sˎ8,…Yamaguchi…Hˎ9,10,…Takezawa…Tˎ10ɿ
性試験ସ法Vitrigel-EITのόリデーシϣン研究ɽܹ؟
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

ˎ1…ILS�NICEATM�ICCVAM
ˎ2…EURL…ECVAM…IHCP�JRC�European…Commission
ˎ3…KOCVAM�MFDS
ˎ4…Taiwan…Industrial…Technology…Research…Institute
ˎ5…Kyoto…University
ˎ6……Hatano…Research… Institute,…Food…and…Drug…Safety…

Center
ˎ7…Daicel…Corporation
ˎ8…Bo;o…Research…Center…Inc.
ˎ9…Kanto…Chemical…Co.…Inc.

ˎ10…National…Institute…of…Agrobiological…Sciences

山ޱ宏೭ˎ1,2，খ島ഹ，ᖒढ़明ˎ1ɿ高感度なin…vitro؟
性試験法　Vitrigel-EITの༧測性評価ɽܹ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

ˎ1…業生物ݯࢿ研究所
ˎ2…関౦化学（ג）

伊藤浩ଠˎ1，ࡗ原隆1ˎ࢙，ӽ田美ˎ1，Ԟ村फ平ˎ1，中山
生ˎ1，平լ夫ˎ2，খ島ഹ，松Ӝ正உˎ1ɿ֯ڇບを用
いたࠞ度度͓よびಁա性試験法（BCOP法）による
GHS分ྨ2B物࣭の測定݁Ռɽ
第42ճ本毒性学会学ज़年会（2015.6）

化߹物安全性研究所（ג）…1ˎ
ˎ2…ཙ学Ԃ大学　्医学

খ島ഹɿJaCVAM…activities…update（本動物実験ସ
法評価ηンター）活動報告ɽ
The…7th… International…Congress… of…Asian…Society…of…
Toxicology…(2015.6)

Kojima…H�…New…SPSF…for…OECD…Test…guideline…on…the…
in…vitro…skin…sensitization…assay.
12th…Annual…meeting…of…Korean…Society…for…Alternative…
to…Animal…Experiments…(2015.8)

Kojima…H�…The…JaCVAM�OECD…activities…on…the…comet…
assay.
11th…International…Workshop…of…Comet…assay…Workshop…
(2015.9)

Kojima…H�…The…Asian…Congress…on…Alternatives…and…
Animal…Use…in…the…Life…Sciences…2016.
16th… Annual… Congress… of… European… Society… of…
Alternatives…to…Animal…Testing…(2015.9)

Kojima…H,…Oshimura…Mˎ1,… Imatanaka…Nˎ2�…Update…
for… Japanese… Project… lARCH-Toxz… for… the…Future…
Chemicals… Management… Pol icy � … Research… and…
Development… of… in… vitro… and… in… vivo…Assays… for…
Internationally…Leading…Hazard…Assessment…and…Test…
Methods.
4th… annual…meeting… of… the…American… Society… for…
Cellular…and…Computational…Toxicology…(2015.10)

ˎ1……Chromosome…Engineering…Research…Center,…Tottori…
University

ˎ2…Chemical…Evaluation…and…Research…Institute…(CERI)

খ島ഹɿシンポジウム7ɿࡁܦ産業লプロジェクト…ʮੴ
༉ਫ਼製物࣭等の৽たな化学物࣭ن制にඞཁな国ࡍઌಋ的
有性試験法の開発ɿARCH-Toxʯのܭը֓ཁɽ
本動物実験ସ法学会第28ճ大会（2015.12）

中山人ˎ1,2，פ水1ˎ࢘，山ޱ宏೭ˎ2,3，ᖒढ़明ˎ2，
খ島ഹɿVitrigel-EIT（Eye…Irritancy…Test）法による؟
性の定法のఏҊɽܹ
本動物実験ସ法学会第28ճ大会（2015.12）

ˎ1…౦ژ理Պ大学工学部ܦӦ工学Պ
ˎ2…業生物ݯࢿ研究所
ˎ3…関౦化学（ג）

古川正敏ˎ，ࡗ原隆࢙ˎ，伊藤浩ଠˎ，佐ʑ木ܒˎ，ӽ田美ˎ，
Ԟ村फ平ˎ，河村公ଠ郎ˎ，松Ӝ正உˎ，খ島ഹɿڇఠ出
֯ບを用いたࠞ度及びಁա性試験法（BCOP法ɿ؟
ܹ性ସ法試験）に…͓ける֯ບの病理所ݟによるऑ
ܹ性物࣭の評価についてɽ
本動物実験ସ法学会第28ճ大会（2015.12）

化߹物安全性研究所（ג）…ˎ

加藤ٛˎ1，山本樹ˎ2，佐藤३ˎ1，中田1ˎޛ，খ島ഹɿ
ෆࢮ化ヒト֯ບ細胞ג（iHCE-NY）を用いた֯ݩ࣍ࡾ
ບߏ࠶ஙϞデルに͓ける…ܹ؟性評価方法の検討　ʙ
ഓཆによるճ෮性の評価ʙɽޙ
本動物実験ସ法学会第28ճ大会（2015.12）
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ˎ1…本メナード化হ品（ג）総߹研究所
ˎ2…藤田保健衛生大学ڞಉར用研究ࢪઃ

成田和人ˎ，Vo…P.Tˎ，中川࢙子ˎ，খ島ഹ，൘֞宏ˎɿ
ൽෘ感作性試験のِӄ性評価解ফにけた検討ɿແ水フ
タル酸にରする…LP༹ഔ࿐法ɽ
本動物実験ସ法学会第28ճ大会（2015.12）

ˎ…ԣ国立大学

十ӳ恵ˎ，松成Ն美ˎ，খ島ഹ，൘֞宏ˎɿタンύク
࣭のアレルギー性を評価するin…vitro試験法の開発ɽ
本動物実験ସ法学会第28ճ大会（2015.12）

ˎ…ԣ国立大学

খ島ഹɿOECDͰ検討͞れて͖たin…vitroスクリーニン
グ法ɽ
ϗルϞン学会第18ճ研究発表会（2015.12）ڥ

Furukawa…Mˎ,… Sakakibara…Tˎ,… Ito…Kˎ,… Sasaki… Sˎ,…
Koshita…Mˎ1,…Okumura…Sˎ,…Kawamura…Kˎ,…Matsuura……
Mˎ,…Kojima…H�…Histopathological… Findings… on… the…
Cornea…in…the…Bovine…Corneal…Opacity…and…Permeability…
Test… (BCOP…Test)… for…Alternative… to…Eye… Irritation…
Test.…
55th… annual…meeting… of… the… Society… of…Toxicology…
(2016.3)…

ˎ……Safety…Research… Institute… for…Chemical…Compounds…
Co.,…Ltd.

Narita…Kˎ,…Vo…P.Tˎ,…Nakagawa…Fˎ,…Kojima…H,…Itagakai…
Hˎ�…Reducing…False…Negatives…of…Chemicals… in… the… in…
vitro…Skin…Sensitization…Test.
55th… annual…meeting… of… the… Society… of…Toxicology…
(2016.3)

ˎ…Yokohama…National…University,…Japan

Tsukumo…Hˎ1,…Matsunari…Nˎ1,…Sugiyama…Mˎ2,…Toyoda…
Aˎ1,2,…Kojima…H,… Itagakai…Hˎ1�…Development…of… an… in…
vitro…test…for…Allergenic…Potency…of…Proteins.
55th… annual…meeting… of… the… Society… of…Toxicology…
(2016.3)

ˎ1…Yokohama…National…University

ˎ2…Pola…Chemical…Industries,…INC.
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